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は じ め に 
 
 この報告は、大阪府環境基本条例第 10条の規定により、平成 18年度における環境
の状況並びに豊かな環境の保全及び創造に関して本府が講じた施策を､平成 14年 3月
に策定した「大阪 21 世紀の環境総合計画」（以下「環境総合計画」という。）の施策
体系に沿ってとりまとめたものです。 
 平成 18 年度の府内の環境の状況につきましては、大気中の二酸化窒素、浮遊粒子
状物質、河川の汚濁指標である BOD は、環境基準（環境保全目標）を達成できてい
ない地域が残っていますが、いずれも改善傾向となっています。また、大気中の二酸

化硫黄、一酸化炭素は環境基準を達成しており、河川水質の鉛、カドミウムなどの健

康項目についても環境基準をほぼ達成しています。 
 また、平成18年度には光化学スモッグ注意報が17回発令されるなど、光化学スモッグ

の発生状況や光化学オキシダント濃度の改善に向けて、原因物質の一つであるＶＯＣの

排出抑制の徹底が急務となっている他、地球温暖化やヒートアイランド現象への対策や、

廃棄物の減量化・リサイクルの推進などが課題となっています。 

 本府といたしましては、こういった状況に対応するため、平成 18 年度において、揮

発性有機化合物及び化学物質対策として、生活環境の保全等に関する条例を改正し、

事業者の自主的管理を促進する大阪府独自の化学物質管理の仕組みを整備しました。

この他、地球温暖化・ヒートアイランド対策として平成 18 年度から施行した「温暖化

の防止等に関する条例」及び「自然環境保全条例」に基づく対策計画書等の概要のホ

ームページでの公表、廃棄物対策として「大阪府廃棄物処理計画」の改定やリサイク

ル製品認定制度の運営など様々な施策を実施しました。 
さらに、府は、事業者・消費者としての立場も有していることから、府民や事業者、

民間団体などすべての主体の模範となるべく率先行動を拡大するとともに、環境総合

計画を実効あるものとするため、環境の保全に関する基本的事項の審議などを行う「大

阪府環境審議会」や庁内の推進体制である「大阪府環境行政推進会議」等を活用し、

計画の適切な進行管理を行っています。 
 
本報告では、主な環境の状況と平成 18 年度に講じた施策のうち重点分野の取り組

みを中心に記載し、豊かな環境の保全と創造に関する全ての施策・事業の概要及び決

算額を＜巻末資料＞に一覧表で記載しています。 
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        第１章 計画的な環境政策の推進         

 
豊かな環境の保全と創造に向けて、環境基本条例に従い各種の条例・規則等を制定し、関係法令と併せて適正に

運用するとともに、「大阪２１世紀の環境総合計画」に示した基本方向等に基づき各種の施策を総合的かつ計画的に

推進しました。 

 
１ 環境基本条例等の施行  

 

■環境基本条例（平成6年3月） 

「人のこころがかよいあう豊かな環境の保全と創

造」をめざして、生活環境、自然環境、都市環境、地

球環境に係る施策を総合的かつ計画的に推進しました。 

■循環型社会形成推進条例（平成15年3月） 

再生品の普及促進や不適正処理の根絶など循環型社

会の形成に向けた施策を推進しました。 

■温暖化の防止等に関する条例（平成17年10月） 

地球温暖化防止及びヒートアイランド現象の緩和を

目的に、温室効果ガスの排出や人工排熱の抑制、建築

物の環境配慮等を促進する制度を条例として制定する

とともに、規則や指針等を策定し、平成18年4月か

ら施行しています。 

■生活環境の保全等に関する条例（平成6年3月） 

揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制、化学物質

の適正な管理の促進にかかる事項等について、所要の

規定整備を行い、平成２０年４月から施行します。 

（一部は平成２１年４月施行予定。） 

■自然環境保全条例（昭和48年3月） 

「大阪府自然環境保全地域」等の府内に残された貴

重な自然環境の保全に努めるとともに、自然環境の回

復及び活用、緑の創出並びに生物多様性の確保に向け

た取組みを推進しました。平成17年10月には、ヒ

ートアイランド現象の緩和を図るため、建築物の敷地

等における緑化の促進を目的とした改正を行い、平成

18年4月から施行しています。 

■環境影響評価条例（平成10年3月） 

規模が大きく、環境影響の程度が著しいものとなる

おそれのある事業について、環境保全への適正な配慮

がなされるよう、事業者が事業の前に実施した環境影

響評価及び事後調査の審査を行いました。 

■景観条例（平成10年10月） 

「美しい世界都市大阪」の実現に向け、広域的な観

点から景観形成を推進すべき地域として、指定された

大阪中央環状線など7地域について、届出制度に基づ

く指導等を行うとともに、平成17年6月に全面施行

された「景観法」の活用の基本的考え方、活用方針や

条例改正等について検討を行いました。 

■文化財保護条例（昭和44年3月） 

条例に基づき指定された史跡、名勝、天然記念物を

保護するため、整備、保存修理、保護増殖等への助成

や開発地における文化財を保護するため、開発関係者

に対して指導を行いました。 

■放置自動車の適正な処理に関する条例 

（平成16年3月） 

府民の安全で快適な生活環境の保全及び地域の美観

の維持を図るため、放置自動車の適正かつ迅速な処理

を行いました。 

 

 

２ 環境総合計画の推進 

平成14年3月に策定した「大阪21世紀の環境総

合計画」に基づき、「豊かな環境都市・大阪」の構築の

実現に向け、「平成 18 年度において豊かな環境の保

全及び創造に関して講じようとする施策」をとりまと

め、諸施策を推進しました。また、計画の進行管理と

して、進捗状況を可能な限り数値化したうえで、大阪

府環境審議会に報告・意見聴取を行い、公表しました。 
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３ 環境総合計画の進行管理 

「豊かな環境都市・大阪」の実現に向けた着実な行

動のため、ＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）サ

イクルによる進行管理・点検評価システムを導入して

います。 

■立案段階（Plan） 

環境基本条例に掲げられた基本理念や、環境総合計

画で掲げられた中長期的な目標などを施策等の方針と

し、毎年度の施策実施プログラムとして環境基本条例

第10条第2項により、講じようとする施策を府議会

に報告するとともに公表しています。 

■実施・運用段階（Do） 

環境基本条例第 7 条の施策の基本方針及び環境総

合計画の施策の展開方向を踏まえながら、様々な施策

や事業を実施・運用しています.。 

■評価段階（Check） 

環境基本条例第10条第1項により、毎年度、環境

の状況と豊かな環境の保全及び創造に関して講じた施

策を府議会に報告するとともに公表しています。また、

府環境審議会からの意見を聴取し、その内容を環境白

書で公表しています。その他にも行政評価システムに

よる評価を行っています。 

■見直し段階（Action） 

施策評価等をもとに、必要に応じ、施策の内容や選

択について見直しを行います。 

 

 

図－１ 大阪21世紀の環境総合計画の進行管理について
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    第２章 環境の状況及び講じた施策        

 

 府内の大気環境については、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の環境基準の達成率がそれぞれ 95.3％、

96.2％でしたが、二酸化硫黄、一酸化炭素は環境基準（環境保全目標）を達成しています。一方、府内

の水環境については、河川のBOD、大阪湾のCODについて、環境基準の達成率がそれぞれ、71.3%、

40.0%でした。また、地球温暖化やヒートアイランド対策、アスベストをはじめとする有害化学物質対

策、廃棄物の減量化・リサイクルの推進などが課題となっています。 

 本章では、これらの主な環境の状況と併せて、平成18年度に講じた施策のうち、主要な施策や新た

な取り組みを中心に、その概要について環境総合計画の目標と併せて報告します。 

 

第１節 持続的発展が可能な循環を基調とする元気な社会の実現（循環） 

 
１ 廃棄物の減量化・リサイクルの推進 
（１）主な目標と現状 

【主な目標】 

廃棄物の最終処分量を2010（平成22）年度

までに 1997（平成 9）年度比で概ね半減させ

ることなどを目標に、廃棄物の発生抑制

（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用

（Recycle）の３Ｒを推進します。 

【現 状】 

①一般廃棄物 

平成 17 年度に府内から排出された一般廃棄

物は402万トン（集団回収除く）であり、一人

一日あたりの排出量は1,241グラムと減少傾向

にあります。また､再生利用量は45万トンであ

り、最終処分量は70万トンとなっています。リ

サイクル率も年々向上しており、10.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 一般廃棄物排出量の推移 
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図－３ 一般廃棄物のリサイクル率の推移 
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②産業廃棄物 

平成 17 年度に府内から排出された産業廃

棄物は 1,728 万トンとなっています。また、

再生利用量は 545 万トンであり、最終処分量

は 67 万トンとなっています。 

 
図－４ 産業廃棄物の排出量と再生利用率の

推移（大阪府） 

544

2005

1728

1768

1823

1232

4

17 17
19

26

32

0

500

1000

1500

2000

2500

Ｓ４８ Ｓ５２ Ｓ６２ Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 年　度

排
出
量

（
万
ト
ン
/
年

）

0

5

10

15

20

25

30

35

再
生
利
用
率

（
％

）

排出量

再生利用率

 
 
（２）平成１８年度に講じた施策 

 

■アジア３Ｒ技術サポート事業【新規】【再生】 

 【循環型社会推進室 内線：3817】 

アジア各国の大都市では、従来の大気汚染・水

質汚濁問題に加え、分別・リサイクルの推進や、

有害産業廃棄物の処理などの廃棄物問題が環境

面での課題として浮上しています。 

アジア各国へ３Ｒ技術の移転を行うため、堺第

７－３区をはじめ臨海部を中心に数多く立地し

ている先進的な技術やシステムを有するリサイ

クル関連施設等を活用し、JICA（（独）国際協力

機構）等の関係者との連携のもと、アジア各都市

の３R 技術ニーズの調査やパイロット研修など

を実施しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.20） 

 

■大阪府廃棄物処理計画の改定【新規】 

【循環型社会推進室 内線：3819】 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、「廃

棄物処理法」という。）に基づき策定している大

阪府廃棄物処理計画について、府環境審議会の審

議を経て、平成19年3月に改定を行いました。 

今改定では、平成17年度における廃棄物の最

終処分量などの数値目標の達成状況を評価した

上で、平成22年度目標や目標達成に向けた施策

の見直しを行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.19） 

 

■大阪府分別収集促進計画の推進 

【循環型社会推進室 内線：3815】 

容器包装リサイクル法に基づき、「第４期大阪

府分別収集促進計画（平成18～22年度）」を円

滑に推進するため、市町村の分別収集実施状況や

リサイクル施設の整備状況を把握し、先進的な取

組事例の情報提供等の技術支援を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.13） 

 

 

 

 

 

■家電リサイクルの推進 

【循環型社会推進室 内線：3815】 

廃棄物処理法に基づき、再生資源業者がリサイ

クルを行う「家電リサイクル大阪方式」の推進に

向けて、消費者や関係者の理解を得るために周

知・啓発を行う等、効果的なＰＲを進めました。 

また、大阪方式の要件の一つであるリサイクル

率の見直しを検討する基礎資料として活用する

ために、製品の大きさの違いによる有価物の回収

量への影響などの実証調査を実施しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.17） 

 

 

 

 

【容器包装リサイクル情報コーナー】 

http://www.pref.osaka.jp/waste/gomi/youri/i

ndex.html 

【家電リサイクル情報コーナー】 

http://www.pref.osaka.jp/waste/kaden/ 
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■リサイクル製品認定制度の運営 

【循環型社会推進室 内線：3819】 

廃棄物のリサイクルをより一層促進するとと

もに、リサイクル関連産業を育成するため、府内

で発生した廃棄物（循環資源）を利用し、府内の

工場で製造したリサイクル製品で一定の基準を

満たすものの認定を平成16年度から行っており、

平成１８年度末までに再生路盤材などの土木資

材や再生プラスチック製品など358製品を大阪

府認定リサイクル製品として認定しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.16） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ２つの温暖化に対する取り組み 

（１）主な目標と現状 

①地球温暖化対策 

【主な目標】 

二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量を

2010(平成22)年度までに基準年度＊1比9％削

減することを目標に、新エネルギーの導入、省エ

ネルギーの推進などを図ります。 

＊１・・・1990年度（ただし、代替フロン類は1995

年度） 

 

【現 状】 

200４年度（平成 1６）の温室効果ガス排出

量は5,762万トンで、基準年度の排出量と比べ

0.4％、200３（平成1５）年度と比べ1.7％減

少しています。 

また、温室効果ガスの９割以上を占める二酸化

炭素の排出量は5,447万トンで、基準年度と比

べ 5.6％増加しているものの、200３年度と比

べ2.6％減少しており、部門別ではエネルギー転

換部門以外の全ての部門で200３年度より減少

しています。 

なお、二酸化炭素排出量が2002年度に比べ

て増加している主な要因は、原子力発電所の長期

停止により、電力の使用に伴う二酸化炭素排出原

単位が増加したことが挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
130 147 146 144 144 142

689 897 877 1017 1119 1105

886

1046 1052
1167 1177

754

917 921
903 898 891

2,624

2,377
2,148

2,134
2,213 2,091

1193

42273455 44
72

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

1990年度 1997年度 1999年度 2002年度 2003年度 2004年度

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(万
t-
C
O
2
)

ｴﾈﾙｷﾞｰ転換部門

産業部門

運輸部門

民生家庭部門

民生業務部門

廃棄物

5,156
5 ,438

5 ,188
5,397 5 ,595 5,447

図―６大阪府内の二酸化炭素の排出量 

図－５ 大阪府リサイクル認定製品マーク 
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②ヒートアイランド対策 

【主な目標】 

住宅地域における夏の夜間の気温を下げ、

2025 年度までに夏の熱帯夜数を現状(*)より

３割減らすとともに、屋外空間にクールスポット

を創出し、夏の日中の熱環境の改善を図り、体感

的な温度を下げるなど、平成 16 年 6 月に策定

した「ヒートアイランド対策推進計画」の目標達

成に向け、各種対策を講じていきます。 

(＊)・・・1998年度から2002年度の平均 

【現 状】 

大阪では、過去100年間で平均気温が2.1℃

上昇し、全国平均の1.0℃を大幅に上回っており、

この差の 1.1℃がヒートアイランド現象の影響

と考えられています。 

また、真夏日、熱帯夜の日数もここ30年間で

著しく増加しており、平成 18 年度は真夏日が

71日(H17:88日)、熱帯夜が44日(H17：46

日)でした。 

なお、平成 16 年度は真夏日が 94 日と過去

最高でした。 

 

 

 
図－７ 大阪・全国における年平均気温の推移 

（5年移動平均） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－８ 大都市における真夏日日数 

（5年移動平均） 
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図－９ 大都市における熱帯夜日数 
（5年移動平均） 
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（２）平成１８年度に講じた施策 

①地球温暖化対策の推進  

■大阪府温暖化の防止等に関する条例の施行 

（事業活動のエネルギー対策促進事業・建築物

の環境配慮促進事業）【新規】 

【みどり・都市環境室 内線：3885】 

【建築指導室 内線3025】 

施行初年度に当たる平成18年度は、エネルギ

ーを多量に消費する事業所や、多数(100台以上)

の自動車を有する事業者などから、「温暖化対策

指針」に基づく対策計画書の届出を受け、府のホ

ームページで各事業者の対策計画書の概要の公

表を行うなど、事業所や自動車からの温室効果ガ

【真夏日】日最高気温が30℃以上の日のこと。 
【熱帯夜】夜間の最低気温が25℃以上の日のこと。 

12

13

14

15

16

17

18

1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

気

温

（
℃

）

大阪平均気温（５年移動平均）

日本平均気温（５年移動平均）

0.08℃/10年

上昇率

0.29℃/10年

0.13℃/10年

0.06℃/10年
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スの排出や人工排熱の抑制対策を実施しました。 

また、一定規模（5,000 ㎡）を超える建築物

の新築等においては、「建築物環境配慮指針」に

基づく建築物環境計画書の届出を受け、府におい

てその概要の公表を行うとともに、建築物の環境

配慮を広く府民に啓発することにより、環境に配

慮した優良な建築物の建設を促進しました。また、

優れた取り組みに対する顕彰制度「大阪サステナ

ブル建築賞」を創設しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.55） 

 

■森の貯金箱ＣＯ２制度の推進【新規】 

【みどり・都市環境室 内線：2753】 

府民の森林ボランティア活動への関心や意欲

を高めるため、活動内容に見合った森林の二酸化

炭素吸収量を貯金し、エコバックなどのエコ商品

等と交換できる「森の貯金箱ＣＯ2」制度を推進

するため、主体となる｢生駒の森運営協議会｣の活

動を支援しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.95） 

 

 

 

 

 

 

■地球温暖化対策技術開発促進事業 

【環境情報センター(現・環境農林水産総合研究所) 

06-6972-7662】 

石油の安定確保を目的に設けられた特別会計

（石油及びエネルギー需給構造高度化対策特別

会計）における、地球温暖化対策事業等を活用し、

民間企業や研究機関と連携して二酸化炭素排出

量削減に効果が期待できる地球温暖化対策技術

の開発を行いました。 

平成18年度は、家庭などの民生部門や運輸部

門における二酸化炭素排出量削減を目的に、「燃

料電池等の低温排熱を利用した省エネ型冷房シ

ステムの技術開発」、「バイオエタノール混合ガソ

リン導入技術開発及び実証事業」及び「屋内用Ｌ

ＥＤ（発光ダイオード）照明技術開発」を実施し

ました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.83） 

 

■地球温暖化防止に向けた普及・啓発事業 

【みどり・都市環境室 内線：2751】 

府内で実施された様々なイベントにおいて、エ

コアクションキャラクター「モットちゃん・キッ

トちゃん」を活用した歌・ダンス、各種啓発物品

等を用い、平成１８年2月に設定した「ストップ

地球温暖化デー（毎月 16 日）」をアピールする

とともに、来場者に身近な環境配慮行動を呼びか

けました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.456、457） 

 

図-10 河内長野市民まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生駒の森運営協議会】 

http://www.pref.osaka.jp/midori/ikomanomori-k

yougikai/ikomanomori-kyougikai.html 
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②環境に配慮したエネルギー利用の促進 

■環境にやさしい光のまちづくり事業～おおさか

銀河都市大作戦！～【新規】【再生】 

【みどり・都市環境室 内線：3822】 

商店街など商業施設・地域において、LED（発

光ダイオード）などの省エネ照明や自然エネル

ギーを活用したイルミネーションをモデル的に

設置し、見た目に涼しい夏のクールスポットの

演出を行うものに対する補助を行いました。ア

メリカ村、戎橋筋商店街、大阪南港ＡＴＣ、大

阪ビジネスパーク、近鉄上本町エリア、心斎橋

筋商店街、天保山ハーバービレッジ、りんくう

タウン・関西国際空港の８箇所で、大阪の夜を

涼しく演出しました。 

その結果、来場者は、前年に比べ約 85 万人

増加しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.47） 

図-11 天保山ハーバービレッジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＥＳＣＯ事業のアジアへの展開【新規】【再生】 

 【公共建築室 内線：4639】 

ESCO事業をアジアへ普及拡大し、大阪の存在

感を高めるとともに、在阪ESCO事業者のビジネ

スチャンスの可能性を探りました。 

平成18年度は予備調査として、アジアの主要国

である中国を対象に大阪府型の包括的なESCO事

業モデルの導入・展開の可能性を調査するととも

に、その調査結果に基づき、現地自治体関係者や

日系企業、現地ESCO関連組織等を対象に大阪府

型の包括的なESCO事業実現の可能性を見出すた

め、上海市においてプロモーションを行いました。

また、大阪府のＥＳＣＯ事業の取組みを紹介した

パンフレット及びＤＶＤ等（英語版、中国語版）

を作成し、プロモーション等に活用しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.545） 

 

 

■ＢＤＦ利用推進事業【新規】  

【農政室 内線：2777】 

農家をはじめとする府民、企業等との協働によ

る、遊休農地等を活用した菜の花栽培からＢＤＦ

の製造・利用までの社会実験について、学識経験

者、企業、農業団体、行政で構成する「大阪府Ｂ

ＤＦ利用実証検討会」を設置し、その実施計画及

びその円滑な実施に向けた検討等を行い、府内

22地区、合計10.7 ヘクタールにおいて、府民

も参加して菜の花を栽培しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.50） 

 

図-12 遊休農地から菜の花畑へ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【ESCO】EnergyServiceCompanyの略。省エネルギ
ーに関するサービスを提供し、省エネルギー効果
の保証等により効果の一部を報酬として受け取る
事業 
【包括的なESCO事業モデル】空調、照明、給排水
その他包括的な省エネルギーに関する診断から、
ESCO導入のための設計、施工、保守、運転、管理、
資金調達まで、すべてを一体的にサービス提供す
る事業モデル。 
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③ ヒートアイランド対策 

■大阪ヒートアイランド対策集中実施促進事業

【再生】  

【みどり・都市環境室 内線：3849･3885】 

平成１８年３月に作成した熱環境マップにお

ける熱負荷の高い地域の中からモデル街区を選

定し、ヒートアイランド対策を実施した場合の大

気顕熱負荷量の削減効果をシミュレーションに

より定量的に評価しました。 

この結果を基に、地域の熱環境の特性ごとに屋

上緑化・屋上の高反射化・透水性舗装・人工排熱

対策など、最も適したヒートアイランド対策をと

りまとめ、「ヒートアイランド対策ガイドライン」

を作成しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.100） 

 

 

■府有施設クールスポットモデル事業【新規】 

【みどり・都市環境室 内線：3849･3885】 

ヒートアイランド現象の顕著な大阪府庁周辺

の大手前地区をクールスポットのモデル街区と

し、府有施設において緑化パネル等による壁面緑

化や太陽熱高反射塗装を実施し、その表面温度抑

制効果の検証を行ったところ、壁面緑化では7～

8℃、高反射塗装では最大 11℃減少するという

結果を得ました。また、当該モデル街区において、

先導事例としてヒートアイランド対策を実践し

ている公共施設や民間企業の取組み等を紹介し、

民間施設におけるヒートアイランド対策を誘

導・促進するために「大手前地区クールスポット

マップ」を作成しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.101） 

 

図－13 府庁立体駐車場での壁面緑化・高反射塗装の

表面温度測定画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■改正大阪府自然環境保全条例の施行（建築物緑

化促進事業）【新規】 

 【みどり・都市環境室 内線：2745】 

平成１７年 10 月に改正した大阪府自然環境保全

条例に基づき、敷地面積1,000㎡以上の建築物の新

築・改築又は増築においては、当該建築主に対して、

一定の基準に従って緑化し、その内容を届出するこ

とを義務づける一方、優れた緑化をした者に対する

顕彰制度を創設し、ヒートアイランド現象の緩和や

潤いとやすらぎのある街づくりを進めました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.71） 

 

■北大阪涼しいみちから“まち”づくり【再生】 

【交通道路室 内線：2926】 

７～８月に、ヒートアイランド対策優先地域で

ある北大阪地域を中心に、市街地部の府管理道路

【ＢＤＦ】BioDieselFuel（バイオディーゼル燃料）
の略で、菜種油などを加工し軽油の代替燃料として利
用することができます。BDF は、原料植物が光合成に
より既に二酸化炭素を吸収しており、消費しても大気
中の二酸化炭素を増加させません。 

【熱環境マップ】府内のヒートアイランド現象の
状況を整理し、各地域で発生する熱負荷の特性を
図示したもの（平成１７年８月に航空機から測定
した都市の表面温度データと、人工排熱・土地利
用データ等をあわせて分析） 
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の車道へ下水高度処理水を利用して散水を実施し

ました。 

また、ＮＰＯ等や関係市町からなる「北大阪打

ち水ネット」による歩道等への打ち水の呼びかけ

や、学校での打ち水出前学習等を行うとともに、

ヒートアイランド対策となる具体的な方法を“打

ち水ビレッジ“として紹介するなど、環境対策と

しての打ち水が継続的な活動になるよう普及・啓

発に努めました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.113） 

 

図－14 高槻まつりでの打ち水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北大阪打ち水ネット】 
http://www.uchimizu.net/ 
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   第２節 環境への負荷が少ない健康的で安心なくらしの確保(健康) 

 

１ 自動車公害の防止 

（１）主な目標と現状  

【主な目標】 

①平成 22 年度までに二酸化窒素（NO２）及び

浮遊粒子状物質（SPM）の環境保全目標を達成

します。 

②平成22年度までに、自動車から排出される窒

素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総

量の削減等に関する特別措置法（自動車NOx・

PM 法）の対策地域における自動車排出窒素酸

化物（NOｘ）の総量を16,450トン／年、自動

車排出粒子状物質（PM）の総量を740トン／

年まで削減します。 

③平成22年度までに、道路に面する地域におい

て、環境騒音の環境保全目標の概ね達成をめざ

します。 

【基準年度の状況】 

①「大阪府自動車排出窒素酸化物及び自動車排出

粒子状物質総量削減計画」の基準年度である平

成９年度の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の環

境保全目標達成率は、それぞれ 66.4％、

33.3％でした。 

②平成９年度の対策地域における自動車排出窒

素酸化物の総量は27,260 トン/年、自動車排

出粒子状物質の総量は3,170トン/年でした。 

③自動車騒音については、数次にわたる自動車

１台ごとの単体規制の強化が国によって実施さ

れています。また、府内の道路管理者及び関係

機関による大阪府道路環境対策連絡会議におい

て、自動車騒音の深刻な地域における沿道環境

対策の実施方針「大阪府域の沿道環境対策につ

いて」（平成 9 年）が策定され、遮音壁や低騒

音舗装等の道路構造対策、道路網整備や交通管

理・規制等の交通流対策を推進しました。 

しかし、騒音規制法に定められた要請限度を

超過する地域の解消には至っておらず、面的評

価による道路に面する地域における平成13年

度の環境保全目標の達成率は 71.0%でした

（面的評価は平成13年度から開始）。 

 

【現 状】 

①二酸化窒素の年平均濃度は緩やかに減少して

おり、平成18年度の環境保全目標の達成率は、

一般環境大気測定局（以下「一般局」という。）

で昨年度に引き続き100%、自動車排出ガス測

定局（以下「自排局」という。）で87.2％、一

般局及び自排局をあわせた全測定局で 95.3％

でした。 

 

 図－15 二酸化窒素濃度（年平均値）の推移 

一般局63局、自排局35局平均
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（注）10 年間継続して測定を行い、かつ各年度の測定時間が

6,000時間以上の測定局の測定値を用いた。 
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（２）自動車排出ガス測定局
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 図－16 二酸化窒素の環境保全目標達成状況の

推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮遊粒子状物質の年平均濃度も緩やかに減少

しており、平成18年度の環境保全目標の達成率

は、一般局で97.1%、自排局で94.4％、一般

局及び自排局をあわせた全測定局で96.2％で

した。 

環境保全目標の達成率は、大気汚染物質の排

出削減が進展しても、黄砂など気象等の影響に

より年度によって変動があります。今後も環境

保全目標の達成維持に向けた総合的な諸施策を

計画的に推進する必要があります。 

 

 

 

 

図－17 浮遊粒子状物質濃度（年平均値）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）10 年間継続して測定を行い、かつ各年度の測定時間

が6,000時間以上の測定局の測定値を用いた。 

 

②府内の自動車保有台数は、乗用車が増加する傾

向にありますが、環境負荷の大きいディーゼル

車の割合は減少してきています。 

平成17年度では、対策地域における自動車

排出窒素酸化物の総量は20,710トン／年、自

動車排出粒子状物質の総量は 1,670 トン／年

まで削減されました。 

 

 図－18 浮遊粒子状物質の環境保全目標達成状

況の推移（長期的評価） 
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【要請限度】 
自動車騒音について国が定めた限度を超えるこ
とによって、周辺の生活環境が著しく損なわれる
と認めるとき、市町村長は騒音規制法に基づき都
道府県公安委員会に交通規制等の措置を要請す
ることができる。 

（2）自動車排出ガス測定局
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図－19 自動車保有台数の推移 

 

 （注）１ 国土交通省調べ 

    ２（ ）内は平成４年度末を１００とした指数を示す。 
     ３ 乗用車：普通・小型・軽乗用車、貨物車：普通・小型・

小型三輪・軽貨物車及び被牽引車 
その他：乗合車・特殊用途車、二輪車 

 

図－20 ディーゼル車の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）国土交通省調べ 

 

③ 自動車騒音については、関係機関の連携のも

と道路構造対策、沿道対策及び交通流対策を実

施しました。 

面的評価による道路沿道における環境保

全目標の平成17年度達成率は84.4％(平成

16 年度達成率:74.4％)であり、前年度に比

べ改善しました。 

要請限度との比較では、特に夜間に超過す

る地域が存在するなど、今後も低騒音舗装の

敷設などの道路構造対策をはじめ諸対策の

継続・強化が必要となっています。 

 

（２）平成１８年度に講じた施策 

① 自動車排ガス対策  

■総量削減計画の推進  

【環境管理室 内線：3890・3895】 

「大阪府自動車排出窒素酸化物及び自動車排

出粒子状物質総量削減計画」（平成15年7月策

定）に基づき、低公害車・低排出ガス車の普及促

進、自動車走行量の抑制、交通流の円滑化等の諸

施策を関係機関と連携して計画的、総合的に推進

しています。 

平成18年度には局地的な汚染地域対策のため、

大気の環境基準を超過した地域について、大気環

境や交通の実態調査を行い、対策の取りまとめを

行いました。微小粒子状物質（ＰＭ２．５）対策

については、実施把握検討委員会を実施し、今後

の測定手法の検討を行いました。 

また二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の環境基

準のより早期かつ確実な達成を図るため、車種規

制が適用されていない対策地域外からの流入車

対策について、大阪府環境審議会に諮問（平成 

１９年３月）し、荷主事業者への対策など、必要

な施策の具体化の検討を始めました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.122） 

 

■ディーゼル車買替緊急融資制度の運営 

【環境管理室 内線：3899】 

中小企業者が、自動車から排出される窒素酸化

物及び粒子状物質の特定地域における総量の削

減等に関する特別措置法（以下、「自動車N0x・

PM 法」という。）の規制に伴うディーゼルトラ

ック・バス等の買い替えを促進するため、購入車

両を担保に、第三者保証人なしで利用できる融資

制度を民間の金融機関・保証機関と共同で実施し

ました。（平成18年度実績190台、平成16年

度からの累積662台） 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.125） 
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■低公害車等の普及促進 

【環境管理室 内線：3899】 

天然ガス自動車などの低公害車や京阪神七府

県市指定低排出ガス車（ＬＥＶ－７）の普及促進

を図るため、公用車への率先導入を行うほか、低

利融資や助成制度、自動車税の軽減（グリーン税

制）などを実施しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.124、128） 

 

■事業者の排出抑制対策の促進  

【環境管理室 内線：3892】 

自動車NOx･PM法に基づき、府内の対象地域

（３７市町）を使用の本拠としている自動車（軽

自動車、特殊自動車、二輪を除く。）を３０台以

上使用する事業者（自動車運送事業者等を除く。）

に対して、平成17年度の実績報告書と平成22

年度を目標とした新たな自動車使用管理計画書

の提出を求め、窒素酸化物等の排出抑制を指導し

ました。 

また、排出ガスを抑制する取り組みの一つとし

て、エコドライブ実践事業者の募集などを行い、

おだやかなアクセル操作などエコドライブの普

及を推進しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.120） 

 

■大阪グリーン配送推進運動の展開 

【環境管理室 内線：3890】 

大阪自動車環境対策推進会議を活用し、物品の

輸配送に低公害な自動車を使用するグリーン配送

の民間事業者への普及拡大を図る「大阪グリーン

配送推進運動」を進めています。 

運動では、グリーン配送に取組む事業者を広く

募集するとともに、推進事業者の取組みをホーム

ページ等に掲載することで、官民が連携した環境

に配慮した輸配送について大阪からの普及を図り

ました。 

平成１９年３月末現在、運動に参加する「グリ

ーン配送推進事業者」は131社(平成18年3月

末：111社)となっています。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.118） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②交通流・交通量対策 

■するっと交差点対策の実施   

【交通道路室 内線：３９３０】 

平成１５年度より朝の通勤時間帯のバス路線や

昼間の業務交通が集中する渋滞交差点９９カ所に

おいて、右折レーンの設置や延伸などのハード面と

信号表示時間の調整などのソフト面の整備を組み

合せて、即効性のある渋滞対策を重点的に実施して

います。 

平成１８年度は、大阪中央環状線の若草町交差点

及び下穂積２丁目西交差点などの８交差点で対策

を実施しました 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.148） 

図-21 

指定 LEV-7車証 

図-22 

エコドライブ・ 

ステッカー 

図-23 

大阪グリーン配送推進運動・ 

ステッカー 
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２ 廃棄物の適正処理 

（１）主な目標と現状 

【主な目標】 

大阪をきれいな環境都市とすることをめざし、

不法投棄等の根絶に向けた取組みを重点的に進

めます。 

【現 状】 

産業廃棄物の野外焼却・野積み・不法投棄

などの不適正処理は、近年減少傾向を示して

いるものの、依然として多発しており、行政

の監視が行き届かない夜間や早朝、休日、ま

た、極めて短期間に行われるなど、その手口

が悪質・巧妙化しています。 

 
図－24 産業廃棄物の不適正処理件数 

 
 

 

 

 

 

 

 

（２）平成１８年度に講じた施策 

■産業廃棄物の不適正処理の根絶  

【循環型社会推進室 内線：3825】 

【環境管理室 内線：3875】 

産業廃棄物の野積みや野外焼却等の不適正処

理の根絶を図るため、排出事業者や処理業者に対

し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付の

徹底や適正処理の指導を強化するとともに、土地

所有者等への土地の適正管理等の啓発・指導によ

り不適正処理の未然防止を図りました。 

また、警察との連携や産業廃棄物を排出した事

業者、土地所有者等に協力を求めるなど、廃棄物

処理法と大阪府循環型社会形成推進条例を効果

的に運用し、不適正処理の迅速な問題解決を図り

ました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.163） 

 

図-25 産業廃棄物の不適正処理現場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＰＣＢ廃棄物対策  

【環境管理室 内線：5201】 

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の処理に

ついては、日本環境安全事業㈱が、近畿圏の処理

拠点として、大阪市此花区に処理能力２ｔ/日の

脱塩素化分解方式の施設を設置し、平成 18 年

10 月からＰＣＢを使用した高圧トランス・コン

デンサ類、ＰＣＢを含む油等の処理が開始されま

した。 

大阪府では「ＰＣＢ廃棄物処理計画」（平成16

年3月策定）に基づき、近畿ブロック関係府県市

と協力して同社による広域処理を推進するとと

もに、保管事業場への立入検査、説明会の開催等

により、保管廃棄物の適正管理の徹底を図りまし

た。 

 また、中小企業によるＰＣＢ廃棄物の処理を支

援するため、（独）環境再生保全機構に設けられ

た基金に拠出しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.168） 

 
 
 
 
 
 

【脱塩素化分解方式】トランス・コンデンサ等の処理対

象物に含まれるＰＣＢを抜取、洗浄、密閉・真空状態で

の加熱等の方法により分離・回収した後、触媒の存在下

にて260℃、常圧でＰＣＢを水素と反応させて、塩酸と

ビフェニルに分解し、無害化します。 

（件）

876

711

469
422

193183

428

535

0

200

400

600

800

1000

平成15 平成16 平成17 平成18 （年度）

不適正処理件数

解決件数

16



 

３ 水環境の保全 

（１）主な目標と現状  

【主な目標】 

2010（平成22）年度までに生活排水処理率

を100％にし、河川の代表的な汚濁指標である

生物化学的酸素要求量（BOD）の環境保全目標

を概ね達成することなどを目標に、水質汚濁の主

な原因である生活排水の処理について重点的に

対策を進めます。 

また、大阪湾の水質保全については、海域の

代表的な汚濁指標である化学的酸素要求量

（ＣＯＤ）や、富栄養化の原因となる窒素、りんの

排出量を一層削減するなどの対策を進めます。 

【計画策定時の状況】 

BODの環境保全目標は、約６割の河川で達成

していました。 

また、大阪湾の水質は、COD等の環境保全目

標について、湾奥部等で達成・維持していたもの

の未達成の海域もあり、季節、場所によって赤潮

や貧酸素水塊の発生が確認されていました。 

【現 状】 

河川のBOD濃度は、平成18年度は増加がみ

られる河川があったものの、全体として10年間

でみると横ばいまたは改善の傾向です。平成18

年度の環境保全目標の達成率は 71.3％（平成

17年度70.0％）でした。 

 

図－26 府内主要河川におけるＢＯＤ（年平均値）

の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、大阪湾のCOD濃度は平成13年度より

やや増加の傾向がみられていましたが、平成18

年度は減少しました。平成18年度の環境保全目

標の達成率は40.0％（平成17年度40.0％）

でした。 

 

図－27 大阪湾のＣＯＤの推移（大阪府測定

点・表層年平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成１８年度に講じた施策 

①水循環の再生 

■雨水利用による地域環境活動推進モデル事業

（「おおさかレインボウぷろじぇくと！」） 

【環境管理室 内線：3854】  

平成 17 年度に引き続き、小学校などの府内

16 箇所において、府民、NPO 等と協働で、雨

水利用のモニター活動を実践するほか、雨水利用

の環境学習セミナーを開催するなど地域環境活

動の推進モデル事業を実施しました。また、府域

でさらなる普及を目的に、先進事例等を学ぶ講座

として、「雨水ふれあいセミナーＩＮ大阪」を開

催するとともに、２年間のモニター結果等をまと

めた教材「雨みずについて学ぼう！」と事例集「誰

でもできる！楽しい雨水利用」を作成しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. 40） 
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図-28 雨水ふれあいセミナーＩＮ大阪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■雨水と地下水を活かした水循環シンポジウムの

開催      【環境管理室 内線：3854】 

『「もったいない」からはじめよう！』を合言葉

に、雨水や地下水などの環境負荷が少ない天然資

源の活用を推進し、水循環の大切さを啓発するた

めのシンポジウムを開催しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.40） 

図-29 雨水利用を実践した園児による発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ  

【河川室 内線：2952】 

「寝屋川流域水循環系再生構想」の実現に向け、

平成23年を目標年とし、平成16年5月に策定

した寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ（第二期水環

境改善緊急行動計画）に基づき、河川事業や下水

道事業、住民協働による生活排水対策などにより、

流域全体で水質改善、流量確保、水辺環境の整備

を図りました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.375） 

 

 

 

 

 

 

②水環境の保全 

■総量削減計画の策定【新規】  

【環境管理室 内線：3854】 

閉鎖性の高い大阪湾に流入する汚濁負荷の削

減を目的として、化学的酸素要求量（ＣＯＤ）、

窒素、りんの３項目に関する第６次総量削減計画

の策定等に向け検討を行い、3月に大阪府環境審

議会の答申を得ました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. 210） 

 

■浄化槽設置状況の把握事業【新規】  

【環境衛生課 内線：2577】 

平成１８年２月施行の改正浄化槽法では、設置

状況を確実に把握するための廃止届や法定検査

の未受検者に対する命令、違反者への罰則などが

規定され、知事の指導監督権限が強化されました。

この改正を受けて、浄化槽の設置状況の把握、台

帳の整理を行うとともに、適正管理が徹底される

よう指導を実施しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.206） 

 

■浄化槽整備事業を実施する市町村への補助 

【環境衛生課 内線：2577】 

生活排水対策やトイレの水洗化による生活環

境の改善に有効な合併処理浄化槽の設置をさら

に促進するため、平成４年度から実施している

「浄化槽設置整備事業（個人設置型）」を実施す

る市町村への補助金に加え、平成17年度からは、

市町村が主体となって各戸ごとに浄化槽を整備

し使用料を徴収して管理運営する「浄化槽市町村

【寝屋川流域水循環系再生構想】 

寝屋川流域が国の都市再生プロジェクト（第３次決定 都

市環境インフラの再生・水循環系の再生）のモデル流域に

選定されたことを受け、平成15年6月に、寝屋川流域協

議会（水環境部会）が策定 
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整備推進事業（市町村設置型）」を実施する市町

村に対しても補助金を交付し、より一層の浄化槽

整備を図りました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.202） 

 

■大阪湾再生行動計画のフォローアップ 

【環境管理室 内線：3854】 

国の関係省庁や大阪府をはじめ10府県市など

で構成する「大阪湾再生推進会議」に参画し、平

成15年度に策定した「大阪湾再生行動計画」の

フォローアップとして、平成18年度は新たに釣

り人も参加して水質一斉調査（海域215地点、

河川等263地点）を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. －） 

 

■大阪府生活排水処理実施計画の推進 

【環境管理室 内線：3854】 

平成１５年３月に策定した「大阪府生活排水処

理実施計画」に基づき、地域特性に応じた効率的

かつ計画的な処理施設整備を進めるため、市町村

に対して技術的指導、支援を行った結果、八尾市、

泉南市の２市で生活排水処理計画の見直しが行

われました。また、より地域の実情に即した処理

方策の選択が行えるよう経済性比較手法の改良

などについて検討を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. 208） 

 

■生活排水対策推進月間の設定 

【環境管理室 内線：3854】 

水質汚濁の主な要因である生活排水につい

て、各家庭での汚れを抑える行動に一人ひとり

が一層取り組んでもらえるよう毎年２月を「生

活排水対策推進月間」と定めました。また、月

間をＰＲするため標語「洗剤 お風呂 洗い物 

ちょっとの工夫で きれいな川に」の設定や街

頭キャンペーンを行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO．209） 

図-30 生活排水対策推進月間の街頭キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

■流域下水道事業の推進 

【下水道課 内線：3959】 

 大阪湾や河川などの公共用水域の水質改善の

ために、流域下水道の幹線管渠、ポンプ場、水み

らいセンターの整備を進めています。水みらいセ

ンターにおいては、富栄養化の原因である窒素・

リン等を除去する高度処理施設を11箇所の水み

らいセンターで建設しており、そのうち、北部水

みらいセンターでは、高度処理施設（処理能力

28000m3/日）の増設工事が完了しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.235） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-31北部水みらいセンターの高度処理施設 

 

 

 

 

 

 

 

【流域下水道】 

複数の市町村の汚水をまとめて処理する下水道 

【水みらいセンター】 

大阪府では、流域下水処理場の名称を平成18年4月1日

から「水みらいセンター」に変更しました。「下水処理場

は、良好な水環境の創造や高度処理水、バイオマス、大

きな施設空間などを有する資源の宝庫であり、循環型社

会を創出する未来（みらい）へつながる可能性を持って

いる」という理由で、公募作品の中から選定されました。 
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４ 環境リスクの低減・管理 

（１）主な目標と現状 

【主な目標】   

2005（平成17）年度までにダイオキシン類

の排出量を2000（平成12）年度比で約４割削

減し、環境保全目標を達成することなどを目標に、

事業者の自主管理の改善による排出抑制を促進

します。また、環境リスクの高い化学物質につい

て排出量を削減します。 

【計画策定時の状況】 

2000（平成12）年度の府内でのダイオキシ

ン類の排出量は、89.4gでした。 

【現 状】 

平成１８年度におけるダイオキシン類の排出

量は 13.0g で、2000（平成 12）年度比で

85.5％削減しました。ダイオキシン類の環境濃

度は、大気、海域水質・底質、地下水、土壌につ

いては、環境保全目標を達成していましたが、河

川水質では 75 地点中８地点（平成 17 年度は

８地点）で、河川底質では 75地点中 2地点

（平成17年度は４地点）で、それぞれ環境保全

目標を達成していませんでした。 

また、平成１７年度におけるＰＲＴＲ法に基づ

く府内での化学物質の排出量は、25,862 トン

で、全国の4.3％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成１８年度に講じた施策 

■アスベスト飛散防止対策等の推進【新規】【再生】 

【環境管理室 内線：5201】 

中皮腫や肺がんなどの原因となるアスベスト

から府民の健康を守るため、「大阪府アスベスト

対策推進本部」を設置し、全庁的に取組むととも

に、建築物等の解体・改造・補修に係るアスベス

トの飛散防止を目的とした大気汚染防止法及び

大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づく

立入検査を行い、徹底した規制指導を実施してい

ます。特に６月と１２月を「アスベスト飛散防止

推進月間」と位置づけ、関係団体の参画によるア

スベスト飛散防止推進会議、府民・事業者を対象

としたアスベスト飛散防止対策セミナーを実施

するとともに、解体現場パトロールを実施するな

ど、重点的な取組を行いました。 

 また、府民の生活環境への不安を解消するため

には、府域の一般環境におけるアスベストの状況

を把握することが必要であることから、府内３４

地点において大気中のアスベスト濃度の実態調

査を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. 185） 

 

図-32 解体現場パトロール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■府有施設アスベスト対策事業【新規】 

【公共建築室 内線：4606】 

アスベストによる健康被害を防ぐため、府立学

校を含む府有施設において、使用されているアス

ベスト含有吹付け材について、除去等の対策工事

を計画的に実施しました。 

また、対策工事を行うまでの間、世界保健機関

の環境保健基準を満たしていることを確認する

ため、空気環境測定を実施しました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.266） 

【ＰＲＴＲ法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及

び管理の改善の促進に関する法律）】 

有害性のおそれがある化学物質について、事業者の

自主的な管理を促進し、環境汚染の未然防止を目指し

た法律のこと。一定の業種や要件に該当する事業者が

届出対象となり、届出の集計と届出対象外の発生源の

推計により、環境への排出量を算出している。 
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■化学物質対策の推進  

【環境管理室 内線：3808】 

化学物質による環境リスクを低減するため、大

阪府環境審議会の答申を踏まえ、平成１９年３月

に大阪府生活環境の保全等に関する条例を改正

し、ＰＲＴＲ法を補完し事業者の自主的管理を促

進する大阪府独自の化学物質管理の仕組みを整

備しました。 

また、ＰＲＴＲ法に基づき、事業者から化学物

質の排出量等の届出を1,926 件受付け、国へ送

付するとともに、国がとりまとめたデータを活用

し、地域別・市町村別の集計を行いホームページ

などで公表しました。 

さらに、事業者に対して化学物質の排出抑制の

ため適正管理の助言等を行うとともに、府民に対

して化学物質への関心を深めてもらうため、ホー

ムページ等を通じて化学物質の有害性や市町村

ごとの排出量等の情報提供を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧NO.258,259） 

 

図-33 府内における化学物質排出量(平成17年度) 

 

■ダイオキシン類対策事業（発生源対策） 

【環境管理室 内線：3873】 

ダイオキシン類による環境汚染を防止するた

め、ダイオキシン類対策特別措置法及び廃棄物処

理法等に基づき、廃棄物焼却炉等の特定施設の届

出内容の審査、構造基準・維持管理基準や排出ガ

ス等の排出基準の遵守、自主測定の実施等の指導

を行いました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. 260） 

 

■大阪エコ農業総合推進対策事業 

【農政室 内線：2739】 

農薬の使用回数と化学肥料の使用量を府内の

標準の半分以下にして栽培した農産物を「大阪エ

コ農産物」として認証する制度の推進などを通じ

て、環境への負荷軽減に配慮した農法の普及を図

り、府民が求める安全安心な農産物を生産するこ

とを基本に、農業の持つ物質循環機能を活かしな

がら、地域環境の保全に寄与していく大阪エコ農

業を推進しました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.217） 

図-34 エコ農産物栽培の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ダイオキシン類により汚染された底質の浄化対

策         【河川室 内線：2952】 

平成14年度から実施している河川底質のダイ

オキシン類の調査結果により、神崎川や木津川の

河川などで環境基準値を上回る値が確認されて

いるため、その汚染範囲を特定し、底質の浄化方

法について検討のうえ、神崎川において対策を講

じました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.375） 
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第３節 豊かな自然との共生や文化が実感できる魅力ある地域の実現（共生･魅力） 
 

１ 自然との共生等 

（１）主な目標と現状 

【主な目標】 

府民が自然環境を通じて心の豊かさ、うるおい

を実感でき、自然と共生する社会の実現をめざし、

地域住民の参加によるみどり環境（水とみどりの

ネットワークであるエコロジカルネットワーク

など）の創出などを進めます。 

【計画策定時の状況】 

森林、農空間においては、都市化の進展や開発

行為などによる減少・分断化、担い手不足や高齢

化による荒廃化が危惧され、大阪湾においても、

自然海岸の割合が低く、干潟や藻場が減少してお

り、平成12年度の府政モニター・アンケートで

は約７割の府民が府域の自然環境の状況を「悪

い」と感じていると回答していました。 

【現 状】 

生態系の保全のため、ボランティアによる身近

な里山の保全活動をはじめ、府民・NPO・企業

等の協働により産業廃棄物最終処分場跡地で森

づくりを行っていく「共生の森」構想を推進する

など、府民参加による自然環境の保全に取り組ん

でいます。 

 

（２）平成１８年度に講じた施策 

①生物多様性の確保 

■鳥獣保護管理事業 

【動物愛護畜産課 内線：2746】 

鳥獣の保護管理を通じて、生物の多様性の確保

等を図っています。 

平成19年3月に府の鳥獣保護事業の基本的な

考え方や施策の方向性を示すための第１０次鳥獣

保護事業計画（計画期間：平成１９年度からの５

か年）を策定しました。 

また、近年深刻化してきているシカ、イノシシ

による農林業被害等に対応するため、平成 19 年

3 月に第２期シカ保護管理計画及びイノシシ保護

管理計画（いずれも計画期間：平成１９年度から

の５か年）を策定しました。この計画に従い、適

正な個体数管理と被害対策等を講じていきます。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.286） 

 

■生物生息ポテンシャルマップによるエコロジカ

ルネットワーク形成手法調査 

【食とみどりの総合技術センター  

現・環境農林水産総合研究所 

072-958-6551 (267)】 

都市部でのエコロジカルネットワークの構築

に資するため、平成17年度に地理情報システム

(GIS)を用いて作成した「生物生息ポテンシャル

地図（自然度マップ）」を活用して現地調査を行

い、生物のネットワークを阻害する要因や障害の

有無、ネットワークの強化にあたり必要と思われ

る事象などの調査・分析を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.507） 

 

 

②自然環境の保全・回復・創出 

■企業参加の森づくり推進事業【新規】 

【みどり・都市環境室 内線：2753】 

地球温暖化防止や生物多様性の確保のため、放

置されて荒廃した人工林や竹林を、企業等の参画

により整備する「アドプトフォレスト制度」によ

り、日本アイ・ビー・エム(株)、ＪＲ西労組と(財)

オイスカが活動を開始しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.314） 

 

 

【エコロジカルネットワーク】種の多様性を維持する上で生

息環境の確保が不可欠であることから、各地に分散する生

き物にとって重要な生息地を、緑や水路などで結ぶ事で行

き来を可能にし、孤立化しないようなネットワーク。 
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図-35 企業社員と家族による森づくり活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■花とみどりの街づくりモデル事業【再生】 

【みどり・都市環境室 内線：2742】 

都市環境の改善や街の魅力アップに貢献する

ため、民間施設での質の高い緑化プランを公募し、

助成しました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.368） 

 

図-36 森之宮医療大学（大阪市住之江区）の緑化状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自然再生事業（神於山） 

【みどり・都市環境室 内線：2753】 

岸和田市神於山において、「神於山保全活用推

進協議会」で策定された自然再生全体構想に基づ

き、拡大した竹林などにより荒廃した里山を再生

するため、治山事業の導入や企業、ボランティア

団体、地域住民など多様な主体の参画により、竹

林の伐採、落葉広葉樹の植栽等を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.302） 

 

■「共生の森」構想の推進 

【自然みどり課 内線：2745】 

国の都市再生プロジェクト（第３次決定 都市

環境インフラの再生・緑の創出）で、堺第７－３

区において緑の拠点を整備することが位置づけ

られており、社会実験的な大規模な森、ビオトー

プ空間等を創出・再生し、自然とのふれあいの場

としての活用を図る「共生の森」構想を推進して

います。 

 平成１８年度は防風林の基盤整備、府民・企

業・ＮＰＯ等の多様な主体の参加による森づくり

を進めました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.300） 

 

図-37 平成18年度共生の森植栽イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■おおさか農空間づくりアクションプランの実践 

【農政室 内線：2775】 

平成17年3月に策定した「おおさか農空間づ

くりアクションプラン」に基づき、府民や多様な

主体と協働しながら、「資源循環」、「安全・安心」、

「地域づくり」、「交流・共生」の４つの重点分野

ごとに環境に配慮した事業を実施しています。 

 「交流・共生」分野では、堺市南区において、

自然環境のモニタリング調査に基づき、環境団

体・地域住民などと連携したワークショップに取

り組み、環境に配慮した農道を整備し、都市住民
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との交流促進を図りました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.－） 

 

■大阪湾の漁場環境の回復・創造 

【水産課 内線：2767】 

大阪湾における漁場環境の保全に資するため、

魚介類の産卵場、稚仔魚の育成場として機能する

増殖場（藻場）の造成を図っています。 

平成18年度は、次期増殖場の整備計画策定のた

めの基本設計等を実施しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.326） 

 

■魚庭（なにわ）の森づくり活動推進事業 

【水産課 内線：2765】 

豊かな海を育てるためには、健全な森林から供

給される河川水に含まれる栄養分が重要である

ことから、森・川・海を一体として捉えることが

必要です。 

そのため、平成13年度から大阪湾を豊かな漁

場として育むことを目的として、大阪府漁業協同

組合連合会が中心となり、漁業者自らが植樹や間

伐等を行う「魚庭（なにわ）の森づくり」活動に

取組んでいます。平成18年度は、４箇所（堺市・

岸和田市・貝塚市・泉南市）での活動を支援しま

した。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.327） 

 

③自然とのふれあいの場の活用 

■オアシス整備事業 

【農政室 内線：2774】 

ため池を農業用施設として活かしつつ、都市に

“うるおい”と“やすらぎ“を与える、地域の貴

重な環境資源として、安全なまちづくり、自然環

境の保全、教育・文化の推進等を目的とした総合

的な整備を堺市の金岡地区など６箇所で行うと

ともに、住民参加による快適な水辺環境づくりを

行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.317） 

 

図-38 ため池オアシス（森池護岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■いきいき水路整備事業 

【農政室 内線：2774】 

農業用水路の改修により、雨水の安全な排水な

どの防災対策を実施するとともに、親水護岸や遊

歩道の整備など、水と緑豊かな水辺環境をつくる

ため、長瀬川地区など６箇所で水路を改修すると

ともに、親水護岸や水生植物帯などを設け、農業

者と地域住民の協働による水辺環境づくりを推

進しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.316） 

 

図-39 小学生による植栽の様子 （その1） 
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図-40 小学生による植栽の様子 （その2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-41 長瀬川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ふれあい漁港の整備 

【水産課 内線：2767】 

漁業活動の拠点としての機能だけでなく、府民

も容易に近づき楽しむことのできるよう、多目的

広場や親水護岸を備えた「ふれあい漁港」の整備

を、岬町の深日漁港及び小島漁港で進めました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.346） 

 

図-42 深日漁港における整備状況（干潟部） 

 

 

 

 

 

 

 

（４）潤いとやすらぎのある都市空間の形成・活用 

■大阪府広域緑地計画の改定【新規】 

【総合計画課 内線：3965】 

都市の「みどり」に対する府民ニーズの高まり

や、景観緑三法の制定、大阪府自然環境保全条例

の改正等の趣旨を踏まえ、大阪のみどりの将来像

実現に向けて、緑・オープンスペースの新たな確

保方策等を盛り込むため、次の事項等について検

討しました。 

○官・民が一体となった新しいみどりづくりの方

針 

○官が形成するみどりの拠点や軸の形成手法 

○民有地緑化の誘導手法 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.384） 

 

 

 

 

 

■堺第２区親水緑地整備事業 

【港湾局 内線：2976】 

堺第２区において、海辺の立地特性を活かしつ

つ、大規模な工場用地の土地利用転換などによる

新しい都市拠点を形成するため、都市再生特別措

置法に基づき、民間事業者による商業アミューズ

メント事業が進められています。 

府民がより海を身近に感じる海辺空間を創造す

るため、この商業アミューズメント施設に併せて、

既設護岸や静穏海域を活用した親水緑地を整備し

ており、平成１８年度は快適な空間を提供できる

ように、民間事業者、地元市と協力して維持管理

を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.233） 

 

 

 

【景観緑三法】 

「景観法」、「景観法の施行に伴う関係法律の整備等に関す

る法律」、「都市緑地保全法等の一部を改正する法律」の三

つの法律の総称 
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■「水の都大阪」の再生に向けた河川環境整備 

【河川室 内線：2952】 

「水の都大阪再生構想」に基づき、親水護岸や

遊歩道整備、船着場など、背後地のまちづくりと

一体となった魅力ある水辺空間の整備を行って

います。平成18年度は、大川や安治川で親水護

岸や遊歩道、船着場などの整備を進めました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.382） 

 

図-43 八軒家浜整備イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水の都大阪再生構想】 

平成１３年に「水の都大阪の再生」が、国の都市再生プ

ロジェクト（第３次決定 都市環境インフラの再生・水

循環系の再生）に選定されたのを受けて、平成１５年３

月に公民協働して取り組む指針として策定 
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第４節 すべての主体が積極的に参加し行動する社会の実現(参加) 

１ 環境配慮のための仕組みづくり 

（１）主な目標と現状  

【主な目標】 

環境に配慮したライフスタイルや事業活動

を活発化させることを目指し、NPO、民間団

体、行政間のパートナーシップの構築や環境に

配慮した経済社会への変革に取組みます。 

【計画策定時の状況】 

府民、事業者、民間団体や市町村からなる「豊

かな環境づくり大阪府民会議」を運営するととも

に、大阪府民のローカルアジェンダである「豊か

な環境づくり大阪行動計画」を毎年度策定し、パ

ートナーシップによる各主体の積極的な取り組

みを促進しました。 

また、教員向けの環境教育の手引きや活動事例

集等の作成・配布を行い、学校における環境教

育・環境学習を支援するとともに、環境活動のリ

ーダーを養成するための講習会や「こどもエコク

ラブ交流会」を開催するなど、地域社会における

自主的な環境学習への支援を行いました。 

 

 

（２）平成18年度に講じた施策 

①パートナーシップによる環境保全活動の推進 

■環境情報プラザ管理運営事業 

【環境情報センター(現・環境農林水産総合研究所) 

06-6972-7666】 

平成18年5月に、新たに環境情報プラザに10

人程度が利用できる小会議室を設置し、研修室（定

員 50 人）と共に、利用人数に合わせた効率的な

施設運営を行いました。 

環境情報プラザ（情報コーナー・研修室・小会

議室・いこらぼ〈実験室〉）の平成18年度の利用

者は12,750人となり、このうち環境ＮＰＯなど

の民間団体の利用が7割以上でした。 

また、環境ＮＰＯ、民間団体、行政間の情報交

流を促進するために平成 17 年度に開設した「大

阪環境パートナーシップネットワーク『かけは

し』」では環境ＮＰＯと協働して企画運営し、環境

情報プラザのｗｅｂ上での情報交流や広報紙の発

行、研究会、交流会等の交流事業を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.465） 

 

 

 

表－44 環境情報プラザ利用状況（人） 

           Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 

環境情報コーナー 2,201  3,270  4,243  3,614 

研修室 5,128  6,670  7,036  6,609 

小会議室 － － － 1,047 

 いこらぼ（実験室） － 977  1,348  1,480 

計 7,329  10,917  12,627  12,750 

＊ H18年度は、センター改修工事により環境情報プラザを２ヶ月間休館 

【こどもエコクラブ】 
地域において環境に関する活動を行う小・中学生の
グループの総称。全国の小・中学生の継続的な環
境活動を支援するため、環境省の委託事業として
始まったもの。 
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■環境情報の発信 

【環境情報センター(現･環境農林水産総合研究所) 

06-6972-7632】 

環境や自然の保全に向けた意識を広げるため、

「おおさかの環境ホームページ エコギャラリ

ー」(http://www.epcc.pref.osaka.jp/)などに

より、府域の環境に関する情報提供を行って

います。 

平成18年度は、大阪府環境ＧＩＳ情報提供シ

ステム（「えこなび」）を公開しました。「えこな

び」では、インターネットを用いて、大気、水質

等の環境の状況や、みどり、ため池の分布、生き

物の出現などの自然環境の状況を地図上で参照

できるようにし、より身近でわかりやすい環境情

報の発信に努めました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.502） 

 

 

 

表－45 エコギャラリーアクセス数 

             （平成18年度） 

  件数（万件）

 エコギャラリー全体 814.0

 環境教育 97.0

 地球環境 76.4

 大気・悪臭 69.9

 自動車・交通 38.2

 廃棄物・リサイクル 33.8

 水 31.9

 自然環境 31.5

 化学物質 16.4

 騒音・振動 16.3

 地盤・土壌 15.6

 

■スポーツを通じた環境配慮啓発事業～地球を守

る「モット・キット」マッチ～【新規】 

【みどり・都市環境室 内線：2751】 

より多くの府民に環境に配慮して行動しても

らうため、サッカーやラグビー等のスポーツイベ

ントにおいて、主催者に環境に配慮した運営を働

きかけるとともに、エコアクションキャラクター

を活用した歌・ダンス、環境啓発物品等により、

来場者に環境配慮行動を啓発しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.457） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■魚庭（なにわ）の海づくり大会 

【水産課 内線：2765】 

美しく豊かな大阪湾を府民一人ひとりの手

で取り戻す活動への参加を呼び掛けるため、大

阪府漁業協同組合連合会と毎年共催している

大会です。若手漁業者が中心となって運営して

おり、平成 18 年度は岸和田市内で開催し、

森・川・海で環境活動を行う団体の紹介や漁船

見学、大阪湾産魚介類を使った料理の試食会等

の様々なイベントを行い、約1,000人の参加

者でにぎわいました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.464） 

図-46 幼年サッカー大会 

図-47 Jリーグ 大阪ダービー 

【えこなび】 

http://eco.epcc.pref.osaka.jp/gismenu/ 
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図-48 魚庭の海づくり大会（漁船見学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②環境教育・環境学習の推進 

■農空間における環境学習の推進 

【農政室 内線：2774】 

ため池・水路・農地などの農空間は、私たちの食

料である農産物の生産の場であり、また、それをと

りまく自然と一体となって良好な環境を提供する

貴重な役割を果たしています。 

子どもたちがため池・水路・農地などの農空間の

自然に触れ、学習する「農空間なっとく出張教室」

を開催し、農空間の大切さを伝えるとともに、農家

やＮＰＯと一緒に活動することで、子どもたちの地

域社会への理解を深めました。 

また、農空間の学習フィールドの紹介や府民公募

制の水土里（みどり）のインタープリター（里山等

の農空間の役割を伝える人材）の育成・登録を進め

ており、平成１８年度末では４３人となっています。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.480） 

 

■豊かな海づくり推進事業 

【水産課 内線：2765】 

海域生物とのふれあいを通じて、大阪湾へ

の関心と環境改善意識を高めるため、ウミホ

タルの夜間観察会や、選別前のちりめんじゃ

こに混ざっている様々な魚介類の子どもを観

察する「ちりめんじゃこのお友達観察会」等

の体験型環境学習を実施しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.482） 

 

図-49 ちりめんじゃこのお友達観察会 

 

 

③総合的な環境情報システムの整備・環境情報の提供 

■総合的環境資源情報提供システム構築事業【新規】

    【みどり・都市環境室 内線：2751】 

府民の環境活動促進に資するポータルサイト

を構築するため、府域に数多くある自然・都市・

文化環境、環境保全関連施設等の環境資源や先進

的な自治体のポータルサイトを調査しました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.499） 

 

④調査研究の推進 

■竹資源の持続的利用のための竹林管理・供給シ

ステムの開発 

【食とみどりの総合技術センター(現・環境農林水産

総合研究所) 072-958-6551 内線：223】 

里山地域では多くの竹林が放置され、周囲の森

林や耕作地に侵入し拡大することが多く、伐採と

その資源としての利用を進めることが必要とな

っていますが、管理供給システムがないため、大

規模に利用されるに至っていません。 

そのため、（独）森林総合研究所を中核とし、

愛媛県、山口県、鹿児島大学と共同で、①竹資源

の持続的利用を目的とした管理技術の開発、②伐

採や搬出に要するコストを低減できる技術等に

ついて調査研究を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.507） 
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■水生生物の多様性保全に関する調査研究 

【水生生物センター(現・環境農林水産総合研究所) 

072-833-2770】 

淀川には、天然記念物の淡水魚イタセンパラな

ど多くの在来生物が生息しています。ところが、

外来生物の繁殖等によりそれらの在来生物が絶

滅の危機に瀕しています。このため、自然生態系

を回復させるための調査研究の一環として、希少

在来種の一部を水生生物センターに避難させ、繁

殖させる研究を実施しました。また、あわせて生

息地における環境改善や外来生物対策について

調査研究し、関係機関に対し必要な指導や助言を

行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. 507） 

 

⑤事業活動における環境への配慮 

■環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の普及・

啓発    【みどり・都市環境室 内線：3893】 

環境 ISO（ISO14001）を始めとする環境マ

ネジメントシステム（EMS）に取り組む事業者

や、環境にやさしい生活をめざす府民に活用して

もらえるよう、EMSの基礎知識や、EMSの構築

までの作業を分かりやすく解説したホームぺー

ジ「大阪府EMSポータル」を、様々な機会に周

知し、普及を図りました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.517） 

 

 

 

⑥経済的手法等による環境負荷の低減 

■環境ビジネス・環境技術交流の促進 

【新規】【再生】 

【国際経済交流課 内線：4686】 

中国・上海での省エネルギー・環境保護分野に

おける府内中小企業のビジネスチャンス拡大の

ため、上海市政府の環境関係者及び大学・研究機

関、経済関係者を招聘するとともに、産学官で構

成する「大阪環境ビジネスミッション団」を上海

に派遣してフォーラムを開催するなどの経済交

流事業を実施しました。  

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.541） 

 

■環境技術コーディネート事業  

【環境情報センター(現・環境農林水産総合研究所) 

06-6972-7666】 

循環型社会の構築や環境関連産業の振興のた

め、大阪が抱える環境問題の克服に役立つ環境技

術を中心に、府の関係機関などと連携して、研究

開発の奨励、技術支援、特許情報や技術情報の提

供、府内中小企業が開発した環境技術の評価・普

及などを行いました。また、環境省の環境技術実

証モデル事業を活用し、ため池の水質浄化や有機

性排水処理技術の実証事業を行いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.535） 

 

■環境金融に関する取組 

【みどり･都市環境室 内線：3853】 

「豊かな環境都市・大阪」の実現には、経

済活動の血液とも言える金融機能の役割が重

要であるため、平成 18年 6 月に「環境を考

える府民のつどい」第二部として、「大阪グリ

ーン・ファイナンスセミナー」を開催し、社

会的責任投資や地域密着型環境銀行について

の啓発を行いました。 

また、環境を中心とした CSR（企業の社会

的責任）活動に積極的に取り組んでいる金融

機関及び省エネ住宅購入時の金利優遇ローン

などの環境配慮型金融商品の一覧についてホ

ームページで紹介しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO. －） 

    

    

【環境と金融 グリーン・ファイナンスHP】 

http://www.epcc.pref.osaka.jp./midori/money/ 

ポータルサイトアクセス件数(平成 18年度) 
        ７，６６８件 
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２ 府の率先行動の拡大 

（１）主な目標と現状 

【主な目標】 

環境総合計画を推進する立場にある府は、自ら

事業者・消費者という立場から環境マネジメント

システムの確立、グリーン購入の推進など率先行

動を拡大します。 

【計画策定時の状況】 

平成９年に「環境にやさしい大阪府庁行動計画

（エコアクションプラン）」を策定したほか、環

境マネジメントシステムの国際規格である

ISO14001を平成11年2月に本庁舎、同年8

月に村野浄水場、平成 14 年 2 月に環境情報セ

ンターで、認証取得しました 

また、平成 13 年 4 月に国等による環境物品

等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入

法）が施行されたことに伴い、府では平成13年

5月から「大阪府グリーン調達方針」を定めてい

ます。 

 

（２）平成１８年度に講じた施策 

①環境マネジメントシステムの確立  

■大阪府庁におけるＩＳＯ１４００１の認証範

囲の拡大（新規） 

【みどり・都市環境室 内線：3893】 

大阪府では、環境マネジメントシステムの国際

規格であるＩＳＯ１４００１について、本庁舎、

村野浄水場、環境情報センター（平成17年2月

に本庁舎のマネジメントシステムと統合）、産業技

術総合研究所において認証を取得してきました。 

大阪府庁全体での環境マネジメントシステムを

確立するため、平成１７年度には、環境農林水産

部と都市整備部の出先機関で、平成 18 年度には

総務部と健康福祉部の出先機関で認証を取得して

おり、平成１９年度中に認証範囲を全庁（ただし、

警察本部及び府立学校等を除く。）に拡大すること

としています。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.515） 

 

表－50 府庁本庁舎における環境ＩＳＯの概要 

認証範囲 

大阪府本庁舎 

総務部出先機関 

健康福祉部出先機関 

環境農林水産部出先機関 

都市整備部出先機関 

認証更新日 平成１7年２月２３日 

実
施
主
体 

経営層 

(トップマネ

ジメント) 

環境行政推進会議 

（議長：大阪府知事） 

環境管理 

基本方針 

平成１０年１２月８日策定 

（平成１２年８月２２日、平成１３年８ 

月２８日、平成１７年９月５日改定） 

重点的な 

取組事項 

・地球温暖化の防止 

・省資源の推進 

・化学物質の適正管理 

・環境に配慮した公共工事の推進 

・環境に配慮した本来業務の改善 

・環境に有益な情報提供・学習の推進 

計画 

(PLAN) 

・環境行政推進会議が実施主体 

・環境管理責任者（環境政策監）が進行

管理 

実行 

(DO) 

・庁内環境総括責任者（各部次長等）が

実施責任者 

・環境推進員（総括補佐等）が職場で推

進 

点検 

(CHECK)

・環境監査役を設置し、内部環境監査を

実施 

・審査登録機関による外部環境監  

査 

推
進
体
制 

見直し 

(ACTION)
・環境行政推進会議が計画を見直し 

 

■大阪府庁エコアクションプラン－地球温暖

化対策大阪府庁実行計画―の推進 

【みどり・都市環境室 内線：3893】 

大阪府自らが実施する事務事業に環境配慮を

徹底するとともに、地球温暖化対策の推進に関

する法律に基づく温室効果ガス排出抑制計画と

して策定した、「大阪府庁エコアクションプラン

ー地球温暖化対策大阪府庁実行計画―」に基づ

き、省エネルギーやリサイクル等の取り組みを

推進し、実績の把握等によるプランの点検も行

いました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.516） 

【グリーン購入】 
商品やサービスを購入する際、価格・機能・品質等だ
けでなく「環境」の視点を重視し、環境への負荷がで
きるだけ少ないものを選んで優先的に購入すること。 
【大阪府グリーン調達方針】 
府のすべての機関が物品や役務を調達する際の環境
物品等の調達方針 
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②グリーン購入の推進 

■グリーン調達方針に基づくグリーン購入の推進 

【みどり・都市環境室 内線：3893】 

平成18年度は、グリーン調達方針を一部変

更し、18分野で数値目標を定め、環境負荷の

少ない物品の購入（グリーン購入）を一層推

進しました。 

（環境関連主要事業（決算額）一覧 NO.－） 

表－51 グリーン調達目標及び実績（平成１８年度） 

分   野 数 値 目 標 実  績 

１ 紙類 

１００％ 

（Ａ４判換算枚

数） 

99.9％ 

２ 納入印刷物 
１００％ 

（契約件数） 
99.9％ 

３ 事務用品・ 

封筒・雑貨 
１００％（金額） 99.8％ 

４ 機器類 １００％（台数） 100％ 

５ ＯＡ機器 １００％（台数） 99.9％ 

６ 家電製品 １００％（台数） 100％ 

７ エアコンディシ

ョナー等 
１００％（台数） 99.6％ 

８ 温水器等 １００％（台数） 100％ 

９ 照明 １００％（金額） ６５．１％

10 自動車等 
１００％（台数）

※ 
１００％ 

11 消火器 １００％（台数） ９８．４％

12 制服・作業服 １００％（金額） １００％ 

13 ｲﾝﾃﾘｱ・寝装寝

具 
１００％（金額） １００％ 

14 作業手袋 １００％（金額） ９９．８％

15 その他繊維製

品 
１００％（金額） １００％ 

16 設備 ※ １件 

17 公共工事 ※ １００％ 

18 役務 ※ ２７件 

※ 調達の可能性及び必要性並びに予算を勘案し、調達
の推進に努める 

※ 府立学校を除く実績 
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    第３章 施策の進捗状況の評価と今後の方向性    

  

「大阪21世紀の環境総合計画」において長期的な目標を定めた６つの主要課題について、施策の進捗状況を

評価して今後の方向性を検討するとともに、個別の計画目標の達成状況について毎年度把握し、外部の意見も取

り入れながら計画を進行管理していきます。 

 

１ 主要課題の進捗状況及び今後の方向性 

（１）資源循環 

（循環型社会推進室 内線：3819） 

【進捗状況の評価】 

平成14年3月に策定した「大阪府廃棄物処理

計画」では、廃棄物の最終処分量を2010（平

成22年度）までに1997（平成９）年度比で概

ね半減することをみすえつつ、2005（平成17）

年度における最終処分量を一般廃棄物について

は84万トンに、産業廃棄物については111万

トンに削減することなどを目標としています。 

一般廃棄物の最終処分量は、平成17年度には

70万トンとなっており、目標の84万トンを14

万トン下回っています。 

また、産業廃棄物の最終処分量は、平成17年

度には67万トンとなっており、目標の111万

トンを大きく下回っています。 

一方、一般廃棄物の再生利用量などはさらな

る取り組みを進めることが必要です。 

以上の状況を踏まえ、平成19年3月に「大阪

府廃棄物処理計画」を改定し、平成22年度目標

の見直しを行いました。 

【今後の方向性】 

新たに設定した平成 22 年度目標の達成に向

け、平成 19 年 3 月に改定した「大阪府廃棄物

処理計画」に基づき、府民団体や事業者団体から

なる大阪府リサイクル社会推進会議の「ごみ減量

化・リサイクルアクションプログラム」の推進な

ど、廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用の３Ｒ

を進めるための施策を総合的かつ計画的に推進

します。 

また、循環型社会形成推進条例に基づき、平成

16 年 4 月に創設したリサイクル製品認定制度

の運用をはじめとして、循環型社会形成に向けた

施策を展開していきます。 

加えて、平成 17 年 7 月に国から承認を受け

た「大阪府エコタウンプラン」に基づき、民間事

業者を主体としたリサイクル施設の整備等を促

進します。さらに、アジア各国への３Ｒ技術移転

を進めます。 

 

（２）水循環 

（環境管理室 内線：3854） 

【進捗状況の評価】 

健全な水循環を再生するため、水循環に関する

ホームページを開設し広く情報発信するととも

に、雨水浸透施設や貯留施設の設置、多自然川づ

くりや河川浄化事業などの河川環境整備を進め

ました。寝屋川流域においては、平成16年５月

に策定した「寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ（水

環境改善緊急行動計画）」に基づき、河川の水質

浄化のため下水処理水を導水するなど、水循環の

再生のモデル流域としての取り組みを進めてい

ます。 

また、樹木への灌水、散水や道路への散水等へ

の下水処理水の有効利用を一層図るため、処理水

供給施設「Q 水くん」を 11 箇所の水みらいセ

ンターに設置しており、平成18年度末の下水処

理水の有効利用率は約 18％となっています。 

【今後の方向性】 

今後とも、水環境の保全を図るとともに、下水

高度処理水の有効利用推進、森林保全による水源

涵養の促進、農地やため池等の保全・活用による

保水・遊水機能の向上、また府民協働による雨水

利用の促進を通じた啓発や水文化の育成等、健全
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な水循環の再生に向け、総合的な施策の展開を図

ります。 

 

（３）地球環境（ヒートアイランド対策を含む２

つの温暖化対策） 

（みどり･都市環境室 内線：3849･3885） 

■ 地球温暖化対策 

【進捗状況の評価】 

「大阪府地球温暖化対策地域推進計画」では平

成 22 年度の府域の温室効果ガス排出量を基準

年度から９％削減することを目標としています。

平成 1６年度の温室効果ガス排出量は基準年度

比で 0.4％減少しましたが、温室効果ガスの大部

分を占める二酸化炭素排出量は 5.6％増加して

います。 

そこで、事業活動や建築物の温暖化対策を促す

温暖化の防止等に関する条例を施行するととも

に、企業や家庭での温暖化防止に向けた取り組み、

府有施設や民間へのESCO事業の導入、太陽光

発電をはじめとする新エネルギー等の普及を促

進しました。また、地球温暖化防止活動推進セン

ターと連携して、啓発イベント・セミナーを開催

するとともに、地域や NPO、業界団体等で組

織する協議会に参画し、省エネルギー機器の普及

に努めました。 さらに、府が委嘱する地球温暖

化防止活動推進員の増員を行い、各地域で地球温

暖化防止活動の普及啓発を行いました。 

【今後の方向性】 

「府地球温暖化対策地域推進計画」に基づき、

目標の達成に向けて、前出の条例の円滑な運用や、

毎月 16日の「ストップ地球温暖化デー」を中心

とした普及啓発事業などを通じて、府民、事業者

に省エネルギーの取組みを促すとともに、新エネ

ルギーの普及を図ります。またその際には、地球

温暖化防止活動推進センターや地球温暖化防止

活動推進員、府内市町村や近隣府県、NPO等あ

らゆる主体との連携を更に強化し、効果的な事業

を実施していきます。 

 

 

■ ヒートアイランド対策 

（みどり･都市環境室 内線：3849･3885） 

【進捗状況の評価】 

「大阪府ヒートアイランド対策推進計画」に基

づき、各主体との連携のもとに諸対策を推進して

います。 

平成 19年３月に「熱環境マップ」の地域特性

ごとに、最も適したヒートアイランド対策をとり

まとめた「ヒートアイランド対策ガイドライン」

を作成し、対策の推進に活用しました。 

ヒートアイランド対策分野では全国初の産学

官民連携の取組みである「大阪ヒートアイランド

対策技術コンソーシアム」（平成18年1月設立）

において、対策技術の研究・普及等に取り組みま

した。 

また、改正自然環境保全条例に基づき一定規模

以上の敷地における建築物の新築・改築・増築を

行なう建築主に対し緑化することを義務付け、前

出の温暖化の防止等に関する条例により事業者

の事業活動に伴う人工排熱の抑制や、建築物の新

築、増改築を行う建築主にヒートアイランド対策

を促進しました。 

さらに、北大阪地域の市街地を対象に府管理道

路への下水高度処理水を活用した散水の実施や、

打ち水をとおした各種啓発活動を行う「北大阪打

ち水大作戦」を実施するなど、府民、企業、ＮＰＯ

等と協働したヒートアイランド対策も実施しま

した。 

【今後の方向性】 

「熱環境マップ」の熱負荷の大きい地域におい

て、民間事業者向けに「ヒートアイランド対策導

入促進事業」を実施し、「ヒートアイランド対策

ガイドライン」に沿った対策の具体化を誘導・促

進するとともに、自然環境保全条例に基づく「建

築物の敷地等における緑化を促進する制度」及び

温暖化の防止等に関する条例の適切な運用につ

とめます。 

また、「大阪ヒートアイランド対策技術コンソ

ーシアム」との連携により、諸対策の推進につと

めます。 
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さらに、北大阪地域の市街地を中心に「北大阪

打ち水大作戦」を実施するなど、府民、企業、

ＮＰＯ等と協働したヒートアイランド対策を引

続き実施していきます。 

 

（４）交通環境 

（環境管理室 内線：3890・3895） 

【進捗状況の評価】 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度は緩やか

な減少傾向にあり、一般環境大気測定局の二酸化

窒素については環境保全目標を全て達成しまし

たが、自動車排出ガス測定局の二酸化窒素と一般

局及び自排局の浮遊粒子状物質については、9割

強の達成にとどまっています。 

また、騒音については、低騒音舗装の敷設等の

道路構造対策や交通流対策などの各種環境対策

を講じていますが、依然として騒音に係る環境保

全目標を達成していない状況です。 

【今後の方向性】 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の環境保全目

標の達成率は、黄砂などの気象等の影響により年

度によって変動があります。環境保全目標の達

成・維持を図るため、平成15年７月に策定した

「府自動車NOx・PM総量削減計画」に基づき、

低公害車の普及促進、自動車走行量の抑制、交通

流の円滑化等の諸施策を関係機関等と連携し、計

画的、総合的に推進するとともに、大阪府環境審

議会に諮問（平成 19年３月）し、対策地域外か

らの流入車対策について、荷主等事業者への対策

など、必要な施策を具体化します。 

また、騒音については「大阪府道路環境対策連

絡会議」において道路構造や交通状況に応じて効

果的な対策を検討し、環境保全目標の達成に向け、

総合的・計画的に対策を推進します。 

 

（５）有害化学物質 

（環境管理室 内線：3808） 

【進捗状況の評価】 

2005（平成 17）年度までに府内のダイオキ

シン類の排出量を 2000（平成 12）年度比で約

４割削減することなどを目標にしており、平成1

８年度における排出量は平成 12 年度から

85.5％削減しています。 

また、ダイオキシン類の環境濃度は、大気、

海域水質・底質、地下水、土壌については、環

境保全目標を超過した地点はありませんでした

が、河川の水質・底質で環境保全目標を超過し

た地点があったことから、関係機関と連携し原

因究明調査や周辺事業所の指導等を行いました。 

【今後の方向性】 

今後も、ダイオキシン類に関しては廃棄物焼却

炉等の発生源を設置している事業者に対する排

出抑制指導を徹底します。また、大気、水質、土

壌等のダイオキシン類の環境調査を継続すると

ともに、環境保全目標を達成していない地点につ

いては、その原因の究明と対策に努めます。 

また、アスベストについても府民の健康を守る

ため、アスベスト濃度の実態調査を実施するとと

もに、建築物解体時等における飛散防止対策を強

化するため、大気汚染防止法及び府生活環境の保

全等に関する条例を適正に運用していきます。 

その他の有害化学物質についても、PRTR 法

に基づいて把握した排出量等の情報や大阪府生

活環境の保全等に関する条例を改正して整備し

た大阪府独自の化学物質管理の仕組みを活用し

て、事業者による自主的な化学物質管理の改善の

促進を図ります。 

 

（６）エコロジカルネットワーク 

（みどり･都市環境室 内線：2745） 

【進捗状況の評価】 

生きものの生息・生育環境の場や移動経路の確

保、ゆとりと潤いを共感する景観の形成などに資

するエコロジカルネットワーク（周辺山系とベイ

エリアを結ぶ河川や都市公園を結ぶ緑道などが

形成する水と緑のネットワーク）の形成に向けた

取り組みを実施しています。 

都市再生事業プロジェクト（第３次決定）によ

り位置づけされた「近畿圏の自然環境の総点検」

において、平成 1８年度は、里山地域での生きも
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ののつながりを検討するモデル地域として天王

山・ポンポン山地区が選定され、本地域で自然環

境の保全・再生等の活動を実施しているＮＰＯ団

体や専門家、国（国交省、農水省、環境省、林野

庁）及び府・市関係課でワーキンググループを組

織し、里山地域のエコロジカルネットワークの形

成手法を検討しました。 

【今後の方向性】 

国、府及び市町村の連携により、エコロジカル

ネットワーク形成に向けた具体的取組みの調整

を行うとともに、自然環境施策の重点的な取組例

としての普及をめざします。 
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）

4
6
4
万
ﾄﾝ
／
年

（
平
成
1
2
年
度
）

1
,1
5
7
万
ﾄﾝ
／
年

（
平
成
1
2
年
度
）

1
4
7
万
ﾄﾝ
／
年
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

森
林
資
源
の
利
用

－

・
府
内
産
木
材
の
利
用
を

増
や
し
ま
す

・
「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」

の
建
設
：
5
0
棟
／
年

「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」
1
5
棟
「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」
1
5
棟
「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」
1
2
棟

＜
2
8
％
＞

H
2
2
目
標
5
0
棟
/
年
に
対
す
る
H
1
5
～
1
8

の
平
均
建
設
棟
数
1
4
棟
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
52
）

排
出
量
の
2
0
％
以
上
に

向
上
さ
せ
る

平
成
1
9
年
度
の
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
法
基
本
方
針
に

よ
る
目
標
値
見
直
し
に
従

い
設
定

実
務
講
習
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

実
践
事
業
に
対
し
助
成
を

行
っ
た

実
務
講
習
会
を
実
施
し
た

実
務
講
習
会
を
実
施
し
た

＜
現
時
点
で
評
価
不
可
＞

実
施
率
に
つ
い
て
は
、
食
品
関
連
事
業

者
に
対
し
て
報
告
徴
収
と
立
入
検
査
の

権
限
を
有
す
る
国
が
H
1
9
年
度
以
降
に

確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

環
境
農
林
水
産
部

 流
通
対
策
室

（
内
線
：
27
86
）

　
２
　
水
循
環
の
再
生

下
水
処
理
水
再
利
用
率

－
3
0
%

1
7
%

1
8
%

1
8
%

＜
6
0
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
%
に
対
す
る
H
1
8
実
績
1
8
%

の
達
成
率

都
市
整
備
部

 下
水
道
課

（
内
線
：
39
59
）

生
駒
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
モ
デ
ル
流
域
で
の
実
施
モ
デ
ル
流
域
の
拡
張

大
東
市
で
森
づ
く
り
会
議
、
森

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
開
催

東
大
阪
市
で
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
渓
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
開
催

大
東
市
で
市
民
で
構
成
さ
れ

る
森
林
保
全
を
目
的
と
し
た

任
意
団
体
の
設
立
を
支
援
。

東
大
阪
市
で
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
渓
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
開
催

大
東
市
で
は
「
森
づ
く
り
ク
ラ
ブ
」
が

設
立
し
、
月
２
回
の
保
全
活
動
を
開

催 東
大
阪
市
に
お
い
て
も
保
全
活
動
を

２
ヶ
月
に
１
回
開
催

Ｈ
１
８
よ
り
寝
屋
川
市
の
「
ね
や
川
水

辺
ク
ラ
ブ
」
と
連
携
し
森
林
保
全
活
動

２
回
と
源
流
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
す

る
な
ど
着
実
に
進
捗

＜
概
ね
達
成
＞

N
P
O
、
市
民
団
体
等
と
連
携
し
、
樹
林
帯

の
保
全
と
保
育
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
当
面
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
育

成
を
目
標
に
支
援
を
行
っ
て
い
く

都
市
整
備
部

 河
川
室

  
ダ
ム
砂
防
課

（
内
線
：
29
55
）

緑
地
の

整
備

府
営
公
園

8
8
3
.1
h
ａ

(都
市
基
盤
整
備
中
期

計
画
の
目
標
　
9
0
2
.7
h
a)

9
6
7
.0
ｈ
ａ

（
都
市
基
盤
整
備
中
期
計

画
の
目
標
　
9
8
0
h
a）

8
8
2
.0
h
a

8
8
5
.5
h
a

9
2
0
.5
h
a

＜
9
5
%
＞

H
2
2
目
標
9
6
7
.0
h
aに
対
す
る
H
1
8
ま
で

の
実
績
9
2
0
.5
h
aの
達
成
率

都
市
整
備
部

 公
園
課

（
内
線
：
29
78
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
53
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
53
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
27
45
）

＜
6
2
%
＞

H
2
2
目
標
9
0
%
に
対
す
る
H
１
８
実
績
5
6
%

の
達
成
率

間
伐
実
施
率
6
5
％

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
で
要
間

伐
必
要
面
積
　
1
,3
2
5
h
aの
う

ち
、
8
5
7
h
aの
間
伐
を
実
施

間
伐
実
施
率
5
6
％
(暫
定
値
)

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間
伐
必
要

面
積
　
1
,2
9
6
h
aの
う
ち
、
7
2
3
h
aの
間

伐
を
実
施

間
伐
実
施
率
5
7
％

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間
伐

必
要
面
積
　
1
,3
1
2
h
aの
う

ち
、
7
4
5
h
aの
間
伐
を
実
施

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
よ

る
み
ど
り
保
全
活
動
の
実
施

（
府
内
1
4
箇
所
で
の
べ
4
8
8
2

人
が
参
加
）

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
よ
る
み
ど

り
保
全
活
動
の
実
施
（
府
内
1
4
箇
所

で
の
べ
4
8
2
1
人
が
参
加
）

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
よ

る
み
ど
り
保
全
活
動
の
実
施

（
府
内
各
地
で
、
延
べ
4
2
0
6

人
が
参
加
）

企
業
等
の
参
画
に
よ
り
、
放

置
さ
れ
た
人
工
林
や
竹
林
な

ど
、
荒
廃
し
た
森
林
の
広
葉

樹
化
を
推
進
す
る
「
ア
ド
プ
ト

フ
ォ
レ
ス
ト
」
制
度
を
開
始

人
工
林

  
間
伐
の
実
施
率

　
概
ね
9
0
%

雑
木
林

　
維
持
管
理
活
動

　
の
促
進

放
置
竹
林

  
健
全
化
と
拡
大

　
防
止

平
成
1
4
年
度
か
ら
緑
の
元
気

回
復
事
業
で
竹
林
整
備
を
実

施
（
H
1
6
年
度
で
事
業
終
了
）

ア
ド
プ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
制
度
に
よ
り
、
放

置
竹
林
の
整
備
や
竹
材
の
活
用
を

実
施
中

食
品
関
連
事
業
者
な
ど
に
よ
る
食
品
廃
棄

物
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
実
施

率

水
源
林
の
保
全
・
整
備

＜
概
ね
達
成
＞

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
中
心
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
維
持
管
理
活
動
が
一

定
定
着

森 林 の 保 全

－

＜
未
達
成
＞

企
業
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
主
体
の

参
画
に
よ
り
、
引
続
き
放
置
竹
林
の
健

全
化
や
竹
材
の
利
用
拡
大
に
努
め
る
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

河
川
・
渓
流

－
親
水
護
岸
　
2
2
0
km

1
6
2
km

1
6
3
K
m

1
6
4
K
m

＜
7
5
%
＞

H
2
2
目
標
2
2
0
km
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
1
6
4
km
の
達
成
率

都
市
整
備
部

　
河
川
室

（
内
線
：
29
34
　
）

海
岸

適
切
な
保
全

同
左

砂
浜
に
砂
を
投
入
し
海
岸
の

保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
海

岸
清
掃
活
動
（
延
べ
8
2
4
人

の
参
加
、
ご
み
5
.4
ト
ン
回
収
）

を
行
う
な
ど
海
岸
の
美
化
に

も
努
め
て
い
る

砂
浜
に
砂
を
投
入
し
、
海
岸

の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

海
岸
清
掃
活
動
（
延
べ
7
0
9

人
参
加
、
ご
み
6
.4
ト
ン
回
収
）

を
行
う
な
ど
海
岸
の
美
化
に

も
努
め
て
い
る

砂
浜
に
砂
を
投
入
し
、
海
岸
の
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
海
岸
清
掃
活

動
（
延
べ
8
8
8
人
参
加
、
ご
み
9
.0
ト
ン

回
収
）
を
行
う
な
ど
海
岸
の
美
化
に
も

努
め
て
い
る

＜
概
ね
達
成
＞

砂
浜
に
砂
を
継
続
的
に
投
入
し
、
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
府
民
等
と

共
同
で
実
施
し
た
ア
ド
プ
ト
活
動
を
通

じ
、
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
海
岸
美
化
に

努
め
て
い
る

都
市
整
備
部

 港
湾
局

（
内
線
：
83
22
-4
31
）

生
活
排
水
処
理
率

9
5
%

1
0
0
%

8
7
.3
%
（
平
成
1
5
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
0
.9
％
（
平
成
1
5
年
度
）

8
8
.4
％
（
平
成
1
6
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
1
.9
％
（
平
成
1
6
年
度
）

8
9
.6
％
（
平
成
1
7
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
2
.7
％
（
平
成
1
7
年
度
）

＜
8
9
.6
%
＞

H
2
2
目
標
1
0
0
%
に
対
す
る
H
1
7
ま
で
の
実

績
8
9
.6
%
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
38
54
）

健
康
福
祉
部

 環
境
衛
生
課

（
内
線
：
25
77
）

都
市
整
備
部

下
水
道
課

（
内
線
：
39
59
）

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
概
ね
1
0
0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
同
左

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所

(0
6-
69
72
-5
86
2)

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
38
54
）

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
27
67
）

干
潟
：
3
1
.4
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（
水
産
課
創
造
事
業
分
）

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
0
.0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

干
潟
：
3
1
.4
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（
水
産
課
創
造
事
業
分
）

干
潟
：
6
3
.4
h
a

藻
場
：
4
7
.7
h
a

干
潟
：
3
1
.4
h
a

藻
場
：
4
5
.9
h
a

（
水
産
課
創
造
事
業
分
）

公
共
用
水
域

（
環
境
保
全
目
標
達
成
率
）

健
康
項
目
　
概
ね
1
0
0
%

B
O
D
（
河
川
）
概
ね
9
5
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
概
ね
8
0
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
1
.3
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
3
.8
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

大
阪
湾
の
浅
海
域
に
お
け
る
干
潟
、
藻
場

の
保
全
・
再
生

干
潟
：
4
9
.4
h
a

藻
場
：
4
2
.7
h
a

親
水
空
間

の
整
備

＜
干
潟
　
5
0
%
＞

＜
藻
場
　
達
成
（
1
0
4
%
）
＞

H
2
2
目
標
（
干
潟
6
3
.4
h
a、
藻
場
4
7
.7
h
a）

に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の
実
績
（
干
潟

3
1
.4
、
藻
場
4
9
.7
）
の
達
成
率

＜
健
康
項
目
　
概
ね
達
成
＞

＜
B
O
D
（
河
川
）
　
7
1
%
＞

＜
C
O
D
（
海
域
）
　
5
0
%
＞

H
2
2
目
標
（
健
康
項
目
「
概
ね
達
成
」
、

B
O
D
「
概
ね
1
0
0
%
」
、
C
O
D
「
概
ね
8
0
%
」
）

に
対
す
る
H
1
8
実
績
（
健
康
項
目
「
概
ね

達
成
」
、
B
O
D
7
1
.3
%
、
C
O
D
4
0
.0
%
）
の
達

成
率
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
３
　
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進

－
9
0
9
P
J

（
平
成
1
5
年
度
）

1
2
1
5
P
J

（
平
成
1
6
年
度
）

1
2
2
4
P
J

－
＜
未
達
成
＞

H
2
2
目
標
9
0
9
Ｐ
Ｊ
ま
で
3
1
5
Ｐ
Ｊ
の
削
減

を
要
す
る

太
陽
光
発
電

－
4
0
万
kW

3
万
4
千
kW

3
万
8
千
kW

5
万
6
千
kW
＜
1
4
%
＞

H
2
2
目
標
4
0
万
kW
に
対
す
る
H
1
8
実
績

の
達
成
率

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

（
※
3
）

－
6
万
台

1
万
4
千
台

1
万
7
千
台

2
万
2
千
台
＜
3
7
%
＞

H
2
2
目
標
6
万
台
に
対
す
る
H
1
8
実
績
の

達
成
率

廃
棄
物
燃
料
製
造

－
4
万
ｋ
L
（
原
油
換
算
）

ー
製
造
施
設
な
し

製
造
施
設
な
し
＜
0
%
＞

H
2
2
目
標
4
万
kL
に
対
す
る
H
1
8
実
績
の

達
成
率

廃
棄
物
発
電

－
3
0
万
kW

（
平
成
1
5
年
度
）

1
8
万
kＷ

（
平
成
1
6
年
度
）

1
8
万
kW

（
平
成
1
7
年
度
）

1
8
万
kW

＜
6
0
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
万
ｋ
W
に
対
す
る
H
1
7
実
績

の
達
成
率

廃
棄
物
熱
利
用

－
1
.4
万
ｋ
L
（
原
油
換
算
）

（
平
成
1
5
年
度
）

熱
供
給
　
1
6
施
設
（
1
3
工
場
）

自
家
利
用
4
8
施
設
（
3
8
工
場
）

（
平
成
1
6
年
度
）

熱
供
給
　
1
6
施
設
（
1
3
工
場
）

自
家
利
用
4
8
施
設
（
3
8
工
場
）

（
平
成
1
7
年
度
）

熱
供
給
　
1
6
施
設
（
1
3
工
場
）
0
.5
8
万
K
L

自
家
利
用
4
8
施
設
（
3
8
工
場
）
0
.4
8
万
K
L

＜
7
6
%
＞

H
2
2
目
標
1
.4
万
ｋ
L
に
対
す
る
H
1
7
実
績

の
達
成
率

温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー

－
0
.5
万
ｋ
L
（
原
油
換
算
）

7
ヵ
所

8
ヶ
所

（
平
成
1
7
年
度
）

1
.1
万
K
L

＜
2
2
0
%
＞

H
2
2
目
標
0
.5
万
ｋ
L
に
対
す
る
H
1
7
実
績

の
割
合

天
然
ｶ
ﾞｽ
ｺ
ｰ
ｼ
ﾞｪ
ﾈ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

－
7
2
万
kW

4
7
万
ｋ
W

5
1
万
kW

5
4
万
kW
＜
7
5
%
＞

H
2
2
目
標
7
2
万
ｋ
W
に
対
す
る
H
1
8
実
績

の
達
成
率

燃
料
電
池

－
1
4
万
kW

4
5
0
ｋ
W

5
5
0
kW

6
0
0
kW
＜
0
.4
%
＞

H
2
2
目
標
で
あ
る
1
4
万
ｋ
W
に
対
す
る

H
1
8
実
績
の
達
成
率

太
陽
熱
利
用

－
3
5
万
kL
（
原
油
換
算
）

ー
（
平
成
1
6
年
度
）

2
万
1
千
kL

（
平
成
1
6
年
度
）

2
万
1
千
K
L

（
平
成
1
6
年
度
全
国
消
費
者
実
態
調

査
結
果
を
も
と
に
算
出
）

＜
6
％
＞

H
2
2
年
目
標
で
あ
る
3
5
万
kL
に
対
す
る

H
1
6
実
績
の
達
成
率

木
質
ﾍ
ﾟﾚ
ｯ
ﾄ製
造
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾄ

の
整
備

ー
ー

ー
＜
達
成
＞

平
成
1
4
年
8
月
に
高
槻
市
に
整
備
完
了

ﾊ
ﾞｲ
ｵ
ﾏ
ｽ
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
活
用
ﾓ

ﾃ
ﾞﾙ
施
設
の
設
定
5
0
箇
所

・
モ
デ
ル
施
設
6
箇
所
整
備

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
７
施
設
1
2

台
設
置

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
１
施
設
１
台

設
置

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
１
施
設
１
台
設
置
＜
1
6
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
箇
所
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
8
箇
所
の
達
成
率

ｶ
ﾞｽ
化
技
術
の
開
発
・
普

及
複
数
企
業
に
本
技
術
の
導
入

に
つ
い
て
説
明
を
実
施

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
本
技
術
の
導
入
に

つ
い
て
説
明
を
実
施

企
業
に
対
し
て
本
技
術
の
導
入
に
つ

い
て
説
明
を
実
施

＜
未
達
成
＞

企
業
・
団
体
よ
り
同
技
術
導
入
要
望
な
し

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

（
内
線
：
38
22
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
52
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

新 エ ネ ル ギ ー 導 入

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

－
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
４
　
地
球
環
境
保
全
に
資
す
る
取
組
み

二
酸
化
炭
素
排
出
量

－
4
,9
2
2
.4
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

5
,3
9
7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
5
年
度
）

5
,5
9
5
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
6
年
度
）

5
,4
4
7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

メ
タ
ン
排
出
量

－
1
3
.7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

1
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
5
年
度
）

1
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
6
年
度
）

1
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

亜
酸
化
窒
素
排
出
量

－
3
8
.0
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

5
4
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
5
年
度
）

5
0
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
6
年
度
）

5
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

代
替
フ
ロ
ン
等
排
出
量

－
2
8
0
.1
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

1
4
3
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
5
年
度
）

2
0
7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
6
年
度
）

2
5
1
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

温
室
効
果
ガ
ス
全
体

－

5
,2
5
4
.2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

(基
準
年
度
(1
9
9
0
年
度
、
代
替
フ

ロ
ン
等
は
1
9
9
5
年
度
)に
お
け
る
排

出
量
レ
ベ
ル
か
ら
9
％
削
減
)

（
平
成
1
4
年
度
）

5
,6
0
6
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
5
年
度
）

5
,8
6
3
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
6
年
度
）

5
,7
6
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

森
林
（
木
材
）
資
源
を
活

用
し
た
新
素
材
、
新
商
品

な
ど
の
開
発
促
進

ー
杉
の
お
が
粉
を
利
用
し
た
駐
車

場
用
窒
素
酸
化
物
浄
化
装
置
を

府
庁
西
駐
車
場
に
設
置

ー
＜
達
成
＞

H
1
5
に
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク
商
品
化
完
了

「
府
内
産
木
材
利
用
指

針
」
の
策
定

ー
ー

ー
＜
達
成
＞

平
成
1
5
年
3
月
に
指
針
策
定
完
了

「
府
内
産
木
材
ﾗ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

制
度
」
の
創
設

大
阪
府
森
林
組
合
が
府
内

産
材
証
明
を
開
始

大
阪
府
森
林
組
合
が
府
内

産
材
証
明
を
実
施
中

大
阪
府
森
林
組
合
が
府
内
産
材
証

明
を
実
施
中

＜
未
達
成
＞

木
材
流
通
経
路
が
複
雑
で
そ
の
把
握
が

困
難
な
た
め
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
に
至
っ
て

い
な
い

河
内
林
業
地
で
の
F
S
C

認
証
取
得
（
※
5
）

国
内
の
F
S
C
先
進
地
で
あ
る

三
重
県
内
の
林
業
地
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
っ
た

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
（
※
6
）
に
つ
い

て
情
報
収
集

お
お
さ
か
河
内
材
利
用
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
認
証
の
勉
強
会
を

開
催

＜
未
達
成
＞

材
価
低
迷
の
た
め
認
証
経
費
捻
出
が
困

難
な
た
め
認
証
取
得
に
至
っ
て
い
な
い

ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ﾝ
購
入
法
に
基
づ
く

間
伐
材
の
利
用
促
進

「
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認

定
制
度
」
に
4
1
種
の
間
伐
材

利
用
製
品
が
認
定

「
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認

定
制
度
」
に
2
1
種
の
間
伐
材

利
用
製
品
が
認
定

大
阪
府
認
定
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
学
習

会
を
開
催

＜
概
ね
達
成
＞

6
2
種
の
間
伐
材
利
用
製
品
が
大
阪
府
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
に
認
定
さ
れ
グ
リ
ー
ン
調

達
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

　
５
　
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

－
長
期
目
標
と
し
て
の
1
5
%

を
目
指
す

＜
6
6
%
＞

H
2
2
目
標
1
5
%
に
対
し
て
、
H
1
5
実
績
9
.9
%

の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
27
42
）

8
8
3
.1
h
ａ

(都
市
基
盤
整
備
中
期

計
画
の
目
標
　
9
0
2
.7
h
a)

9
6
7
.0
ｈ
ａ

（
都
市
基
盤
整
備
中
期
計

画
の
目
標
　
9
8
0
h
a）

8
8
2
.0
h
a

8
8
5
.5
h
a

9
2
0
.5
h
a

＜
9
5
%
＞

H
2
2
目
標
9
6
7
.0
h
aに
対
す
る
H
1
8
ま
で

の
実
績
9
2
0
.5
h
aの
達
成
率

都
市
整
備
部

 公
園
課

（
内
線
：
29
78
）

－
民
間
施
設
の
壁
面
緑
化

３
施
設
・
屋
上
緑
化
５
施

設
に
助
成

民
間
施
設
の
屋
上
緑
化
1
0

施
設
に
助
成
（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
モ
デ
ル
事
業
4
件
を

含
む
）

民
間
施
設
の
屋
上
緑
化
2
施

設
に
助
成

民
間
施
設
の
壁
面
緑
化
３
施
設
・
屋

上
緑
化
５
施
設
に
助
成

＜
概
ね
達
成
＞

H
1
4
～
1
８
年
で
2
９
施
設
の
屋
上
・
壁
面

緑
化
等
に
助
成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

(内
線
：
27
42
）

※
４
　
　
排
出
量
の
算
定
方
法
に
関
す
る
国
の
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
、
排
出
量
を
見
直
し
て
い
る

※
５
　
　
F
S
C
（
森
林
管
理
協
議
会
）
が
認
定
し
た
認
証
機
関
に
よ
り
「
適
切
な
森
林
管
理
」
を
認
証
し
、
そ
の
森
林
で
生
産
さ
れ
た
木
材
や
木
材
製
品
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
制
度
の
こ
と

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

（
内
線
：
38
85
）

※
１
　
　
集
団
回
収
量
含
む

（
平
成
1
5
年
度
）
9
.9
%

（
概
ね
1
0
年
ご
と
に
調
査
を
実
施
）

＜
未
達
成
＞

「
基
準
年
度
に
お
け
る
排
出
量
レ
ベ
ル

か
ら
9
％
削
減
」
に
向
け
た
削
減
が
必
要

※
６
　
　
森
林
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
中
立
的
な
第
三
者
（
『
緑
の
循
環
』
認
証
会
議
）
が
客
観
的
に
評
価
し
、
森
林
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
、
自
然
環
境
と
持
続
的
な
木
材
生
産
を
両
立
す
る
健
全
な
森
林
育
成
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム

屋
上
・
壁
面
緑
化

－
木
材
・
木
質
資
源
の
利
用

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
52
）

府
営
公
園

市
街
化
区
域
に
お
け
る
樹
林
・
樹
木
で
被

わ
れ
た
面
積
の
割
合
（
緑
被
率
）

※
２
　
　
改
定
廃
棄
物
処
理
計
画
の
目
標

※
３
　
　
天
然
ガ
ス
自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
、
電
気
自
動
車
の
ほ
か
ガ
ソ
リ
ン
等
石
油
燃
料
等
と
電
気
を
併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
自
動
車
の
こ
と
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

Ⅱ
　
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
健
康
的
で
安
心
な
く
ら
し
の
確
保
（
健
康
）

　
１
　
自
動
車
公
害
の
防
止

二
酸
化
窒
素
の
環
境
保

全
目
標
の
概
ね
達
成

環
境
保
全
目
標
の
達
成

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
7
9
.5
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
1
0
0
％

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
2
.3
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
8
.6
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
7
.2
％

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
8
7
.2
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
7
.1
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
4
.4
％

＜
一
部
達
成
＞

二
酸
化
窒
素
の
一
般
環
境
測
定
局
の
み

10
0％
達
成
し
、
そ
の
他
は
9割
程
度
の
達

成
と
な
っ
て
い
る
。

窒
素
酸
化
物
：

　
2
0
,9
5
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,2
0
0
ﾄﾝ
／
年

窒
素
酸
化
物
：

　
　
　
1
6
,4
5
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
　
　
7
4
0
ﾄﾝ
／
年

（平
成
15
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

　
2
1
,4
1
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,9
4
0
ﾄﾝ
／
年

（平
成
16
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

　
2
1
,5
5
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,8
2
0
ﾄﾝ
／
年

（平
成
１
７
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

　
2
0
,7
1
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,6
7
0
ﾄﾝ
／
年

＜
未
達
成
＞

H
22
目
標
（窒
素
酸
化
物
16
,4
50
ト
ン
、
粒
子

状
物
質
74
0ト
ン
）ま
で
削
減
必
要

道
路
に
面
す
る
地
域
の
環
境
騒
音

要
請
限
度
値
を
超
え
る

地
域
を
解
消

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

環
境
保
全
目
標

達
成
戸
数
3
2
9
,8
6
1
戸
（
評
価

対
象
戸
数
4
4
3
,1
2
1
戸
）

要
請
限
度
と
の
比
較

達
成
地
点
28
1地
点
 (
測
定
地

点
数
33
1地
点
）

環
境
保
全
目
標

達
成
戸
数
4
8
4
, 
9
2
1
戸
（
評
価

対
象
戸
数
5
7
4
,7
8
4
戸
）

要
請
限
度
と
の
比
較

達
成
地
点
26
6地
点
 (
測
定
地

点
数
30
2地
点
）

環
境
保
全
目
標

達
成
戸
数
4
8
4
,9
2
1
戸
（
評
価

戸
数
5
7
4
,7
8
4
戸
）
（
Ｈ
１
７
年

度
）

要
請
限
度
と
の
比
較

達
成
地
点
26
1地
点
（測
定
地

点
30
1地
点
）

＜
環
境
保
全
目
標
　
84
%＞

H
22
目
標
の
「概
ね
達
成
」に
対
し
て
、
H
17

実
績
4
8
4
,9
2
1
戸
（
評
価
戸
数
5
7
4
,7
8
4
戸
）

の
達
成
率

＜
要
請
限
度
　
87
%＞

H
17
目
標
の
要
請
限
度
値
を
超
え
る
地
域
を

解
消
に
対
し
、
実
績
26
1地
点
（測
定
地
点

30
1地
点
）の
達
成

　
２
　
廃
棄
物
の
適
正
処
理

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
量

84
万
ﾄﾝ
／
年

56
万
ﾄﾝ
／
年

（
※
7
）

（平
成
15
年
度
）

75
万
ﾄﾝ
／
年

（平
成
16
年
度
）

73
万
ﾄﾝ
／
年

（平
成
17
年
度
）

70
万
ﾄﾝ
／
年
＜
達
成
（H
17
年
目
標
）＞

H
17
目
標
84
万
ト
ン
/年
を
下
回
り
削
減

環
境
農
林
水
産
部

 循
環
型
社
会
推
進
室

  
資
源
循
環
課

（
内
線
：
3
8
1
9
）

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量

11
1万
ﾄﾝ
／
年

53
万
ﾄﾝ
／
年

（
※
7
）

（平
成
17
年
度
）

67
万
ト
ン
／
年
＜
達
成
＞

H
17
目
標
11
1万
ト
ン
／
年
を
下
回
り
達
成

環
境
農
林
水
産
部

 循
環
型
社
会
推
進
室

  
産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
内
線
：
3
8
2
5
）

　
３
　
大
気
環
境
の
保
全

二
酸
化
窒
素
の
環
境
保

全
目
標
の
概
ね
達
成

環
境
保
全
目
標
の
達
成

二
酸
化
窒
素
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
7
9
.5
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
1
0
0
％

二
酸
化
窒
素
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
2
.3
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
8
.6
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
7
.2
％

《　
以
下
速
報
値
で
す
　
》

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
8
7
.2
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
7
.1
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
4
.4
％

＜
一
部
達
成
＞

二
酸
化
窒
素
の
一
般
環
境
測
定
局
の
み

10
0％
達
成
し
、
そ
の
他
は
9割
程
度
の
達

成
と
な
っ
て
い
る
。

窒
素
酸
化
物
：

  
  
4
8
,5
4
0
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

  
  
1
7
,2
0
0
ト
ン
／
年

（粒
子
状
物
質
は
、
二
次

生
成
物
質
も
含
む
）

窒
素
酸
化
物
：

  
  
4
3
,8
6
0
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

  
  
1
6
,2
2
0
ト
ン
／
年

（粒
子
状
物
質
は
、
二
次

生
成
物
質
も
含
む
）

（平
成
14
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

 工
場
等
　
14
,7
70
ト
ン
／
年

 自
動
車
　
22
,0
10
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

 工
場
等
　
1,
33
0ト
ン
／
年

 自
動
車
　
2,
07
0ト
ン
／
年

（工
場
の
粉
じ
ん
及
び
二
次
生

成
物
質
に
つ
い
て
は
未
集
計
）

（平
成
15
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

 工
場
等
　
13
,1
50
ト
ン
／
年

 自
動
車
　
21
,4
10
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

 工
場
等
　
1,
47
0ト
ン
／
年

 自
動
車
  
1
,9
4
0
ト
ン
／
年

（工
場
の
粉
じ
ん
及
び
二
次
生

成
物
質
に
つ
い
て
は
未
集
計
）

（平
成
16
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

 工
場
等
　
（
集
計
中
）

 自
動
車
　
2
1
,5
5
0
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

 工
場
等
　
（
集
計
中
）

 自
動
車
  
1
,8
2
0
ト
ン
／
年

（工
場
の
粉
じ
ん
及
び
二
次
生

成
物
質
に
つ
い
て
は
未
集
計
）

＜
現
時
点
で
評
価
不
可
＞

窒
素
酸
化
物
は
、
船
舶
や
民
生
部
門
等
か

ら
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
粒
子
状
物
質
で

は
、
二
次
生
成
物
質
等
に
つ
い
て
現
時
点

で
集
計
し
て
い
な
い
た
め
評
価
不
可

（平
成
12
年
度
）

14
7万
ﾄﾝ
／
年

部
局
名

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
交
通
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
4
・
3
8
9
5
）

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

　
交
通
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
5
）

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

二
酸
化
窒
素
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
の

環
境
保
全
目
標
達
成
率

自
動
車
排
出
大
気
汚
染
物
質
排
出
量

二
酸
化
窒
素
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
の

環
境
保
全
目
標
達
成
率

大
気
汚
染
物
質
排
出
量
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
４
　
水
環
境
の
保
全

C
O
D
　
9
5
ﾄﾝ
/
日

窒
素
　
8
1
ﾄﾝ
/
日

り
ん
　
6
.5
ﾄﾝ
/
日

C
O
D
　
7
6
ﾄﾝ
/
日

窒
素
　
6
7
ﾄﾝ
/
日

り
ん
　
4
.3
ﾄﾝ
/
日

（平
成
21
年
度
）

干
潟
：
3
6
.8
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（水
産
課
創
造
事
業
分
）

干
潟
：
4
9
.4
h
a

藻
場
：
4
2
.7
h
a

干
潟
：
6
3
.4
h
a

藻
場
：
4
7
.7
h
a

干
潟
：
3
6
.8
h
a

藻
場
：
4
5
.9
h
a

（水
産
課
創
造
事
業
分
）

健
康
項
目
　
概
ね
10
0%

B
O
D
（
河
川
）概
ね
95
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）概
ね
80
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
概
ね
1
0
0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）同
左

干
潟
：
3
6
.8
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（水
産
課
創
造
事
業
分
）

（平
成
16
年
度
）

C
O
D
　
8
3
ﾄﾝ
/
日

窒
素
　
7
1
ﾄﾝ
/
日

り
ん
　
4
.8
ﾄﾝ
/
日

＜
干
潟
　
58
%＞

＜
藻
場
　
達
成
（1
04
%）
＞

H
2
2
目
標
（
干
潟
6
3
.4
h
a、
藻
場
4
7
.7
h
a）
に

対
す
る
H
18
ま
で
の
実
績
（干
潟
36
.8
、
藻
場

4
9
.7
）
の
達
成
率

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
0
.0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
3
.8
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

8
8
.4
％
（
平
成
1
6
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
1
.9
％
（
平
成
1
6
年
度
）

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
4
）

 環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
4
）

健
康
福
祉
部

 環
境
衛
生
課

（
内
線
：
2
5
7
7
）

都
市
整
備
部

下
水
道
課

（
内
線
：
3
9
5
9
）

都
市
整
備
部

　
港
湾
局

（
内
線
：
29
76
）

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
27
67
）

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
06
-6
97
2-

58
62
）

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
38
54
）

＜
健
康
項
目
　
概
ね
達
成
＞

＜
B
O
D
（
河
川
）
　
7
1
%
＞

＜
C
O
D
（
海
域
）
　
5
0
%
＞

H
22
目
標
（健
康
項
目
「概
ね
達
成
」、
B
O
D

「
概
ね
1
0
0
%
」
、
C
O
D
「
概
ね
8
0
%
」
）
に
対
す

る
H
18
実
績
（健
康
項
目
「概
ね
達
成
」、

B
O
D
7
1
.3
%
、
C
O
D
4
0
.0
%
）
の
達
成
率

9
5
%

1
0
0
%

＜
達
成
（Ｈ
１
７
目
標
）＞

平
成
16
年
度
の
実
績
値
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、

り
ん
と
も
に
目
標
値
以
上
の
削
減
を
達
成
し

た
。

8
9
.6
％
（
平
成
1
7
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
2
.7
％
（
平
成
1
7
年
度
）

＜
8
9
.6
%
＞

H
2
2
目
標
1
0
0
%
に
対
す
る
H
1
7
ま
で
の
実
績

8
9
.6
%
の
達
成
率

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
1
.3
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（海
域
）
 4
0
.0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、
り
ん
の
排
出
量

大
阪
湾
の
浅
海
域
に
お
け
る
干
潟
、
藻
場

の
保
全
・再
生

生
活
排
水
処
理
率

（汚
水
衛
生
処
理
率
）

8
7
.3
%
（
平
成
1
5
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
0
.9
％
（
平
成
1
5
年
度
）

公
共
用
水
域

（環
境
保
全
目
標
達
成
率
）
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
５
　
地
盤
環
境
の
保
全

地
盤
沈
下
を
進
行
さ
せ

な
い

同
左

・地
盤
沈
下
観
測
所
に
お
け
る

　
地
下
水
位
（4
3井
）

　
　
上
昇
2
2
ヶ
所

　
　
下
降
2
1
ヶ
所

・地
下
水
採
取
量

　
　
2
3
万
ｔ/
日

・地
盤
沈
下
観
測
所
に
お
け
る

　
地
下
水
位
（4
3井
）

　
　
上
昇
2
9
ヶ
所

　
　
下
降
1
4
ヶ
所

・地
下
水
採
取
量

　
　
2
0
万
ｔ/
日

・地
盤
沈
下
観
測
所
に
お
け
る

　
地
下
水
位
（4
3井
）

　
　
上
昇
2
6
ヶ
所

　
　
下
降
1
7
ヶ
所

・地
下
水
採
取
量

　
　
2
3
万
ｔ/
日

＜
概
ね
達
成
＞

地
盤
沈
下
の
予
兆
と
し
て
の
地
下
水
位
低

下
箇
所
が
み
ら
れ
る
が
ほ
と
ん
ど
数
10
ｃ
ｍ

以
下
で
、
地
下
水
採
取
量
も
横
ば
い
傾
向

で
あ
り
、
地
盤
沈
下
は
沈
静
化
し
て
い
る
。

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
9
）

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

同
左

86
地
点
中
82
地
点
で
達
成

83
地
点
中
82
地
点
で
達
成

81
地
点
中
76
地
点
で
達
成

＜
9
4
%
＞

H
22
目
標
「概
ね
達
成
」に
対
し
て
、
H
18
の

実
績
は
93
.8
%の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
0
6
-
6
9
7
2
-
5
8
6
2
）

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
9
）

早
期
発
見
、
早
期
措
置

の
た
め
の
制
度
を
構
築

し
ま
す

汚
染
地
の
影
響
が
周
辺

に
及
ば
な
い
よ
う
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（土
壌
汚
染
対
策
）に

基
づ
き
土
地
所
有
者
等
を
指

導

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（土
壌
汚
染
対
策
）に

基
づ
き
土
地
所
有
者
等
を
指

導

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（土
壌
汚
染
対
策
）に

基
づ
き
土
地
所
有
者
等
を
指

導

＜
達
成
（H
17
目
標
）＞

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
土

壌
汚
染
に
関
す
る
規
制
等
を
追
加
し
た
改

正
条
例
を
公
布
・施
行
済

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
9
）

　
６
　
騒
音
・
振
動
の
防
止

一
般
地
域
の
環
境
騒
音

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

同
左

達
成
地
点
32
5地
点
(測
定
地

点
数
49
3地
点
）

達
成
地
点
34
2地
点
(測
定
地

点
数
49
8地
点
）

達
成
地
点
31
2地
点
(測
定
地

点
数
44
8地
点
）（
H
17
年
度
）

＜
7
0
%
＞

H
22
目
標
の
「概
ね
達
成
」に
対
し
て
、
実
績

31
2地
点
（測
定
地
点
44
8地
点
）の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
交
通
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
4
）

　
７
　
有
害
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク
の
低
減
・
管
理

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

同
左

環
境
保
全
目
標
達
成
地
点
数

／
測
定
地
点
数

大
気
：5
6地
点
/5
6地
点

河
川
水
質
：6
5地
点
/7
4地
点

河
川
底
質
：7
2地
点
/7
4地
点

海
域
水
質
：1
2地
点
/1
2地
点

海
域
底
質
：1
2地
点
/1
2地
点

地
下
水
：4
4地
点
/4
4地
点

土
壌
：
1
0
4
地
点
/
1
0
4
地
点

環
境
保
全
目
標
達
成
地
点
数

／
測
定
地
点
数

大
気
：5
4地
点
/5
4地
点

河
川
水
質
：6
9地
点
/7
7地
点

河
川
底
質
：7
3地
点
/7
7地
点

海
域
水
質
：1
2地
点
/1
2地
点

海
域
底
質
：1
2地
点
/1
2地
点

地
下
水
：3
1地
点
/3
1地
点

土
壌
：4
8地
点
/4
8地
点

環
境
保
全
目
標
達
成
地
点
数

／
測
定
地
点
数

大
気
：5
0地
点
/5
0地
点

河
川
水
質
：6
7地
点
/7
5地
点

河
川
底
質
：7
3地
点
/7
5地
点

海
域
水
質
：1
2地
点
/1
2地
点

海
域
底
質
：1
2地
点
/1
2地
点

地
下
水
：2
9地
点
/2
9地
点

土
壌
：3
7地
点
/3
7地
点

＜
大
気
：達
成
＞

＜
河
川
水
質
：8
9%
＞

＜
河
川
底
質
：9
7%
＞

＜
海
域
水
質
：達
成
＞

＜
海
域
底
質
：達
成
＞

＜
地
下
水
：達
成
＞

＜
土
壌
：達
成
＞

H
18
年
度
の
測
定
地
点
数
に
対
す
る
環
境

保
全
目
標
達
成
地
点
数
の
割
合

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
8
）

環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
0
6
-
6
9
7
2
-
5
8
6
2
）

ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｷ
ｼ
ﾝ
類
特
別
措
置

法
で
定
め
る
特
定
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
る
ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｷ

ｼ
ﾝ
類
の
量
を
平
成
12
年

度
の
89
.4
gか
ら
約
4割

削
減

平
成
17
年
度
の
目
標
排

出
量
よ
り
さ
ら
に
削
減

1
5
.5
ｇ

1
4
.7
ｇ

1
3
.0
ｇ

＜
達
成
＞

H
1
2
年
度
比
で
8
5
.5
%
削
減
し
、
H
2
2
目
標
を

達
成

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
06
-6
97
2-

58
62
）

 環
境
管
理
室

  
事
業
所
指
導
課

（
内
線
：
38
73
）

そ
の
他
の
化
学
物
質

－
環
境
リ
ス
ク
の
高
い
化
学

物
質
に
つ
い
て
排
出
量

を
削
減

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
第
３
回
目

（平
成
15
年
度
）の
排
出
量
の

集
計
結
果
：
2
7
,3
7
8
ト
ン

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
第
４
回
目

（平
成
16
年
度
）の
排
出
量
の

集
計
結
果
：
2
8
,1
5
3
ト
ン

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
第
５
回
目

（平
成
17
年
度
）の
排
出
量
の

集
計
結
果
：
2
5
,8
6
2
ト
ン

＜
未
達
成
＞

環
境
リ
ス
ク
の
高
い
化
学
物
質
の
排
出
削

減
を
促
進
す
る
た
め
の
効
果
的
な
制
度
を

構
築
し
て
い
る
段
階

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
8
）

　
８
　
環
境
保
健
対
策
及
び
公
害
紛
争
処
理 S
P
M
な
ど
の
大
気
汚
染

と
健
康
影
響
に
つ
い
て

実
態
を
把
握

環
境
保
健
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
の
運
用
手

法
を
確
立

大
気
汚
染
と
健
康
影
響
に
つ

い
て
実
態
調
査
結
果
を
集
計
・

解
析
。

参
画
し
て
い
る
国
の
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
が
稼
動

調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
て
終

了
し
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
に
移
行

国
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
調
査
に

協
力
し
た
。

対
象
者
数

　
３
歳
児
　
1
,1
9
8
名

　
６
歳
児
　
1
,3
4
5
名

＜
概
ね
達
成
＞

参
画
し
て
い
る
国
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
が
体
系
的
に
本
格
稼
動

健
康
福
祉
部

 環
境
衛
生
課

（
内
線
：
2
5
7
9
）

健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

土
壌
汚
染

地
下
水
汚
染

地
盤
沈
下

※
7　
　
改
定
廃
棄
物
処
理
計
画
の
目
標
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

Ⅲ
　
豊
か
な
自
然
と
の
共
生
や
文
化
が
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
の
実
現
（
共
生
・
魅
力
）

　
１
　
生
物
多
様
性
の
確
保

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
の
拠
点
と
な
る

学
校
、
公
共
施
設
な
ど

で
ﾋ
ﾞｵ
ﾄｰ
ﾌ
ﾟ整
備
を
推
進

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
た
公
共
事
業

連
携
方
策
検
討
調
査
の
モ
デ

ル
地
区
に
大
阪
府
が
選
定

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

＜
未
達
成
＞

ト
ラ
ス
ト
協
会
が
支
援
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
の
ほ
か
学
校
、
公
共
施
設
等
に
お
い

て
も
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
5
）

新
た
に
56
0h
aの
鳥
獣

保
護
区
の
設
定
を
目
指

す

男
里
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

(2
5h
a)
の
指
定
に
向
け
調
整

中

男
里
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

(2
5
h
a)
を
指
定
（
Ｈ
1
7
.1
1
.1
）

-
＜
達
成
＞

H
22
目
標
56
0h
aを
大
幅
に
上
回
る
面
積

の
鳥
獣
保
護
区
を
設
定

環
境
農
林
水
産
部

 動
物
愛
護
畜
産
課

（
内
線
：
2
7
4
6
）

二
次
的
自
然
環
境
の
保

全
や
ﾐﾃ
ｨｹ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
の
手

法
の
研
究
・普
及

希
少
種
の
保
全
を
行
う
上
で

必
要
な
情
報
を
記
録
し
た
生

息
環
境
カ
ル
テ
を
研
究
機
関

と
と
も
に
作
成

生
物
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
地

図
（自
然
度
評
価
マ
ッ
プ
）を

作
成

生
物
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
地

図
（
自
然
度
評
価
マ
ッ
プ
）を

作
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
手

法
を
検
討

＜
概
ね
達
成
＞

生
物
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
地
図
（自
然
度

評
価
マ
ッ
プ
）を
作
成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
5
）

愛
鳥
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
校
を
30
校
指

定
1
6
校

1
6
校

1
4校

＜
47
％
＞

H
2
2
目
標
3
0
校
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の
実

績
14
校
の
達
成
率

（目
標
は
、
H
18
年
度
に
策
定
し
た
「第
10

次
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
」に
お
い
て
22

校
に
変
更
（計
画
期
間
：平
成
23
年
度
ま

で
）
）

環
境
農
林
水
産
部

 動
物
愛
護
畜
産
課

（
内
線
：
2
7
4
6
）

　
２
　
自
然
環
境
の
保
全
・
回
復
・
創
出

「ｴ
ｺ
ﾛ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
軸
」の
創
出

ｴ
ｺ
ﾛ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
軸
が

設
定
さ
れ
、
様
々
な
自

然
環
境
の
保
全
・創
造

に
関
す
る
取
組
み
を
進

め
る

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
た
公
共
事
業

連
携
方
策
検
討
調
査
の
モ
デ

ル
地
区
に
大
阪
府
が
選
定

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

＜
未
達
成
＞

H
18
も
引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
、
府
、
市
等
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
手
法
を
検
討

府
立
自
然
公
園
の
指
定

泉
州
地
域
な
ど
に
お
い

て
府
立
自
然
公
園
を
指

定

指
定
可
能
地
域
の
選
定
等
に

あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

指
定
可
能
地
域
の
選
定
等
に

あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

指
定
可
能
地
域
の
選
定
等
に

あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

＜
未
達
成
＞

指
定
に
向
け
て
基
礎
デ
ー
タ
収
集
等
を

終
え
た

二
次
的
自
然
環
境
の
象

徴
で
あ
る
雑
木
林
の

30
0h
a以
上
で
、
府
民
参

加
に
よ
る
保
全
活
動
を

推
進

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
軸
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
を
進
め
、
保
全
活
動

を
推
進

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
軸
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
を
進
め
、
保
全
活
動

を
推
進

H
1
7
の
活
動
面
積
　
2
1
7
.6
h
a

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
軸
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
を
進
め
、
保
全
活
動

を
推
進

H
１
８
の
活
動
面
積
　
2
1
7
.6
h
a

＜
7
3
%
＞

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
中
心
に
、
府
民
参
加
の

保
全
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
な

ど
が
定
着
。
H
22
目
標
30
0h
aに
対
す
る

H
17
の
活
動
面
積
　
21
7.
6h
aの
達
成
率

自
然
海
浜
保
全
地
区
の
維
持
・利
活
用

自
然
海
浜
保
全
地
区
を

維
持
し
、
そ
の
利
活
用
を

促
進

岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然

海
浜
地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
行

う
と
と
も
に
、
「な
ぎ
さ
の
楽

校
」等
で
環
境
学
習
の
場
と
し

て
利
活
用

岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然

海
浜
地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
行

う
と
と
も
に
、
「な
ぎ
さ
の
楽

校
」等
で
環
境
学
習
の
場
と
し

て
利
活
用

岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然

海
浜
地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
行

う
と
と
も
に
、
「な
ぎ
さ
の
楽

校
」
等
で
環
境
学
習
の
場
と
し

て
利
活
用

＜
概
ね
達
成
＞

岬
町
を
通
じ
て
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
「な
ぎ
さ
の
楽
校
」等
で
環
境
学
習
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
4
）

部
局
名

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
5
　
）

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

生
物
多
様
性
の
確
保

－

府
民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
活
動
の

推
進

－
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

　
３
　
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
活
用

－
年
間
30
0万
人
以
上

1
6
3
万
人

1
6
2
万
人

１
４
７
万
人

＜
4
9
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
0
万
人
に
対
す
る
H
1
8
実
績

14
7万
人
の
達
成
率

－
年
間
2万
人
以
上

3.
2万
人

3
.0
万
人

3.
2万
人

＜
達
成
＞

H
22
目
標
2万
人
を
大
幅
に
上
回
り
達
成

「ふ
れ
あ
い
漁
港
・漁
村
」の
整
備
箇
所
数

－
2箇
所

71
%（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

80
%（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

89
%（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

＜
未
達
成
＞

現
在
、
埋
立
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
っ
て

い
る
段
階

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
2
7
6
7
）

　
４
　
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
・
活
用

－
15
％
を
目
指
し
て
緑
化

を
推
進

＜
6
6
%
＞

H
2
2
目
標
1
5
%
に
対
し
て
、
H
1
5
実
績
9
.9
%

の
達
成
率

地
域
緑
化
プ
ラ
ン
の
策
定
率

－
各
市
町
村
1箇
所
以
上

の
地
域
で
の
緑
化
プ
ラ

ン
を
策
定

6市
町
に
お
い
て
、
7
の
地
域

緑
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
緑
化
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援

8市
町
に
お
い
て
、
11
の
地
域

緑
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
緑
化
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援

3
市
町
に
お
い
て
、
３
つ
の
地

域
緑
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
緑
化
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援

＜
3
0
%
＞

H
22
目
標
43
市
町
村
に
対
し
て
H
18
ま
で

の
実
績
13
市
町
の
達
成
率

　
５
　
美
し
い
景
観
の
形
成

－
4
0
km

1
2
.8
km

1
6
.2
km

1
9
.4
km
＜
4
9
%
＞

H
2
2
目
標
4
0
.0
km
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
19
.4
km
の
達
成
率

都
市
整
備
部

 交
通
道
路
室

（
内
線
：
2
9
2
6
）

－

生
活
・文
化
の
反
映
で

あ
る
良
好
な
都
市
景
観

の
創
造
・保
全
、
並
び
に

歴
史
的
景
観
や
自
然
景

観
の
保
全
・創
造
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
個
性
と
魅

力
に
富
む
都
市
空
間
と

潤
い
と
愛
着
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
生
活
空
間
を

創
造

景
観
条
例
に
基
づ
く
｢景
観
形

成
地
域
｣指
定
の
検
討
及
び

既
指
定
地
域
で
の
特
定
行
為

の
届
出
に
対
し
て
指
導

(指
定
状
況

　
　
平
成
12
年
度
：4
道
路
軸
、

　
　
13
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
14
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
15
年
度
：1
河
川
軸
　
)

（届
出
件
数
：5
3件
）

景
観
条
例
に
基
づ
く
｢景
観
形

成
地
域
｣指
定
の
検
討
及
び

既
指
定
地
域
で
の
特
定
行
為

の
届
出
に
対
し
て
指
導

(指
定
状
況

　
　
平
成
12
年
度
：4
道
路
軸
、

　
　
13
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
14
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
15
年
度
：1
河
川
軸
　
)

（届
出
件
数
：6
0件
）

景
観
条
例
に
基
づ
く
｢景
観
形

成
地
域
｣指
定
の
検
討
及
び

既
指
定
地
域
で
の
特
定
行
為

の
届
出
に
対
し
て
指
導

(指
定
状
況

　
　
平
成
12
年
度
：4
道
路
軸
、

　
　
13
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
14
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
15
年
度
：1
河
川
軸
　
)

（届
出
件
数
：3
9件
）

＜
概
ね
達
成
＞

景
観
形
成
地
域
を
順
次
指
定
し
、
地
域

内
で
の
届
出
に
対
し
て
、
基
準
に
基
づ
き

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

 建
築
指
導
室

  
建
築
企
画
課

（
内
線
：
3
0
2
8
）

　
６
　
歴
史
的
文
化
的
環
境
の
形
成

－
50
%

（未
調
査
）

36
%

（未
調
査
）
＜
7
2
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
％
に
対
し
て
H
1
7
年
3
6
％
の

達
成
率

教
育
委
員
会

 文
化
財
保
護
課

（
内
線
：
3
4
9
1
）

指
定
文
化
財
並
び
に
国

登
録
文
化
財
の
件
数
を

増
加

府
内
の
す
べ
て
の
市
町

村
で
１
箇
所
以
上
の
登

録
文
化
財
を
登
録

27
市
町

30
市
町

32
市
町
村
＜
7
0
%
＞

H
22
目
標
43
市
町
村
に
対
し
て
H
17
ま
で

の
実
績
30
市
町
の
達
成
率

教
育
委
員
会

 文
化
財
保
護
課

（
内
線
：
3
4
9
1
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
2
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

（
平
成
1
5
年
度
）
9
.9
%

（概
ね
10
年
ご
と
に
調
査
を
実
施
）

登
録
文
化
財
の
数

周
辺
山
系
の
自
然
と
親
し
む
機
会
を
持
っ

た
府
民
の
数

市
街
化
区
域
に
お
け
る
樹
林
・樹
木
で
被

わ
れ
た
面
積
の
割
合

府
管
理
道
路
に
お
け
る
電
線
類
地
中
化
の

総
延
長

一
定
期
間
内
に
府
内
の
文
化
財
を
見
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
府
民
の
割
合

美
し
い
景
観
の
形
成

里
山
の
自
然
学
校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」

（構
想
時
名
称
「紀
泉
ふ
れ
あ
い
自
然
塾
」）

の
利
用
者
数
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

Ⅳ
　
す
べ
て
の
主
体
が
積
極
的
に
参
加
し
行
動
す
る
社
会
の
実
現
（
参
加
）

　
１
　
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
促
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
の
設
定

－
一
定
面
積
の
森
林
を
有

す
る
30
市
町
村
で
設
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
府

内
に
5つ
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
協
議
会
を
設
置
。
13
市
町

村
で
15
団
体
が
森
づ
く
り
活

動
を
展
開
中

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
1
4
市

町
村
で
17
団
体
が
森
づ
く
り

活
動
を
展
開
中

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
1
4
市

町
村
で
18
団
体
が
森
づ
く
り

活
動
を
展
開
中

＜
4
7
%
＞

H
22
目
標
30
市
町
村
に
対
し
、
H
18
実
績

14
市
町
村
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
2
7
5
2
）

漁
民
の
森
づ
く
り

－
府
内
5ヵ
所
で
実
施

府
内
4ヵ
所
で
実
施

府
内
4ヵ
所
で
実
施

府
内
4
ヵ
所
で
実
施

＜
8
0
%
＞

H
22
目
標
5ヵ
所
に
対
す
る
H
18
実
績
4ヵ

所
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
2
7
6
5
）

森
林
・里
山
保
全
活
動

－
年
間
1,
00
0人
以
上
の
子

ど
も
が
参
加

5
,3
8
8
人

「学
校
の
森
」活
動
及
び
「紀

泉
わ
い
わ
い
村
」参
加
者
数

5
,8
0
4
人

「学
校
の
森
」活
動
及
び
「紀

泉
わ
い
わ
い
村
」参
加
者
数

5
,6
0
4
人

「学
校
の
森
」活
動
及
び
「紀

泉
わ
い
わ
い
村
」参
加
者
数

＜
達
成
＞

H
22
目
標
年
間
1,
00
0人
を
大
幅
に
上
回

り
達
成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

　
森
林
課

（
内
線
：
2
7
5
5
・
2
7
5
2
）

－
年
間
50
人
の
認
定
・登

録
制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

＜
未
達
成
＞

制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

－
5
0
0
人

1
4
1
人

1
4
5
人

1
4
9
人
＜
3
0
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
0
人
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
14
9人
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 農
政
室
整
備
課

（
内
線
：
2
7
7
5
）

た
め
池
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

－
30
地
区

15
地
区

16
地
区

17
地
区
＜
5
6
%
＞

H
22
目
標
30
地
区
に
対
す
る
H
18
実
績
17

地
区
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 農
政
室
整
備
課

（
内
線
：
2
7
7
4
）

「学
校
の
森
」活
動
の
モ
デ
ル
校
の
選
定

－
小
中
学
校
30
校
を
選
定
・

活
動
の
実
施

1
7
校

1
8
校

2
1
校
＜
7
0
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
校
に
対
す
る
H
1
8
実
績
2
1
校

の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

  
森
林
課

（
内
線
：
2
7
5
2
）

「府
民
の
森
」の
ﾌ
ｨｰ
ﾙ
ﾄﾞ
と
し
て
の
活
用

－
・自
然
体
験
活
動
の
実

施 ・活
動
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

府
民
の
森
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
自
然
体
験
活

動
を
実
施

府
民
の
森
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
自
然
体
験
活

動
を
実
施

府
民
の
森
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
自
然
体
験
活

動
を
実
施

＜
概
ね
達
成
＞

継
続
し
て
自
然
体
験
活
動
を
実
施
し
て

い
る

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
登
録
ク
ラ
ブ
数

－
3
0
0
ク
ラ
ブ

1
8
9
ク
ラ
ブ

1
7
7
ク
ラ
ブ

1
7
4
ク
ラ
ブ

＜
5
8
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
0
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
H
1
8
の
実

績
1
7
4
ク
ラ
ブ
の
達
成
率

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

 （
現
・
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
）

（
0
6
-
6
9
7
2
-
7
6
6
6
）

部
局
名

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

里
山
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ
の
養
成
・認
定
派
遣
制

度
の
創
設

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
２
　
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進

　
３
　
事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

・
・

大
阪
府
が
自
ら
実
施
す

る
事
業
で
、
規
模
が
大
き

く
環
境
に
著
し
い
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

事
業
に
つ
い
て
、
導
入
に

向
け
た
調
査
・検
討
を
実

施
、
制
度
化

運
用
を
踏
ま
え
、
適
用
範

囲
の
拡
大
な
ど
制
度
の

拡
充

制
度
化
に
向
け
て
調
査
・検

討
を
行
っ
た
。

制
度
化
に
向
け
て
調
査
・検

討
を
行
っ
た
。

制
度
化
に
向
け
て
調
査
・検

討
を
行
っ
た
。

＜
未
達
成
＞

制
度
化
に
向
け
調
査
・検
討
を
行
っ
て
い

る
段
階

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
5
）

8
0
0
件
以
上

1
，
0
0
0
件
以
上

1
,2
9
2
件

1
,8
3
5
件

2
,0
4
4
件
＜
達
成
＞

H
2
2
目
標
1
,0
0
0
件
を
大
幅
に
超
え
て
達

成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
3
）

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
・環
境
学
習
の

推
進

・府
内
す
べ
て
の
小
・中
・

高
校
に
対
し
、
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」等
を
活

用
し
た
体
験
的
な
環
境

教
育
・環
境
学
習
の
場

の
提
供

・環
境
N
G
O
・N
P
O
と
連

携
し
、
体
験
学
習
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ

ｻ
ﾞｰ
や
環
境
学
習
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ

を
学
校
や
職
場
な
ど
の

要
請
に
応
じ
て
出
向
い

て
い
く
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
整
備

＜
概
ね
達
成
＞

・地
域
の
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
育

て
る
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開
催
し
、
多
く

の
修
了
者
が
新
た
な
環
境
活
動
を
展
開

す
る
な
ど
活
躍

・環
境
情
報
発
信
拠
点
で
あ
る
環
境
情

報
プ
ラ
ザ
を
平
成
1
5
年
2
月
に
開
設

平
成
16
年
度
、
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
に
環

境
実
験
室
「い
こ
ら
ぼ
｣を
開
設

平
成
17
年
度
、
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
に
情

報
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
か
け
は
し
」を
開

設 平
成
18
年
度
に
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
に
小

会
議
室
を
開
設

・体
験
型
の
環
境
学
習
拠
点
で
あ
る
里

山
の
自
然
学
校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」を

平
成
15
年
4月
に
開
園

【主
要
な
取
り
組
み
】

地
域
の
環
境
活
動
の
指
導
的

役
割
を
果
た
す
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開

催
、
基
本
コ
ー
ス
に
39
人
、
応

用
コ
ー
ス
に
38
人
が
受
講

総
合
的
な
環
境
情
報
発
信
拠

点
で
あ
る
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
内
の
環
境
情
報
プ
ラ
ザ

に
平
成
16
年
５
月
新
し
く
環
境

実
験
室
「い
こ
ら
ぼ
｣を
開
設

整
備
し
た
里
山
の
自
然
学
校

「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」に
お
け

る
環
境
学
習
の
利
用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

・地
域
の
環
境
活
動
の
指
導

的
役
割
を
果
た
す
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開

催
、
22
人
が
受
講

・
「
か
け
は
し
」
に
お
い
て
、
情

報
交
流
や
広
報
紙
、
研
究

会
、
交
流
会
等
を
開
催
し
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
活
動
を
支
援

平
成
18
年
５
月
に
環
境
情
報

プ
ラ
ザ
に
１
０
名
程
度
が
利
用

で
き
る
小
会
議
室
を
開
設

・整
備
し
た
里
山
の
自
然
学

校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」に
お

け
る
環
境
学
習
の
利
用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
講
師
を
派
遣

し
、
体
験
型
の
教
員
向
け
環

境
教
育
研
修
会
を
実
施
（平

成
17
年
度
  
 1
4市
町
19
回
）

小
学
校
等
に
配
布
し
た
自
然

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利

用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

・地
域
の
環
境
活
動
の
指
導

的
役
割
を
果
た
す
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開

催
、
22
人
が
受
講

・環
境
情
報
プ
ラ
ザ
の
w
eb

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
N
P
O
等

の
環
境
情
報
を
ネ
ッ
ト
上
で
交

流
で
き
る
場
と
し
て
「か
け
は

し
」
を
設
置

・整
備
し
た
里
山
の
自
然
学

校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」に
お

け
る
環
境
学
習
の
利
用
促
進

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

　
　
　
（
内
線
:2
7
5
1
）

　
自
然
み
ど
り
課

　
　
　
（
内
線
:2
7
5
5
）

 環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

 （
現
・
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
）

（
0
6
-
6
9
7
2
-
7
6
6
6
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

　
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

 　
　
 （
現
・
環
境
農
林
水
産
総

合
研
究
所
）

＜
概
ね
達
成
＞

環
境
N
P
O
等
の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
、

公
立
小
学
校
(大
阪
市
を
除
く
）の
児
童

へ
の
出
前
講
座
や
公
立
小
中
高
等
学
校

教
員
（大
阪
市
除
く
）向
け
の
環
境
教
育

研
修
を
、
平
成
16
～
18
年
度
に
延
べ
46

市
町
63
回
行
う
と
と
も
に
、
小
学
校
向
け

に
改
定
し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

周
知
す
る
な
ど
、
環
境
教
育
・環
境
学
習

の
場
を
提
供

IS
O
14
00
1認
証
取
得
及
び
環
境
活
動
評

価
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
件
数

戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
制
度
化
及
び

そ
の
運
用

社
会
に
お
け
る
環
境
教
育
・環
境
学
習
の

推
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
専
門
家
を

小
学
校
に
派
遣
（平
成
16
年

度
2
0
市
2
5
校
）

小
学
校
等
に
配
布
し
た
自
然

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利

用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

  
  
 環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
講
師
を

派
遣
し
、
体
験
型
の
教
員
向

け
環
境
教
育
研
修
会
を
実
施

（平
成
18
年
度
  
 1
2市
町
19

回
）

環
境
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
０

６
の
利
用
促
進

－ －

・地
域
の
人
材
を
活
用
し

た
体
験
学
習
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ
ｻ
ﾞｰ

や
環
境
学
習
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
の

養
成

・総
合
的
な
環
境
学
習
ｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ
の
構
築
を
図
る
た

め
に
、
環
境
学
習
に
役

立
つ
環
境
情
報
を
収
集
・

整
理
し
、
提
供
で
き
る
総

合
的
な
環
境
情
報
発
信

拠
点
の
整
備

・府
内
に
お
け
る
体
験
的

な
環
境
学
習
ﾌ
ｨｰ
ﾙ
ﾄﾞ
の

整
備
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巻末資料 
   

１ 環境関連主要事業費（決算額） 

２ 環境保全目標 

      



 



（１）部　局　別 （単位：千円）

部局名 平成１８年度 平成１７年度 増減

政策企画部 500 500 0

総　務　部 959,228 714,418 244,810

生活文化部 4,480 1,870 2,610

にぎわい創造部 506,784 373,750 133,034

健康福祉部 75,169 68,078 7,091

商工労働部 146,464 180,472 △ 34,008

環境農林水産部 7,872,103 7,448,486 423,617

都市整備部 96,602,195 106,279,558 △ 9,677,363

住宅まちづくり部 28,364,821 23,161,750 5,203,071

契約局 893 584 309

水　道　部 2,309,111 5,427,721 △ 3,118,610

教育委員会 1,385,397 1,282,253 103,144

警察本部 6,494,441 5,452,720 1,041,721

計 144,721,586 150,392,160 △ 5,670,574

１．環境関連主要事業費(決算額）

資料編－1



（
２
）
項
目
別

持
続
的
発
展
が
可
能
な
循
環
を
基
調
と
す
る
元
気
な
社
会
の
実
現
（
循
環
）

Ⅰ
－
１
　
廃
棄
物
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

1
関
西
広
域
連
携
協
議
会
負
担
金
(
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
４
参
照

政
策
企
画
部

企
画
室

2
古
紙
利
用
促
進
事
業

古
紙
利
用
促
進
に
関
す
る
情
報
交
換
・
啓
発
・
調
査
研
究
を
実
施
す
る
古
紙
利
用
促
進
協
会
へ
分
担
金
を
支

出
商
工
労
働
部

商
工
振
興
室
商
業
支
援
課

1
,
8
9
0

1
,
8
9
0

0

3
試
験
研
究
機
関
提
案
型
調
査
研
究
事
業

若
手
技
術
シ
ー
ズ
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
将
来
の
大
型
国
家
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
獲
得
や
企
業

と
の
共
同
研
究
が
で
き
る
人
材
を
養
成

ま
た
現
在
試
験
研
究
機
関
が
も
つ
高
い
技
術
シ
ー
ズ
を
数
年
の
う
ち
に
大
型
国
家
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

獲
得
へ
導
く
た
め
、
産
学
公
設
試
連
携
新
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

商
工
労
働
部

商
工
振
興
室

も
の
づ
く
り
支
援
課

5
2
,
3
0
0

8
2
,
4
4
0

△
 
3
0
,
1
4
0

4
ベ
ン
チ
ャ
ー
新
技
術
率
先
発
注
モ
デ
ル
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
５
参
照

商
工
労
働
部

商
工
振
興
室
経
営
支
援
課

5
資
源
循
環
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
６
参
照

商
工
労
働
部

産
業
労
働
企
画
室

新
分
野
育
成
課

6
ご
み
ゼ
ロ
型
社
会
推
進
事
業

大
阪
府
廃
棄
物
処
理
計
画
に
係
る
廃
棄
物
の
減
量
化
等
に
向
け
た
普
及
啓
発
や
広
域
化
の
推
進
な
ど
を
実
施
環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
,
2
0
0

1
,
2
6
3

△
 
6
3

7
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
推
進
事
業

「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
の
適
切
な
進
行
管
理

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

-
-

-

8
廃
棄
物
処
理
指
導
監
督

市
町
村
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
及
び
維
持
管
理
に
対
す
る
指
導
監
督
。
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
等

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

4
,
7
5
6

5
,
1
6
4

△
 
4
0
8

9
化
製
場
集
約
化
事
業

大
阪
ハ
イ
プ
ロ
テ
イ
ン
協
業
組
合
が
実
施
す
る
集
約
化
、
高
度
化
事
業
に
対
し
、
大
阪
市
と
共
同
で
支
援

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
8
3
,
5
7
5

1
8
7
,
5
5
3

△
 
3
,
9
7
8

1
0
広
域
廃
棄
物
処
分
場
整
備
促
進

「
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
法
」
に
基
づ
く
大
阪
湾
圏
域
広
域
処
理
場
整
備
事
業
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計

画
）
の
推
進

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

3
7
0

3
8
9

△
 
1
9

1
1
再
生
資
源
循
環
対
策
促
進
事
業

再
生
資
源
の
循
環
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
府
・
市
町
村
で
組
織
す
る
「
大
阪
府
再
生
資
源
事
業
推
進
協
議

会
」
を
通
じ
て
事
業
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

6
,
0
0
0

6
,
3
3
0

△
 
3
3
0

1
2
大
阪
エ
コ
エ
リ
ア
構
想
推
進
事
業

「
大
阪
府
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
た
め
、
「
大
阪
府
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
」
を
運

営
し
、
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
促
進

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

5
0
0

1
,
3
4
4

△
 
8
4
4

1
3
大
阪
府
分
別
収
集
促
進
計
画
推
進
事
業

市
町
村
の
分
別
収
集
実
施
状
況
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
整
備
状
況
の
把
握
、
市
町
村
に
対
す
る
技
術
支
援
環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

-
-

-

1
4
廃
棄
物
減
量
化
対
策
推
進
事
業

「
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
推
進
会
議
」
に
お
い
て
、
「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
中
心
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
購

入
／
N
o
!
!
包
装
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
環
境
美
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
推
進
月
間
及
び
清
掃
活
動
推
進
週
間
を

活
用
し
た
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
の
啓
発
事
業
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

2
,
5
6
6

2
,
6
8
7

△
 
1
2
1

1
5
廃
棄
物
処
理
対
策
整
備
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
6
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
制
度
の
運
営

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
対
す
る
需
要
の
拡
大
を
通
じ
て
循
環
型
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
事
業
者
を
育
成
す
る

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
制
度
の
運
営
、
認
定
製
品
の
普
及
、
紹
介
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

4
,
4
8
3

4
,
4
9
6

△
 
1
3

1
7
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
大
阪
方
式
推
進
事
業

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
大
阪
方
式
」
の
推
進
に
向
け
て
、
消
費
者
や
小
売
店
等
の
関
係
者
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
周
知
・
啓
発
を
行
う
等
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

-
0

0

1
8
堺
第
7
-
3
区
護
岸
管
理
事
業

堺
第
７
－
３
区
の
護
岸
の
補
修
工
事

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

2
5
,
6
1
2

1
5
,
1
9
7

1
0
,
4
1
5

1
9
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
事
業

平
成
2
2
年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
法
定
計
画
を
策
定

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
0
,
0
0
0

-
1
0
,
0
0
0

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

資料編－2



2
0
ア
ジ
ア
３
Ｒ
技
術
サ
ポ
ー
ト
事
業

廃
棄
物
問
題
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
各
国
に
３
Ｒ
技
術
を
移
転
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
諸
都
市
の
支
援
ニ
ー
ズ
の
調

査
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

7
,
8
2
3

-
7
,
8
2
3

2
1
堺
第
７
－
３
区
フ
ィ
ー
ル
ド
展
開
事
業

堺
第
７
－
３
区
産
業
廃
棄
物
処
分
場
跡
地
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
同
で
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
・
地
球
温
暖

化
対
策
に
資
す
る
新
技
術
の
実
証
展
開
を
公
開
で
実
施
。
同
区
内
の
既
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
あ
わ
せ
フ
ィ
ー

ル
ド
型
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
,
8
1
5

-
1
,
8
1
5

2
2
堺
第
７
－
３
区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
管
理
事

業
堺
第
７
－
３
区
に
つ
い
て
、
周
辺
環
境
等
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
法
令
に
則
し
た
適
切
な
維
持
管
理

等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

8
7
,
7
2
5

-
8
7
,
7
2
5

2
3
き
れ
い
な
環
境
都
市
創
造
推
進
事
業

「
大
阪
府
循
環
型
社
会
形
成
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室
資
源

循
環
課
、
産
業
廃
棄
物
指

導
課

-
-

-

2
4
自
動
車
解
体
業
許
可
・
指
導
監
督
事
業

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
係
る
解
体
業
者
等
許
可
申
請
の
審
査
業
務
や
、
使
用
済
自
動
車
が
適
正
に
処
理
さ

れ
る
よ
う
事
業
者
の
指
導
監
督
等
必
要
な
措
置
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室
産

業
廃
棄
物
指
導
課

4
8
5

4
8
1

4

2
5
食
品
産
業
環
境
対
策
推
進
指
導
事
業
（
食
品
産
業

育
成
事
業
の
一
部
）

食
品
関
連
事
業
者
や
市
町
村
を
対
象
に
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
優
良
事
例
の
紹
介
等
に
よ
り
、
府
域
に
お

け
る
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
円
滑
な
推
進
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

流
通
対
策
室

1
8
4

1
8
4

0

2
6
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
ご
み
減
量
化
の

推
進

市
場
内
で
発
生
す
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
高
速
減
容
化
処
理
施
設
に
お
い
て
生
ご

み
を
減
量
化
し
、
肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

環
境
農
林
水
産
部

中
央
卸
売
市
場

2
1
1
,
8
9
0

2
1
2
,
5
8
2

△
 
6
9
2

2
7
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

「
大
阪
府
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」
(
平
成
1
5
年
3
月
作
成
)
に
基
づ
き
、
建
設
副
産
物
の
排
出
抑
制
、

建
設
資
材
の
再
使
用
及
び
建
設
副
産
物
の
再
資
源
化
・
縮
減
の
促
進
と
い
う
観
点
を
も
っ
た
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構
築

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

2
0
0

2
0
0

0

2
8
流
域
下
水
道
維
持
操
作
事
務
補
助
金
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

下
水
道
課

2
9
流
域
下
水
道
事
業
(
別
掲
)

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

下
水
道
課

3
0
流
域
下
水
汚
泥
処
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

下
水
道
課

3
1
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
事
業
の
実
施

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
対
象
建
設
工
事
の
届
出
制
、
解
体
工
事
業
の
登
録
制
度
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
の
た
め
必
要
な
業
者
指
導
や
啓
発
・
普
及
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指
導
課
､

建
築
振
興
課

2
,
0
7
0

2
,
3
6
0

△
 
2
9
0

3
2
水
道
残
渣
の
減
量
化

村
野
浄
水
場
及
び
大
庭
浄
水
場
に
お
い
て
、
高
効
率
型
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
か
ら
供
給

さ
れ
る
熱
を
利
用
し
た
水
道
残
渣
の
乾
燥
、
減
量
化
を
実
施
。

三
島
浄
水
場
や
大
庭
浄
水
場
で
は
、
無
薬
注
加
圧
脱
水
機
に
よ
る
水
道
残
渣
の
減
量
化
を
実
施

水
道
部

事
業
管
理
室

0
1
,
6
8
9
,
9
1
8

△
 
1
,
6
8
9
,
9
1
8

3
3
水
道
残
渣
の
有
効
利
用
の
推
進

浄
水
場
内
で
発
生
す
る
水
道
残
渣
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
資
材
や
セ
メ
ン
ト
原
料
、
農
園
芸
用
土
の
原
料
と
し
て
有

効
利
用

水
道
部

事
業
管
理
室

2
2
4
,
9
8
7

1
8
5
,
8
7
0

3
9
,
1
1
7

3
4
警
察
施
設
庁
舎
等
改
修
事
業

建
物
撤
去
に
伴
い
発
生
す
る
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
築
時
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用
促
進

警
察
本
部

総
務
部
施
設
課

〔
8
3
0
,
7
9
0
〕

〔
2
6
0
,
3
7
7
〕

〔
5
7
0
,
4
1
3
〕

3
5
警
察
署
の
整
備

建
物
撤
去
に
伴
い
発
生
す
る
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
築
時
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用
促
進

警
察
本
部

総
務
部
施
設
課

〔
1
6
6
,
4
5
2
〕

〔
3
9
,
4
6
7
〕

〔
1
2
6
,
9
8
5
〕

3
6
交
番
・
駐
在
所
の
整
備

建
物
撤
去
に
伴
い
発
生
す
る
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
築
時
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用
促
進

警
察
本
部

総
務
部
施
設
課

〔
3
0
1
,
3
0
6
〕

〔
2
7
3
,
8
4
0
〕

〔
2
7
,
4
6
6
〕

3
7
寝
屋
川
待
機
宿
舎
整
備
事
業

建
物
撤
去
に
伴
い
発
生
す
る
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
築
時
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用
促
進

警
察
本
部
、
住
宅
ま

ち
づ
く
り
部

警
務
部
厚
生
課
、
総
務
部

施
設
課
、
公
共
建
築
室
特

別
建
築
課

〔
2
1
〕

〔
3
,
1
2
2
〕

〔
△
3
,
1
0
1
〕

3
8
金
岡
単
身
寮
整
備
事
業

建
物
撤
去
に
伴
い
発
生
す
る
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
築
時
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用
促
進

警
察
本
部
、
住
宅
ま

ち
づ
く
り
部

警
務
部
厚
生
課
、
総
務
部

施
設
課
、
公
共
建
築
室
特

別
建
築
課

〔
5
,
3
5
3
〕

〔
3
5
,
0
9
6
〕

〔
△
2
9
,
7
4
3
〕

Ⅰ
－
２
　
水
循
環
の
再
生

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

3
9
雨
水
利
用
に
よ
る
地
域
環
境
活
動
推
進
モ
デ
ル
事

業
企
業
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
協
力
を
得
て
、
地
域
創
出
し
た
体
験
型
の
雨
水
利
用
の
場
を
活
用
し
、
府
民
の
雨
水
利

用
を
、
促
進
。
併
せ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
,
2
2
1

1
,
6
8
2

△
 
4
6
1

4
0
雨
水
と
地
下
湧
水
を
活
用
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
モ
デ
ル
事
業

雨
水
や
地
下
水
を
有
効
に
活
用
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
取
り
組
む
市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
,
5
3
8

-
1
,
5
3
8

Ⅰ
－
３
　
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

4
1
本
館
・
別
館
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
実
施

大
阪
府
庁
舎
本
館
・
別
館
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活
用
し
平
成
1
7
、
1
8
年
度
に
お
い
て
省
エ
ネ
改
修
工
事

を
実
施
、
平
成
1
9
年
度
か
ら
本
格
的
に
省
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
予
定

総
務
部

庁
舎
管
理
課

4
3
5
,
8
4
4

1
5
8
,
3
8
0

2
7
7
,
4
6
4

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

資料編－3



4
2
民
間
資
金
活
用
型
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
実
施

民
間
資
金
活
用
型
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活
用
し
､
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
改
修
工
事
を
行
っ
た
４
府
民
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
は
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
本
格
的
に
省
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
池
田
･
府
市
合
同
庁
舎
（
豊
能
府
民

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
)
で
は
、
平
成
1
6
年
度
か
ら
省
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

総
務
部

税
務
室

1
0
,
9
9
9

1
0
,
9
9
9

0

4
3
省
資
源
運
動
推
進
事
業

大
阪
府
省
資
源
運
動
推
進
会
議
と
の
連
携
に
よ
り
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
府
民
運
動
を
推
進

生
活
文
化
部

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

-
-

-

4
4
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
・
大
阪
計
画
の
推
進

平
成
1
1
年
度
に
策
定
し
た
「
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
・
大
阪
計
画
」
に
基
づ
き
導
入
の
促
進
及
び
進
捗
状

況
管
理
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
-

-

4
5
燃
料
電
池
自
動
車
普
及
促
進
事
業

府
域
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
電
池
自
動
車
（
F
C
V
）
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
庁
用
自
動
車

と
し
て
F
C
V
を
率
先
導
入
す
る
と
と
も
に
、
官
学
民
で
構
成
す
る
「
お
お
さ
か
F
C
V
推
進
会
議
」
の
事
務
局
と

し
て
運
営
を
支
援

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
4
,
1
8
7

8
,
5
6
0

5
,
6
2
7

4
6
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業

「
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
大
阪
計
画
」
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
民
間
企
業
・
団
体
と
連
携
し
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
「
府
民
共
同
発
電
」
の
推
進
誘
導
策
と
し
て
、
共
同
発
電
の
出

資
者
募
集
等
の
事
前
調
査
費
や
付
帯
施
設
費
に
対
し
て
補
助
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
,
0
0
0

1
,
5
0
0

△
 
5
0
0

4
7
環
境
に
や
さ
し
い
光
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
～
お
お

さ
か
銀
河
都
市
大
作
戦
！
～

府
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
と
省
エ
ネ
化
の
促
進
の
た
め
、
商
店
街
･
地
区
協
議
会
な
ど
地
区
の
取
り
組
み
と
し

て
行
わ
れ
る
装
飾
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
に
省
エ
ネ
照
明
･
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
も
の
に
対
し
、

補
助
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

3
4
,
9
4
5

-
3
4
,
9
4
5

4
8
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
推
進

大
阪
府
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
木
材
や
竹
資
源
な

ど
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
基
礎
調
査
の
実
施
、
間
伐
材
等
搬

出
運
搬
経
費
の
補
助
、
近
畿
竹
資
源
有
効
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
団
体
へ
の
補
助
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

1
,
6
2
0

2
,
2
4
0

△
 
6
2
0

4
9
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
事
業

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
利
用
社
会
実
験
を
開
始
し
、
府
内
2
2
地
区
、
合
計
1
0
.
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お
い
て
、
府
民
参
加
に
よ
り
菜
の
花
栽
培
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

5
,
5
6
9

9
,
3
0
0

△
 
3
,
7
3
1

5
0
B
D
F
利
用
推
進
事
業

府
民
、
企
業
等
と
の
協
働
に
よ
る
、
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
菜
の
花
栽
培
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
の
製
造
・
利
用
ま
で
の
社
会
実
験
に
つ
い
て
、
「
大
阪
府
Ｂ
Ｄ
Ｆ
利
用
実
証
検
討
会
」
に
よ

り
、
そ
の
実
施
計
画
及
び
そ
の
円
滑
な
実
施
に
つ
い
て
検
討

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

2
,
7
0
0

-
2
,
7
0
0

5
1
府
有
建
築
物
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
推
進

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
活
用
し
て
、
既
存
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
を
行
う
「
民
間
資
金
活

用
型
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」
を
府
有
建
築
物
に
導
入
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
る
光
熱
水
費
の
削
減
や
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
を
図
る
。
第
８
弾
の
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
府
立
体
育
会
館
の
各
E
S
C
O
事
業
の

推
進
、
及
び
第
９
弾
と
し
て
府
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
提
案
公
募
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

ほ
か

公
共
建
築
室
設
備
課
ほ
か

6
6
9
,
1
5
0

3
6
7
,
2
3
6

3
0
1
,
9
1
4

5
2
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
書
の
届
出
・
指
導

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
建
築
物
に
係
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
書
の
届

出
、
受
理
及
び
指
導
、
助
言
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指
導
課

-
-

-

5
3
彩
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

環
境
共
生
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
彩
都
に
お
い
て
、
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図

り
、
広
く
府
民
の
環
境
へ
の
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画
課

2
,
0
0
0

6
5
0

1
,
3
5
0

5
5
建
築
物
の
環
境
配
慮
制
度
推
進
事
業

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
を
防
止
し
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
「
大

阪
府
温
暖
化
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
に
定
め
ら
れ
た
建
築
物
環
境
配
慮
制
度
に
基
づ
く
届
出
審
査
や
指

導
助
言
等
の
事
務
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
顕
彰
の
あ
り
方
の
検
討
や
制
度
の
周
知
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指
導
課

3
,
3
8
7

-
3
,
3
8
7

5
6
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進

村
野
浄
水
場
及
び
大
庭
浄
水
場
に
お
い
て
、
高
効
率
型
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
か
ら
供
給
さ
れ

る
電
力
・
熱
を
活
用
し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
水
づ
く
り
を
推
進

水
道
部

事
業
管
理
室

0
5
7
8
,
0
7
8

△
 
5
7
8
,
0
7
8

5
7
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

村
野
浄
水
場
、
三
島
浄
水
場
及
び
庭
窪
浄
水
場
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
施
設
で

利
用

水
道
部

事
業
管
理
室

2
1
,
0
2
1

2
3
,
0
7
9

△
 
2
,
0
5
8

5
8
水
道
施
設
に
お
け
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

受
水
圧
力
及
び
水
位
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
し
て
発
電
を
実
施

水
道
部

事
業
管
理
室

-
-

-

5
9
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
導

入
平
成
1
0
年
度
か
ら
平
成
1
9
年
度
に
か
け
て
の
新
本
部
庁
舎
整
備
事
業
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
（
ｺ
ｰ

ｼ
ﾞ
ｪ
ﾈ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
、
ｴ
ｺ
ｱ
ｲ
ｽ
）
を
積
極
的
に
導
入

警
察
本
部

総
務
部
庁
舎
建
設
課

〔
1
1
,
7
8
7
,
2
0
8
〕

〔
3
,
0
1
1
,
8
7
4
〕
〔
8
,
7
7
5
,
3
3
4
〕

6
0
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

省
エ
ネ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
通
じ
た
環
境
対
策

警
察
本
部

総
務
部
施
設
課

1
1
,
6
8
5

-
1
1
,
6
8
5

Ⅰ
－
４
　
地
球
環
境
保
全
に
資
す
る
取
り
組
み

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

6
1
関
西
広
域
連
携
協
議
会
負
担
金

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
関
西
の
各
主
体
（
行
政
・
経
済
界
・
市
民
等
）

の
連
携
に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
、
「
環
境
共
生
圏
・
関
西
」
の
実
現
に
む
け
て
関
西
エ

コ
オ
フ
ィ
ス
宣
言
運
動
等
を
展
開

政
策
企
画
部

企
画
室

〔
4
,
5
2
4
〕

〔
5
,
3
4
4
〕

〔
△
8
2
0
〕

6
2
大
阪
府
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
研
究
会

府
内
中
小
企
業
の
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
モ
ノ
づ
く
り
の
支
援
、
エ
コ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
育
成

商
工
労
働
部

商
工
振
興
室
も
の
づ
く
り

支
援
課

〔
1
3
,
5
6
1
〕

〔
1
1
,
7
1
7
〕

〔
1
,
8
4
4
〕

6
3
小
規
模
企
業
者
等
設
備
貸
与
資
金
貸
付
金

環
境
対
策
に
必
要
な
設
備
の
割
賦
販
売
・
リ
ー
ス
制
度
に
必
要
な
資
金
を
貸
付

商
工
労
働
部

金
融
室
金
融
支
援
課

〔
1
,
8
0
0
,
0
0
0
〕

〔
1
,
8
0
0
,
0
0
0
〕

〔
0
〕

資料編－4



6
4
中
小
企
業
構
造
改
善
融
資
資
金
貸
付
金

・
中
小
企
業
者
の
公
害
・
環
境
対
策
に
必
要
な
設
備
資
金
や
I
S
O
取
得
費
用
を
融
資

　
　
　
(
事
業
活
性
化
資
金
)

・
環
境
分
野
に
関
連
す
る
経
営
革
新
・
研
究
開
発
資
金
の
場
合
、
特
例
金
利
を
適
用

　
　
　
(
経
営
革
新
資
金
)

商
工
労
働
部

金
融
室
金
融
支
援
課

〔
3
,
6
1
4
,
5
0
0
〕

〔
3
,
7
5
1
,
5
0
0
〕
〔
△
1
3
7
,
0
0
0
〕

6
5
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
事
業

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
を
大
幅
に
増
員
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
温
暖
化
対
策
を
強
化

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

8
7

4
5

4
2

6
6
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

「
大
阪
府
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
普
及
・
啓
発
な
ど
の
対
策
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
5
2
5

△
 
5
2
5

6
7
地
球
環
境
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

関
西
の
企
業
、
自
治
体
、
消
費
者
団
体
、
学
識
経
験
者
等
で
組
織
す
る
地
球
環
境
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
画

し
、
地
球
環
境
問
題
の
克
服
に
向
け
た
よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み
や
調
査
・
研
究
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

3
0
0

3
0
0

0

6
8
適
正
冷
房
の
徹
底
と
軽
装
勤
務
の
奨
励

夏
季
に
お
け
る
適
正
冷
房
の
徹
底
と
軽
装
勤
務
の
一
層
の
定
着
を
図
る
た
め
、
府
庁
内
で
率
先
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
来
庁
者
や
府
民
に
よ
び
か
け
た

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
9
9
9

△
 
9
9
9

6
9
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
普
及
促
進
事
業

省
エ
ネ
型
家
電
製
品
の
購
入
を
促
進
す
る
た
め
「
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
」
に
参
画

し
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
を
普
及

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

5
0

1
0
0

△
 
1
0
0

7
0
温
暖
化
防
止
条
例
に
基
づ
く
事
業
者
指
導
事
業

温
暖
化
防
止
条
例
に
基
づ
き
届
け
出
ら
れ
た
対
策
計
画
書
に
つ
い
て
事
業
者
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を
実

施
。
届
出
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
管
理
し
、
排
出
削
減
量
等
の
集
計
、
届
出
概
要
を
公
表

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

3
,
1
1
0

-
3
,
1
1
0

7
1
建
築
物
緑
化
促
進
事
業

「
建
築
物
の
敷
地
等
に
お
け
る
緑
化
を
促
進
す
る
制
度
」
の
運
用
に
あ
た
り
、
制
度
に
か
か
る
事
務
の
一
部

を
市
町
村
に
移
譲
し
、
事
務
に
か
か
る
交
付
金
を
交
付

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

2
2
,
8
8
4

-
2
2
,
8
8
4

7
2
木
材
需
要
拡
大
対
策
事
業

 
 
（
地
域
材
利
用
実
証
事
業
）

新
技
術
で
改
良
し
た
木
材
を
外
構
部
材
や
内
外
装
材
に
導
入
す
る
な
ど
、
木
材
利
用
用
途
の
拡
大
や
普
及
の

啓
発

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

-
-

7
3
地
域
林
業
振
興
対
策
事
業
（
森
林
組
合
経
営
基
盤

強
化
対
策
事
業
補
助
金
）

平
成
1
3
年
に
広
域
合
併
し
た
大
阪
府
森
林
組
合
の
森
林
管
理
体
制
の
整
備
や
役
職
員
の
事
務
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修
等
へ
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

2
3
7

2
1
0

2
7

7
4
木
材
需
要
拡
大
対
策
事
業
（
「
ふ
る
さ
と
の
木
で

住
宅
を
」
普
及
促
進
事
業
）

府
内
産
木
材
を
活
用
し
た
良
質
な
木
造
住
宅
の
建
設
促
進
に
資
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
住
宅
を
常
設
展
示
し
、

「
ふ
る
さ
と
の
木
」
に
よ
る
家
づ
く
り
運
動
を
展
開
す
る
森
林
組
合
に
対
し
て
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

3
,
2
0
0

4
,
1
2
2

△
 
9
2
2

7
5

木
材
需
要
拡
大
対
策
事
業
（
大
阪
府
木
材
利
用
促

進
庁
内
連
絡
会
及
び
間
伐
材
利
用
促
進
庁
内
連
絡

会
の
運
営
）

庁
内
の
関
係
部
局
に
よ
る
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
公
共
事
業
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
大
阪
府

木
材
利
用
促
進
庁
内
連
絡
会
を
運
営

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

4
1

4
1

0

7
6
木
材
流
通
対
策
事
業

 
 
(
木
材
利
用
推
進
地
方
活
動
事
業
)

府
内
産
木
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
木
材
利
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
木
材
利
用
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
団
体
に
対
し
て
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

1
,
6
0
7

1
,
9
4
9

△
 
3
4
2

7
7
木
材
流
通
対
策
事
業
(
木
材
流
通
対
策
協
議
会
)

国
産
材
の
円
滑
な
流
通
対
策
を
図
る
た
め
、
木
材
関
連
業
界
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
等
で
構
成
す

る
協
議
会
を
運
営
し
、
流
通
に
関
す
る
基
礎
調
査
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

2
6

ｰ
2
6

7
8
流
域
林
業
活
性
化
推
進
事
業

大
阪
林
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
全
国
の
流
域
毎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
対
し
て
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

1
9
7

2
9
5

△
 
9
8

7
9
林
業
改
良
普
及
指
導
事
業

林
業
普
及
指
導
員
を
設
置
し
、
林
業
技
術
及
び
林
業
経
営
の
合
理
化
に
関
す
る
普
及
指
導
を
行
い
、
林
業
活

動
を
活
性
化

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

5
,
9
4
9

8
,
0
9
5

△
 
2
,
1
4
6

8
0
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
の
推
進

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ
る
フ
ロ
ン
の
回
収
と
適
正
処
理
を
図
る
た
め
、
市
町
村
、
事
業
者
と
共
同
で
啓
発

を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

-
-

-

8
1
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
登
録
・
指
導
業
務

第
一
種
フ
ロ
ン
類
の
回
収
を
業
と
し
て
行
う
者
の
登
録
及
び
登
録
業
者
を
現
地
調
査
し
、
指
導

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

8
8
6

2
3
4

6
5
2

8
2
温
室
効
果
ガ
ス
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
実
施

フ
ロ
ン
及
び
代
替
フ
ロ
ン
に
つ
い
て
環
境
調
査
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
7
5

1
7
5

0

8
3
地
球
温
暖
化
対
策
技
術
開
発
促
進
事
業

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効
な
技
術
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
二
酸
化
炭
素
削
減
対
策
に
資
す
る
、
屋

内
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
技
術
、
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
シ
ス
テ
ム
技
術
等
に
つ
い
て
企
業
と
共
同
で
技
術
開
発
を
実
施
環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

2
3
7
,
0
0
0

1
6
5
,
2
2
4

7
1
,
7
7
6

8
4
堺
第
７
－
３
区
フ
ィ
ー
ル
ド
展
開
事
業
(
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

8
5
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
・
大
阪
計
画
の
推
進

 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

8
6
燃
料
電
池
自
動
車
普
及
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

8
7
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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8
8
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

8
9
B
D
F
利
用
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

9
0
治
山
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
1
森
林
造
成
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
2
府
営
林
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
3
保
安
林
整
備
緊
急
対
策
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
4
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
5
企
業
参
加
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
（
基
金
事
業
）

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
6
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
７
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
公
共
建
築
室
設
備
課

Ⅰ
－
５
　
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

9
7
ベ
ン
チ
ャ
ー
新
技
術
率
先
発
注
モ
デ
ル
事
業

府
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
新
技
術
・
新
製
品
を
本
府
の
公
共
工
事
に
活
用
し
、
販
路
開
拓
支
援
と
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、
「
ﾋ
ｰ
ﾄ
ｱ
ｲ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
対
策
と
循
環
型
社
会
の
推
進
」
、
「
安
全
で
豊
か
な
環

境
の
創
造
」
、
「
公
共
施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
」
の
３
テ
ー
マ
で
募
集
し
８
技
術
・
製
品
を
選
定

商
工
労
働
部

商
工
振
興
室
経
営
支
援
課

9
1
,
7
7
4

9
5
,
6
4
2

△
 
3
,
8
6
8

9
8
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
推
進
事
業

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
現
状
に
つ
い
て
継
続
的
か
つ

定
量
的
に
把
握
す
る
仕
組
み
を
構
築

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

6
,
2
0
7

△
 
6
,
2
0
7

9
9
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術
普
及
促
進
活
動
支

援
事
業

産
・
学
・
官
・
民
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
推
進
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
整
役
と
な
る
N
P
O
、
N
G
O
が
主
体
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
を
育
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

4
5
0

6
0
0

△
 
1
5
0

1
0
0
大
阪
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
集
中
実
施
促
進
事

業
「
熱
環
境
マ
ッ
プ
」
に
示
さ
れ
る
地
域
特
性
ご
と
に
最
も
適
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を
ま
と
め
た

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

8
,
0
0
0

1
8
,
9
1
1

△
 
1
0
,
9
1
1

1
0
1
府
有
施
設
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
モ
デ
ル
事
業

府
有
施
設
を
中
心
に
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
技
術
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
で
民
間

施
設
に
お
け
る
取
組
を
促
進

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
2
,
2
0
0

-
1
2
,
2
0
0

1
0
2
雨
水
利
用
に
よ
る
地
域
環
境
活
動
推
進
モ
デ
ル
事

業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
0
3
雨
水
と
地
下
湧
水
を
活
用
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
モ
デ
ル
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
0
4
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
・
大
阪
計
画
の
推
進

 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
0
5
燃
料
電
池
自
動
車
普
及
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
0
6
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
0
7
温
暖
化
防
止
条
例
に
基
づ
く
事
業
者
指
導
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
0
8
建
築
物
緑
化
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
0
9
公
共
緑
化
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
1
0
地
域
緑
化
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
1
1
み
ど
り
づ
く
り
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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1
1
2
花
と
み
ど
り
の
街
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
1
3
北
大
阪
涼
し
い
み
ち
か
ら
“
ま
ち
”
づ
く
り

北
大
阪
地
域
の
市
街
地
部
に
お
い
て
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
下
水
高
度
処
理
水
を
利
用
し
て
、
府
管
理
道

路
へ
の
散
水
を
実
施
。
府
民
等
に
「
打
ち
水
」
等
の
実
施
を
呼
び
か
け

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
環
境
課

1
5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

△
 
5
,
0
0
0

1
1
4
都
市
再
生
促
進
事
業

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
に
お
い
て
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
や
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
の

形
成
に
資
す
る
都
市
開
発
事
業
を
推
進

都
市
整
備
部

総
合
計
画
課

-
-

-

1
1
5
総
合
設
計
制
度
の
活
用
に
よ
る
公
開
空
地
等
の
確

保
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
健
康
的
で
安
心
な
く
ら
し
の
確
保
（
健
康
）

Ⅱ
－
１
　
自
動
車
公
害
の
防
止

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

1
1
6
公
用
車
へ
の
率
先
導
入

府
公
用
車
に
低
公
害
な
車
を
率
先
導
入

総
務
部

庁
舎
管
理
課

1
5
,
7
2
1

1
0
,
6
1
3

5
,
1
0
8

1
1
7
低
公
害
車
等
普
及
促
進
の
優
遇
税
制

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
優
遇
税
制

総
務
部

税
務
室

-
-

-

1
1
8
グ
リ
ー
ン
配
送
運
動
の
展
開

府
が
率
先
的
に
取
組
み
、
事
業
者
、
市
町
村
、
他
府
県
等
へ
取
組
み
の
要
請
を
行
う
等
そ
の
拡
大
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

-
-

-

1
1
9
局
地
汚
染
対
策
の
推
進

大
気
の
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い
る
幹
線
道
路
の
交
差
点
周
辺
に
お
け
る
大
気
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
等
と
と
も
に
局
地
汚
染
対
策
手
法
に
関
す
る
検
討
と
り
ま
と
め
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

2
,
8
3
7

8
0

2
,
7
5
7

1
2
0
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
に
基
づ
く
事
業
者
指
導

府
内
3
7
市
町
に
使
用
の
本
拠
を
有
す
る
自
動
車
を
3
0
台
以
上
使
用
す
る
事
業
者
に
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
を
抑
制
す
る
た
め
の
計
画
書
や
実
績
報
告
書
の
提
出
を
求
め
、
指
導
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

4
,
2
6
6

2
,
5
8
7

1
,
6
7
9

1
2
1
自
動
車
公
害
対
策
事
業

官
民
が
協
力
し
、
自
動
車
公
害
（
自
動
車
排
出
ガ
ス
、
自
動
車
騒
音
）
の
改
善
を
図
る
た
め
、
関
係
３
２
機

関
で
構
成
す
る
「
大
阪
自
動
車
環
境
対
策
推
進
会
議
」
や
「
京
阪
神
七
府
県
市
自
動
車
排
出
ガ
ス
対
策
協
議

会
」
の
活
動
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

1
,
9
9
9

2
,
6
0
6

△
 
6
0
7

1
2
2
自
動
車
窒
素
酸
化
物
排
出
量
実
態
調
査
事
業

大
阪
府
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
総
量
削
減
計
画
の
進
捗
状
況
の
把
握
を
行
う
た
め
、
府
域
を
走
行
す
る
自
動

車
の
車
種
や
規
制
年
度
、
排
出
ガ
ス
原
単
位
等
を
調
査
し
、
窒
素
酸
化
物
排
出
量
の
推
計
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

7
,
3
1
9

7
,
9
2
5

△
 
6
0
6

1
2
3
自
動
車
排
出
ガ
ス
総
量
削
減
計
画
の
進
行
管
理
事

業
大
阪
府
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
総
量
削
減
計
画
の
進
行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
重
点
を

置
い
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
対
策
を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

3
,
2
7
6

3
,
1
4
1

1
3
5

1
2
4
低
公
害
車
普
及
促
進
事
業

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
民
間
事
業
者
の
低
公
害
車
へ
の
代
替
に
向
け
て
の
助
成
や
中
小
企
業
者
を
対
象
に
低

利
融
資
の
あ
っ
せ
ん
、
利
子
補
給
等
。
ま
た
、
府
民
、
事
業
者
を
対
象
に
啓
発
型
イ
ベ
ン
ト
を
関
係
機
関
や

民
間
と
の
連
携
に
よ
り
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

3
5
2
,
1
2
1

5
5
,
6
8
6

2
9
6
,
4
3
5

1
2
5
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
買
替
緊
急
融
資
事
業

民
間
金
融
機
関
等
と
共
同
で
行
な
う
中
小
企
業
向
け
の
融
資
制
度
に
お
け
る
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
保
証
料
に

つ
い
て
の
補
助

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

1
4
1
,
4
7
5

1
1
8
,
7
1
0

2
2
,
7
6
5

1
2
6
整
備
不
良
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
府
民
通
報
事
業

整
備
不
良
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
府
民
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
通
報
制
度
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

3
1
1

9
1

2
2
0

1
2
7
微
小
浮
遊
粒
子
状
物
質
対
策
検
討
業
務

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
2
.
5
）
に
つ
い
て
対
策
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

3
,
4
0
0

-
3
,
4
0
0

1
2
8
府
公
用
車
の
計
画
的
な
低
公
害
化
の
推
進

府
自
ら
が
公
用
車
の
低
公
害
車
化
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部
ほ

か
環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

ほ
か

2
,
4
7
0

5
,
0
0
1

△
 
2
,
5
3
1

1
2
9
Ｔ
Ｄ
Ｍ
社
会
実
験

時
間
と
場
所
を
限
定
し
て
T
D
M
施
策
を
試
行
し
、
試
行
結
果
を
評
価

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備

課
、
交
通
対
策
課

1
,
5
0
0

4
,
7
5
0

△
 
3
,
2
5
0

1
3
0
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
建
設
費
補
助
金

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
自
動
車
か
ら
の
転
換
を
促
進
。

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

〔
1
3
,
4
8
6
〕

〔
1
8
,
0
7
6
〕

〔
△
4
,
5
9
0
〕

1
3
1
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業

駅
近
く
の
大
型
商
業
施
設
の
駐
車
場
や
公
共
駐
車
場
等
を
有
効
活
用
し
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
推
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

-
-

-

1
3
2
め
い
わ
く
駐
車
追
放
の
た
め
の
広
報
・
啓
発

広
く
府
民
に
「
め
い
わ
く
駐
車
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
初
日
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
ポ
ス
タ
ー
掲
出
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
放
送
等
府
民
運
動
を
展
開

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

1
,
4
7
3

1
,
5
1
9

△
 
4
6

1
3
3
モ
ノ
レ
ー
ル
道
整
備
事
業

公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上
し
、
自
動
車
利
用
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
整
備

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
街
路
課

3
,
3
4
5
,
1
2
9

2
,
9
1
0
,
3
4
0

4
3
4
,
7
8
9

1
3
4
街
路
事
業

都
市
交
通
を
円
滑
に
し
、
府
民
生
活
の
安
全
性
、
快
適
性
の
向
上
を
図
り
，
都
市
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
た
め
、
都
市
計
画
道
路
を
整
備

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
街
路
課

〔
1
6
,
0
7
3
,
2
1
3
〕
〔
1
9
,
9
1
7
,
6
4
0
〕
〔
△
3
,
8
4
4
,
4
2
7
〕

1
3
5
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備

交
通
安
全
施
設
の
整
備
・
充
実
や
事
故
危
険
箇
所
等
に
お
け
る
交
差
点
改
良
事
業
等
の
推
進
、
及
び
大
規
模

自
転
車
道
の
整
備
等
を
推
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

6
,
1
7
6
,
1
6
7

6
,
6
9
3
,
9
7
0

△
 
5
1
7
,
8
0
3

1
3
6
阪
神
高
速
道
路
建
設
協
力

渋
滞
緩
和
、
走
行
速
度
の
向
上
の
た
め
、
道
路
整
備
を
実
施
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
下
化
な
ど
環
境
負

荷
の
少
な
い
構
造
を
採
用

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

1
,
9
1
6
,
0
0
0

4
,
5
6
2
,
2
5
0

－

(
別
掲
）

（
別
掲
）

資料編－7



1
3
7
大
阪
外
環
状
線
鉄
道
建
設
促
進
事
業

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
自
動
車
か
ら
の
転
換
を
促
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

〔
9
8
7
,
6
7
5
〕

〔
1
,
9
5
9
,
8
0
7
〕
〔
△
9
7
2
,
1
3
2
〕

1
3
8
大
阪
市
地
下
鉄
建
設
費
補
助
金

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
自
動
車
か
ら
の
転
換
を
促
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

〔
1
8
9
,
9
3
2
〕

〔
1
8
3
,
7
8
1
〕

〔
6
,
1
5
1
〕

1
3
9
第
二
名
神
高
速
道
路
等
の
広
域
幹
線
道
路
網
の
整

備
渋
滞
緩
和
、
走
行
速
度
の
向
上
の
た
め
、
道
路
整
備
を
実
施
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
下
化
な
ど
環
境
負

荷
の
少
な
い
構
造
を
採
用

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

6
9
0

6
9
0

－

1
4
0
道
路
施
設
維
持
管
理
事
業
（
道
路
維
持
管
理
・
舗

装
道
補
修
・
道
路
防
災
・
橋
梁
補
修
）

路
面
や
道
路
構
造
物
の
補
修
及
び
路
面
清
掃
、
路
肩
の
除
草
な
ど
の
維
持
・
管
理
を
行
い
、
道
路
の
構
造
・

機
能
を
保
全
。
低
騒
音
舗
装
等
に
よ
る
沿
道
環
境
を
改
善

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
環
境
課

〔
9
,
3
3
5
,
9
0
1
〕
〔
1
0
,
2
3
0
,
9
9
0
〕
〔
△
8
9
5
,
0
8
9
〕

1
4
1
沿
道
環
境
改
善
事
業

低
騒
音
（
排
水
性
）
舗
装
の
実
施

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
環
境
課

1
,
2
1
9
,
8
3
2

1
,
4
2
8
,
0
0
0

△
 
2
0
8
,
1
6
8

1
4
2
道
路
施
設
整
備
事
業

幹
線
道
路
を
整
備
し
、
渋
滞
の
解
消
・
緩
和
を
推
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

〔
1
9
,
7
6
6
,
1
1
6
〕
〔
2
3
,
5
7
4
,
9
3
4
〕
〔
△
3
,
8
0
8
,
8
1
8
〕

1
4
3
物
流
検
討
会
の
開
催

効
率
的
で
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
情
報
シ

ス
テ
ム
）
の
活
用
等
、
新
た
な
対
策
な
ど
を
検
討

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

-
-

-

1
4
4
有
料
道
路
整
備
事
業

渋
滞
緩
和
、
走
行
速
度
の
向
上
の
た
め
、
道
路
整
備
を
実
施
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
下
化
な
ど
環
境
負

荷
の
少
な
い
構
造
を
採
用

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

3
,
2
2
5
,
0
0
0

2
,
4
0
0
,
0
0
0

－

1
4
5
連
続
立
体
交
差
事
業

鉄
道
を
連
続
し
て
高
架
化
又
は
地
下
化

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
街
路
課

1
1
,
8
7
0
,
5
7
0

1
0
,
4
9
8
,
7
0
9

1
,
3
7
1
,
8
6
1

1
4
6
西
大
阪
延
伸
線
整
備
促
進
事
業

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
自
動
車
か
ら
の
転
換
を
促
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

〔
1
,
8
3
7
,
3
3
5
〕

〔
1
,
5
8
1
,
6
9
8
〕
〔
△
2
5
5
,
6
3
7
〕

1
4
7
中
之
島
新
線
整
備
促
進
事
業

中
之
島
西
部
地
区
の
再
開
発
に
伴
い
発
生
す
る
輸
送
需
要
に
対
し
、
自
動
車
交
通
を
抑
制
す
る
た
め
、
事
業

を
促
進

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

〔
2
,
9
6
4
,
0
6
6
〕

〔
2
,
3
0
8
,
8
0
2
〕

〔
6
5
5
,
2
6
4
〕

1
4
8
す
る
っ
と
交
差
点
対
策

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
・
延
伸
な
ど
の
実
施

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

〔
１
,
7
9
0
,
7
4
3
〕

〔
2
,
7
1
4
,
0
3
4
〕
〔
△
9
2
3
,
2
9
1
〕

1
4
9
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
推
進
事
業

毎
月
2
0
日
を
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
等
の
広
報
啓
発
と
併
せ
て
府
民
へ
周
知

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

-
-

-

1
5
0
ク
リ
ア
ウ
ェ
イ
セ
ン
タ
ー
の
運
用

駐
車
取
締
専
従
の
警
察
官
を
２
４
時
間
配
置
し
た
レ
ッ
カ
ー
移
動
車
両
の
保
管
・
返
還
業
務
等
の
駐
車
違
反

の
処
理
を
一
括
し
て
行
う
施
設
と
体
制
を
整
備
し
た
ク
リ
ア
ウ
ェ
イ
セ
ン
タ
ー
（
キ
タ
・
ミ
ナ
ミ
）
の
運
用
警
察
本
部

交
通
部
駐
車
対
策
課

2
8
,
7
3
9

2
8
,
1
3
2

6
0
7

1
5
1
違
法
駐
車
取
締
り
の
推
進

危
険
性
・
迷
惑
性
の
高
い
駐
車
違
反
に
重
点
指
向
し
た
指
導
取
締
活
動
の
推
進

警
察
本
部

交
通
部
駐
車
対
策
課

3
2
8
,
4
6
2

5
8
0
,
2
7
1

△
 
2
5
1
,
8
0
9

1
5
2
適
正
な
駐
車
規
制
の
実
施

地
域
の
特
性
、
道
路
形
態
、
駐
車
が
他
の
交
通
に
及
ぼ
す
影
響
、
路
外
駐
車
場
の
整
備
状
況
な
ど
を
総
合
的

か
つ
多
角
的
に
勘
案
し
た
合
理
的
な
駐
車
規
制
の
実
施

警
察
本
部

交
通
部
駐
車
対
策
課

6
7
3
,
2
7
9

7
0
6
,
0
0
4

△
 
3
2
,
7
2
5

1
5
3
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
I
T
S
）
の
推
進

光
ビ
ー
コ
ン
の
整
備
拡
充
、
新
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
（
U
T
M
S
）
の
整
備
推
進
、
中
央
処
理
装
置
の
高
度
化
等

に
よ
る
交
通
管
理
の
最
適
化

警
察
本
部

交
通
部
交
通
規
制
課

7
7
,
4
8
2

1
5
9
,
7
2
7

△
 
8
2
,
2
4
5

1
5
4
道
路
交
通
の
円
滑
化
対
策
の
推
進

渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
交
差
点
に
お
け
る
進
行
方
向
別
通
行
区
分
規
制
等
交
通
規
制
の
見
直
し
、
信
号

機
の
改
良
及
び
運
用
改
善
等
の
実
施

警
察
本
部

交
通
部
交
通
規
制
課

6
0
0
,
1
5
5

5
3
4
,
1
7
5

6
5
,
9
8
0

1
5
5
信
号
機
等
の
高
度
化
・
更
新
対
策
の
推
進

信
号
機
等
の
機
能
の
高
度
化
及
び
老
朽
化
し
た
信
号
機
等
の
更
新

警
察
本
部

交
通
部
交
通
規
制
課

2
,
4
9
4
,
9
8
2

2
,
2
0
6
,
1
4
4

2
8
8
,
8
3
8

1
5
6
そ
の
他
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進

交
通
の
実
態
に
応
じ
た
効
果
的
な
交
通
規
制
・
管
制
の
実
施

警
察
本
部

交
通
部
交
通
規
制
課

6
7
9
,
4
3
9

1
,
1
1
2
,
9
2
5

△
 
4
3
3
,
4
8
6

1
5
7
駐
車
取
締
り
新
制
度
の
円
滑
な
導
入
と
効
果
的
な

運
用

駐
車
新
制
度
の
円
滑
な
導
入
及
び
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
運
用

警
察
本
部

交
通
部
駐
車
対
策
課

1
,
5
6
6
,
7
6
5

1
1
1
,
7
7
2

1
,
4
5
4
,
9
9
3

Ⅱ
－
２
　
廃
棄
物
の
適
正
処
理

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

1
5
8
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
等
（
し
尿
処
理
施
設
・
浄

化
槽
）
の
維
持
管
理
指
導
事
業

し
尿
処
理
施
設
及
び
浄
化
槽
の
維
持
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
立
入
検
査
、
水
質
検
査
を
実
施
し
、
適
正
な
管

理
を
指
導

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

7
6
0

9
4
0

△
 
1
8
0

1
5
9
下
水
道
終
末
処
理
施
設
の
維
持
管
理
指
導
事
業

下
水
道
終
末
処
理
場
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
指
導
、
水
質
検
査
を
実
施

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

7
9

3
7
2

△
 
2
9
3

1
6
0
廃
棄
物
処
理
対
策
整
備
推
進
事
業

魚
あ
ら
の
適
正
処
理
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
「
大
阪
府
魚
腸
骨
処
理
対
策
協
議
会
」
を
通
じ
、

魚
あ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
委
託

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

2
8
,
0
3
4

2
8
,
5
4
2

△
 
5
0
8

1
6
1
ウ
ェ
イ
ス
ト
デ
ー
タ
バ
ン
ク
整
備
事
業

廃
棄
物
に
関
す
る
各
種
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
廃
棄
物
の
減
量
化
・
適
正
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
ウ
ェ

イ
ス
ト
デ
ー
タ
バ
ン
ク
（
産
業
廃
棄
物
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
運
用

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

3
,
9
2
5

4
,
1
3
2

△
 
2
0
7

1
6
2
産
業
廃
棄
物
処
理
団
体
育
成
事
業

排
出
事
業
者
や
処
理
業
者
、
府
民
を
対
象
に
し
た
研
修
・
啓
発
事
業
（
さ
ん
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

3
4
6

3
4
6

0

1
6
3
不
法
投
棄
防
止
事
業

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
な
ど
の
不
法
投
棄
防
止
事
業
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

4
2
,
8
6
2

5
,
2
2
0

3
7
,
6
4
2

資料編－8



1
6
4
放
置
自
動
車
対
策
推
進
事
業

府
が
所
有
し
、
ま
た
は
管
理
す
る
土
地
に
お
い
て
放
置
自
動
車
の
迅
速
か
つ
適
正
に
処
理

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

2
5
9

2
5
9

0

1
6
5
不
適
正
処
理
監
視
強
化
・
早
期
是
正
推
進
事
業

不
適
正
処
理
事
業
事
案
に
対
す
る
機
動
的
な
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、
土
地
所
有
者
へ
の
個
別
啓
発
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

産
業
廃
棄
物
指
導
課

3
,
0
0
0

-
3
,
0
0
0

1
6
6
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
監
督

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
許
可
、
同
処
理
施
設
の
許
可
等
及
び
事
業
所
へ
の
立
入
検
査
を
実
施
。
ま
た
、
処

理
の
過
程
を
管
理
す
る
産
業
廃
棄
物
管
理
票
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
の
使
用
徹
底
に
よ
る
適
正
処
理
を
指
導

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室
産
業

廃
棄
物
指
導
課
、
環
境
管

理
室
事
業
所
指
導
課

1
3
,
9
3
4

1
4
,
2
2
0

△
 
2
8
6

1
6
7
廃
棄
物
処
理
対
策
推
進
等
事
業

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
し
専
門
知
識
を
有
す
る
も
の
の
意
見
を
聴
く

た
め
、
生
活
環
境
影
響
評
価
委
員
会
を
運
営

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

8
1
7

9
0
8

△
 
9
1

1
6
8
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
事
業

国
が
創
設
す
る
中
小
事
業
者
支
援
の
た
め
の
基
金
に
拠
出
す
る
と
と
も
に
、
府
保
有
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
集

中
管
理
を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

1
3
9
,
0
1
2

1
3
9
,
0
1
2

0

1
6
9
広
域
廃
棄
物
受
入
監
視
事
業

埋
立
処
分
場
（
神
戸
沖
）
及
び
周
辺
の
環
境
保
全
の
た
め
、
搬
入
予
定
排
出
事
業
所
へ
の
立
入
、
検
体
採

取
・
分
析
を
行
い
、
適
正
受
入
協
議
会
に
お
い
て
審
査

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

2
,
8
3
8

3
,
2
1
6

△
 
3
7
8

1
7
0
産
業
廃
棄
物
減
量
化
・
適
正
処
理
対
策
事
業

産
業
廃
棄
物
の
多
量
排
出
事
業
所
に
対
し
処
理
実
績
の
報
告
を
求
め
、
必
要
な
指
導
を
実
施
。
関
係
団
体
を

通
じ
て
法
律
の
周
知
な
ど
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

7
,
5
7
5

8
,
4
3
3

△
 
8
5
8

1
7
1
ご
み
ゼ
ロ
型
社
会
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
7
2
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
推
進
事
業
(
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
7
3
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
制
度
の
運
営
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
7
4
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

1
7
5
き
れ
い
な
環
境
都
市
創
造
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室
資
源

循
環
課
、
産
業
廃
棄
物
指

導
課

1
7
6
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
関
係
苦
情
相
談
処
理
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
事
業
所
指
導

課

1
7
7
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

1
7
8
府
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
事
犯
に
対
す
る
諸

対
策
の
推
進

廃
棄
物
不
法
投
棄
事
犯
等
生
活
環
境
事
犯
に
対
す
る
取
締
り
の
推
進

警
察
本
部

生
活
安
全
部
生
活
環
境
課

3
,
7
9
2

4
,
2
2
5

△
 
4
3
3

Ⅱ
－
３
　
大
気
環
境
の
保
全

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

1
7
9
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
事
業

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
時
に
お
け
る
府
民
へ
の
周
知
、
緊
急
時
対
象
工
場
へ
の
ば
い
煙
量
等
削
減
要
請
や
各

種
調
査

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

7
7
6

1
,
2
6
6

△
 
4
9
0

1
8
0
大
気
汚
染
防
止
計
画
推
進
事
業

大
気
汚
染
物
質
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
排
出
実
態
等
の
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
大
気
汚
染
防
止
法
の
改

正
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
規
制
の
導
入
、
平
成
１
８
年
４
月
施
行
）
に
伴
い
、
府
域
の
炭
化
水
素
規
制
の
あ
り
方
の
見
直

し
を
行
い
、
平
成
１
９
年
３
月
、
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

3
,
5
4
7

3
,
4
7
3

7
4

1
8
1
悪
臭
防
止
規
制
指
導
事
業

市
町
村
に
対
し
、
悪
臭
物
質
の
濃
度
の
測
定
方
法
、
排
出
防
止
技
術
等
の
指
導
、
助
言

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

3
5
6

3
9
1

△
 
3
5

1
8
2
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
関
係
苦
情
相
談
処
理
事
業

大
気
汚
染
、
悪
臭
、
水
質
汚
濁
等
の
発
生
源
の
工
場
・
事
業
場
へ
の
立
入
指
導
等
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町

村
に
対
す
る
助
言
・
指
導

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

7
3
8

8
2
2

△
 
8
4

1
8
3
大
気
汚
染
発
生
源
常
時
監
視
シ
ス
テ
ム
整
備
･
運
営

事
業

大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
発
生
源
常
時
監
視
シ
ス
テ
ム
を
運
用

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

2
,
8
3
8

2
,
8
8
8

△
 
5
0

1
8
4
大
気
汚
染
防
止
規
制
指
導
事
業

大
気
汚
染
防
止
法
及
び
大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
規
制
対
象
工
場
・
事
業
場
に

対
し
、
立
入
検
査
や
改
善
指
導
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

5
,
1
6
9

5
,
9
6
9

△
 
8
0
0

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）
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1
8
5
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
等
の
推
進

大
気
汚
染
止
法
及
び
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
規
制
指
導
府
域
の
一
般
環
境
測
定
を

実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

9
,
8
2
7

-
9
,
8
2
7

1
8
6
関
西
国
際
空
港
周
辺
大
気
汚
染
状
況
解
析

（
財
）
関
西
空
港
調
査
会
か
ら
の
受
託
で
、
泉
州
地
域
の
大
気
汚
染
調
査
及
び
府
所
管
測
定
局
デ
ー
タ
の
解

析
業
務
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

2
,
9
4
0

3
,
0
0
3

△
 
6
3

1
8
7
国
設
四
條
畷
自
動
車
交
通
環
境
測
定
所
（
環
境

省
）
管
理

環
境
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
国
設
四
條
畷
自
動
車
交
通
環
境
測
定
所
の
維
持
管
理
を
実
施
。
窒
素
酸
化

物
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
等
の
測
定
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

5
,
0
8
7

5
,
5
0
0

△
 
4
1
3

1
8
8
国
設
大
気
汚
染
測
定
網
（
環
境
省
）
管
理

環
境
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
全
国
大
気
汚
染
測
定
網
大
阪
測
定
所
の
維
持
管
理
を
実
施
。
窒
素
酸
化

物
・
浮
遊
粒
子
状
物
質
等
及
び
発
ガ
ン
性
等
が
懸
念
さ
れ
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る

「
有
害
大
気
汚
染
物
質
」
を
測
定

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
2
,
8
5
9

1
0
,
7
0
9

2
,
1
5
0

1
8
9
大
気
汚
染
常
時
監
視

大
気
汚
染
の
常
時
監
視
、
環
境
基
準
の
達
成
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
の

緊
急
時
措
置
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
5
2
,
5
6
0

1
6
5
,
3
5
4

△
 
1
2
,
7
9
4

1
9
0
大
気
汚
染
測
定
局
整
備

大
気
汚
染
測
定
機
器
等
を
整
備

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

2
9
,
4
3
6

2
4
,
9
0
4

4
,
5
3
2

1
9
1
大
気
検
査
業
務

法
令
等
に
基
づ
く
規
制
指
導
及
び
苦
情
案
件
に
係
る
検
査
分
析
や
外
部
委
託
に
係
る
精
度
管
理
調
査
並
び
に

未
規
制
物
質
等
の
分
析
法
を
開
発

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

4
3
,
7
0
5

4
4
,
7
7
8

△
 
1
,
0
7
3

1
9
2
浮
遊
粒
子
状
物
質
環
境
調
査

浮
遊
粒
子
状
物
質
（
S
P
M
）
の
成
分
分
析
、
府
内
の
汚
染
状
況
の
実
態
把
握
、
発
生
源
寄
与
率
の
解
析
及
び

対
策
の
効
果
確
認

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

7
,
8
0
0

5
,
8
6
4

1
,
9
3
6

1
9
3
有
害
大
気
汚
染
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

長
期
曝
露
に
よ
り
人
へ
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
有
害
大
気
汚
染
物
質
の
う
ち
、
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ

て
い
る
ベ
ン
ゼ
ン
等
環
境
省
が
指
定
す
る
１
９
物
質
に
つ
い
て
、
府
内
７
地
点
に
お
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
8
,
5
5
4

1
1
,
6
0
1

6
,
9
5
3

1
9
4
Ｔ
Ｄ
Ｍ
社
会
実
験
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備

課
、
交
通
対
策
課

1
9
5
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

1
9
6
物
流
検
討
会
の
開
催
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

1
9
7
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

1
9
8
箕
面
森
町
（
水
と
緑
の
健
康
都
市
）
事
業
に
係
る

環
境
保
全
対
策

「
箕
面
森
町
（
水
と
緑
の
健
康
都
市
）
」
の
整
備
に
際
し
、
周
辺
へ
の
環
境
影
響
を
把
握
し
環
境
保
全
を
図

る
と
と
も
に
、
貴
重
種
等
の
生
息
環
境
を
維
持
復
元

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
箕
面
整
備
事
務
所

4
9
,
9
0
2

5
7
,
7
2
6

△
 
7
,
8
2
4

Ⅱ
－
４
　
水
環
境
の
保
全

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

1
9
9
水
質
保
全
対
策
事
業
（
企
画
室
）

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
に
お
け
る
河
川
・
湖
沼
水
の
水
質
浄
化
技
術
及
び
こ
の
関
連
技
術
に
関
す
る
研
究
開

発
・
水
質
浄
化
事
業
の
支
援

政
策
企
画
部

企
画
室

-
-

-

2
0
0
温
泉
資
源
の
保
護
及
び
適
正
利
用
に
係
る
許
可
・

指
導
等

掘
削
許
可
、
動
力
装
置
許
可
及
び
利
用
許
可
並
び
に
監
視
指
導
、
大
阪
府
環
境
審
議
会
温
泉
部
会
の
運
営

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

4
3
3

4
,
7
7
4

△
 
4
,
3
4
1

2
0
1
検
査
研
究
用
備
品
整
備

近
年
頻
発
す
る
健
康
危
機
被
害
等
に
対
応
す
る
た
め
、
検
査
研
究
用
機
器
を
計
画
的
に
更
新
・
整
備

健
康
福
祉
部

公
衆
衛
生
研
究
所

6
,
8
7
5

8
,
3
9
2

△
 
1
,
5
1
7

2
0
2
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
促
進
事
業

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
、
市
町
村
が
実
施
す
る
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」

及
び
「
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」
に
対
し
て
助
成

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

3
0
,
4
6
9

3
4
,
5
0
2

△
 
4
,
0
3
3

2
0
3
浄
化
槽
関
係
事
業

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
・
立
入
検
査
・
指
導
並
び
に
浄

化
槽
法
定
検
査
の
啓
発
を
実
施

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

7
6
0

4
,
3
5
3

△
 
3
,
5
9
3

2
0
4
水
道
水
の
安
全
性
確
保
事
業

上
水
道
の
原
水
等
の
微
量
有
害
化
学
物
質
等
の
検
査
及
び
研
究

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

9
,
1
2
5

7
,
7
2
1

1
,
4
0
4

2
0
5
指
定
地
域
特
定
施
設
の
維
持
管
理
指
導

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
排
水
基
準
等
の
遵
守
徹
底
を
図
る
た
め
、
府
域
（
政
令
委
任
市
を
除
く
）
の
指

定
地
域
特
定
施
設
（
2
0
1
～
5
0
0
人
槽
）
に
対
し
、
立
入
検
査
や
届
出
審
査
及
び
改
善
指
導
等
を
実
施

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

【
2
,
3
5
2
】

【
2
,
4
7
6
】

【
△
1
2
4
】

2
0
6
単
独
処
理
浄
化
槽
設
置
状
況
の
捕
捉
事
業

設
置
状
況
に
関
す
る
情
報
が
不
確
実
と
な
っ
て
い
る
単
独
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
廃
止
状
況
や
台
帳
記
載

事
項
を
整
理
し
、
今
後
の
指
導
対
象
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
正
浄
化
槽
法
に
対
応
し
た
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
法
定
検
査
の
受
検
等
、
適
正
な
管
理
を
指
導

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

2
0
,
6
9
0

-
2
0
,
6
9
0

2
0
7
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
等
（
し
尿
処
理
施
設
・
浄

化
槽
）
の
維
持
管
理
指
導
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
２
参
照

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

2
0
8
生
活
排
水
処
理
実
施
計
画
推
進
事
業

公
共
用
水
域
の
水
質
を
改
善
す
る
た
め
、
「
府
生
活
排
水
処
理
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
よ
る
生

活
排
水
処
理
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
技
術
的
支
援
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

(
別
掲
）

（
別
掲
）
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2
0
9
生
活
排
水
対
策
推
進
事
業

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
重
点
地
域
関
係
市
町
村
の
生
活
排
水
対
策
推
進
に
関
し
、
計
画
策
定
の
支
援
や

必
要
な
助
言
等
を
実
施
。
ま
た
、
２
月
を
「
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間
」
と
定
め
、
標
語
の
設
定
や
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
よ
り
月
間
を
Ｐ
Ｒ

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

2
1
0
総
量
削
減
計
画
の
策
定
及
び
進
行
管
理

閉
鎖
性
水
域
で
あ
る
大
阪
湾
の
水
質
改
善
を
目
的
と
し
て
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
､
窒
素
、
り

ん
を
対
象
に
発
生
負
荷
量
を
削
減
す
る
た
め
、
平
成
2
1
年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
第
６
次
総
量
削
減
計
画
の

策
定
を
検
討

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

3
9
0

6
1
1

△
 
2
2
1

2
1
1
発
生
負
荷
量
管
理
等
調
査
事
業

水
質
総
量
削
減
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
う
た
め
、
対
象
工
場
・
事
業
場
及
び
そ
の
他
の
発
生
源
の
調
査
及
び

集
計
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

4
,
7
0
4

5
,
0
5
5

△
 
3
5
1

2
1
2
指
定
地
域
特
定
施
設
水
質
汚
濁
防
止
規
制
指
導
事

業
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
排
水
基
準
等
の
遵
守
徹
底
を
図
る
た
め
、
指
定
地
域
特
定
施
設
（
2
0
1
～
5
0
0
人

槽
）
に
対
し
立
入
検
査
や
届
出
審
査
及
び
改
善
指
導
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

2
,
3
5
2

2
,
4
7
6

△
 
1
2
4

2
1
3
水
質
汚
濁
常
時
監
視
事
業

総
量
規
制
基
準
の
遵
守
徹
底
の
た
め
、
大
規
模
発
生
源
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
排
出
量
を
常
時
監
視
し
、
改
善
指
導
等
を

実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

-
-

-

2
1
4
水
質
汚
濁
防
止
規
制
指
導
事
業

水
質
汚
濁
防
止
法
や
条
例
等
に
基
づ
く
排
水
基
準
等
の
遵
守
徹
底
を
図
る
た
め
、
対
象
工
場
や
事
業
場
に
対

し
、
立
入
検
査
や
届
出
審
査
及
び
改
善
指
導
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

7
,
5
8
2

8
,
3
6
8

△
 
7
8
6

2
1
5
水
質
総
量
規
制
推
進
事
業

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
総
量
規
制
基
準
の
遵
守
徹
底
を
図
る
た
め
、
対
象
工
場
・
事
業
場
に
対
し
立
入

検
査
及
び
改
善
指
導
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

1
,
7
8
5

2
,
0
0
4

△
 
2
1
9

2
1
6
農
薬
に
係
る
水
質
監
視
事
業

ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
農
薬
等
の
流
出
を
監
視
す
る
た
め
水
質
検
査
及
び
立
入
指
導
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

6
6
7

7
0
2

△
 
3
5

2
1
7
大
阪
エ
コ
農
業
総
合
推
進
対
策
事
業

環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に
配
慮
し
た
農
法
の
普
及
を
図
り
つ
つ
農
業
の
持
つ
物
質
循
環
機
能
を
活
か
し
、
地
域

環
境
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
く
大
阪
エ
コ
農
業
を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
推
進
課

2
0
,
8
3
1

2
1
,
3
4
3

△
 
5
1
2

2
1
8
海
中
浮
遊
ゴ
ミ
の
回
収
、
除
去

魚
介
類
の
生
息
環
境
（
漁
場
）
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、
海
中
浮
遊
ゴ
ミ
を
回
収
・
除
去

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

1
,
8
9
0

2
,
0
5
8

△
 
1
6
8

2
1
9
赤
潮
発
生
等
の
監
視
及
び
被
害
防
除
措
置

漁
場
の
水
質
監
視
や
赤
潮
発
生
等
の
情
報
収
集
・
防
除
措
置

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

4
,
1
6
4

4
,
3
5
9

△
 
1
9
5

2
2
0
海
底
堆
積
物
の
回
収
・
除
去

漁
場
生
産
力
の
回
復
等
を
図
る
た
め
、
海
底
堆
積
物
（
ゴ
ミ
等
）
を
回
収
・
除
去

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

0

2
2
1
漁
業
権
河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
等

漁
業
権
河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
河
川
利
用
者
に
対
す
る
マ
ナ
ー
等
の
巡
回
指
導

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

5
3
0

5
8
8

△
 
5
8

2
2
2
公
共
用
水
域
常
時
監
視

河
川
及
び
海
域
に
お
け
る
水
質
等
の
常
時
監
視
の
測
定
計
画
の
策
定
及
び
監
視
を
行
い
、
環
境
基
準
の
達
成

状
況
を
把
握

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

6
5
,
5
5
5

6
8
,
7
9
9

△
 
3
,
2
4
4

2
2
3
広
域
総
合
水
質
調
査
国
庫
委
託
事
業

大
阪
湾
を
含
む
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
水
質
汚
濁
、
富
栄
養
化
の
実
態
を
広
域
的
か
つ
統
一
的
に
把
握
す
る
た

め
の
調
査
の
う
ち
、
大
阪
湾
の
調
査
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
,
4
0
1

1
,
4
0
1

0

2
2
4
水
質
検
査
業
務

法
令
等
に
基
づ
く
河
川
水
、
海
水
、
地
下
水
等
の
水
質
分
析
、
苦
情
、
事
故
等
緊
急
検
体
に
係
る
検
査
分
析

及
び
外
部
委
託
に
係
る
精
度
管
理
調
査
並
び
に
未
規
制
物
質
等
の
分
析
法
の
開
発
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

2
6
,
1
2
9

2
6
,
1
7
1

△
 
4
2

2
2
5
農
薬
に
係
る
水
質
監
視

上
水
道
水
源
の
う
ち
代
表
的
な
河
川
の
農
薬
に
係
る
水
質
監
視

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
7
2

1
8
1

△
 
9

2
2
6
地
下
水
質
常
時
監
視
事
業

地
下
水
質
の
常
時
監
視
を
行
う
た
め
、
府
域
の
地
下
水
質
の
概
況
調
査
、
汚
染
井
戸
周
辺
地
区
調
査
、
定
期

的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)
、

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

4
,
5
7
6

5
,
3
7
0

△
 
7
9
4

2
2
7
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
関
係
苦
情
相
談
処
理
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
事
業
所
指
導

課

2
2
8
外
来
魚
の
実
態
調
査
及
び
密
放
流
防
止
に
向
け
た

啓
発
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
2
9
増
殖
場
（
藻
場
）
造
成
事
業
の
実
施
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
3
0
魚
庭
（
な
に
わ
）
の
海
づ
く
り
大
会
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
3
1
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
3
2
大
阪
湾
に
お
け
る
漁
業
振
興
と
環
境
保
全
に
関
す

る
調
査
研
究
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

水
産
試
験
場
(
*
)

2
3
3
環
境
整
備
事
業

海
域
に
お
け
る
快
適
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
港
湾
区
域
に
お
け
る
ゴ
ミ
や
油
を
回
収

都
市
整
備
部

港
湾
局

2
0
6
,
6
9
2

2
0
4
,
4
4
1

2
,
2
5
1

2
3
4
流
域
下
水
道
維
持
操
作
事
務
補
助
金

流
域
下
水
道
の
維
持
操
作
事
務
処
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
一
部
事
務
組
合
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
都
市
整
備
部

下
水
道
課

2
,
4
4
7
,
9
6
9

2
,
7
1
3
,
8
2
4

△
 
2
6
5
,
8
5
5

2
3
5
流
域
下
水
道
事
業

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
市
町
村
で
管
理
す
る
公
共
下
水
道
に
よ
り
排
除
さ
れ

た
下
水
を
幹
線
に
集
め
、
処
理
場
に
お
い
て
処
理

都
市
整
備
部

下
水
道
課

4
4
,
7
4
7
,
0
6
8

4
8
,
2
0
9
,
8
7
4

△
 
3
,
4
6
2
,
8
0
6

2
3
6
流
域
下
水
汚
泥
処
理
事
業

流
域
下
水
道
と
公
共
下
水
道
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
効
率
的
に
下
水
汚
泥
の
広
域
処
理
を
実
施
。
資
源
化
再

利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
建
設
、
維
持
管
理
を
実
施

都
市
整
備
部

下
水
道
課

4
,
5
3
3
,
9
1
8

7
,
0
2
2
,
8
6
4

△
 
2
,
4
8
8
,
9
4
6

2
3
7
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
の
推
進
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
整
備
課

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）
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2
3
8
河
川
環
境
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

Ⅱ
－
５
　
地
盤
環
境
の
保
全

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

2
3
9
地
盤
沈
下
規
制
指
導
事
業

地
盤
沈
下
を
未
然
防
止
す
る
た
め
、
地
盤
沈
下
観
測
所
で
の
地
下
水
位
及
び
地
盤
沈
下
量
の
常
時
監
視
、
地

下
水
採
取
量
の
把
握
、
地
下
水
採
取
事
業
場
に
対
す
る
指
導
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

6
,
7
6
0

4
,
9
5
2

1
,
8
0
8

2
4
0
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策
推
進
事
業

有
害
物
質
を
含
む
地
下
浸
透
水
の
浸
透
防
止
指
導
に
加
え
、
土
地
所
有
者
等
が
行
う
土
壌
汚
染
状
況
調
査
や

汚
染
の
除
去
等
の
措
置
に
対
す
る
指
導
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

2
,
0
4
4

1
,
3
7
2

6
7
2

2
4
1
地
下
水
の
代
替
用
水
の
供
給

地
下
水
の
代
替
水
と
し
て
の
工
業
用
水
を
安
定
的
に
供
給

水
道
部

事
業
管
理
室

2
,
0
5
8
,
0
6
8

2
,
9
5
0
,
1
5
3

△
 
8
9
2
,
0
8
5

Ⅱ
－
６
　
騒
音
・
振
動
の
防
止

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

2
4
2
関
西
国
際
空
港
に
お
け
る
環
境
保
全
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進

関
西
国
際
空
港
の
運
用
等
に
か
か
る
航
空
機
騒
音
等
の
環
境
面
の
諸
課
題
に
関
し
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、

飛
行
経
路
の
遵
守
の
徹
底
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
な
調
整
を
実
施

に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室

-
-

-

2
4
3
空
港
周
辺
住
民
助
成
事
業

国
が
行
う
移
転
補
償
及
び
緑
地
整
備
事
業
に
よ
り
住
宅
等
を
移
転
す
る
者
に
対
し
、
移
転
資
金
の
利
子
補
給

大
阪
国
際
空
港
周
辺
地
域
及
び
緑
地
地
域
か
ら
移
転
す
る
営
業
者
に
対
し
、
移
転
資
金
の
あ
っ
せ
ん
融
資
等

を
実
施

に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室

1
2

△
 
1

2
4
4
空
港
周
辺
整
備
機
構
助
成
事
業
（
民
家
防
音
工
事

へ
の
助
成
等
）

航
空
機
騒
音
防
止
法
に
基
づ
き
設
立
し
た
「
空
港
周
辺
整
備
機
構
」
が
行
う
民
家
防
音
工
事
助
成
事
業
に
対

し
補
助

固
有
事
業
に
つ
い
て
資
金
の
一
部
を
貸
し
付
け

に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室

9
8
,
8
4
3

8
1
,
7
3
1

1
7
,
1
1
2

2
4
5
空
港
周
辺
整
備
事
業

大
阪
国
際
空
港
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
関
係
市
が
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
移
転
跡
地
等
を
利
用
し

て
行
う
周
辺
環
境
基
盤
施
設
の
整
備
に
対
し
、
国
と
共
同
し
て
補
助
。
法
定
受
託
事
務
と
し
て
指
導
・
監
督

を
実
施

に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室

-
-

-

2
4
6
空
港
周
辺
緑
地
整
備
事
業

大
阪
国
際
空
港
周
辺
の
騒
音
激
甚
地
域
に
お
け
る
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
と
協
力
し
て
同
地
域
の

緑
地
整
備
を
推
進

に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室

3
9
8
,
9
7
5

2
8
7
,
1
5
6

1
1
1
,
8
1
9

2
4
7
沿
道
環
境
対
策
の
推
進

大
阪
府
道
路
環
境
対
策
連
絡
会
議
が
平
成
9
年
3
月
に
策
定
し
た
「
大
阪
府
域
の
沿
道
環
境
対
策
に
つ
い
て
」

に
基
づ
き
、
関
係
諸
機
関
の
連
携
の
下
、
沿
道
に
お
け
る
環
境
対
策
を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

-
-

-

2
4
8
関
西
国
際
空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
実
態

調
査
事
業

関
西
国
際
空
港
周
辺
に
お
い
て
、
航
空
機
騒
音
の
実
態
調
査
を
行
い
、
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
達

成
状
況
を
把
握

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

2
,
0
6
9

2
,
2
5
8

△
 
1
8
9

2
4
9
市
町
村
環
境
担
当
職
員
騒
音
・
振
動
研
修
会
の
開

催
市
町
村
の
騒
音
・
振
動
担
当
職
員
の
事
務
・
技
術
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

5
8

6
4

△
 
6

2
5
0
騒
音
振
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

自
動
車
騒
音
の
常
時
監
視
を
行
う
と
と
も
に
、
騒
音
・
振
動
に
係
る
法
条
例
の
施
行
に
必
要
な
検
査
分
析
や

市
町
村
で
技
術
的
に
対
応
困
難
な
騒
音
、
振
動
、
低
周
波
音
の
検
査
分
析
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

1
2
,
7
1
6

1
1
,
9
4
4

7
7
2

2
5
1
大
阪
国
際
空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
常

時
監
視
等

大
阪
国
際
空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
常
時
監
視
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
市
と
連
携
し
航
空
機
騒

音
の
随
時
測
定
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

4
,
5
0
6

6
,
9
0
1

△
 
2
,
3
9
5

2
5
2
低
周
波
音
問
題
に
関
す
る
技
術
指
導

「
低
周
波
音
問
題
対
応
の
手
引
書
」
（
平
成
1
6
年
度
環
境
省
策
定
）
に
基
づ
く
苦
情
対
応
に
お
い
て
、
市
町

村
で
技
術
的
に
対
応
困
難
な
問
題
に
関
し
技
術
指
導

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

-
-

-

2
5
3
鉄
軌
道
騒
音
・
振
動
の
実
態
把
握
及
び
対
策
の
促

進
鉄
軌
道
騒
音
・
振
動
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
沿
線
地
域
住
民
等
に
対
し
て
騒
音
に
係
る
生
活
環
境

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

3
,
0
0
0

8
9
0

2
,
1
1
0

2
5
4
法
・
条
例
に
基
づ
く
規
制
指
導

工
場
・
事
業
場
や
建
設
作
業
等
の
騒
音
・
振
動
に
関
す
る
規
制
・
指
導
権
限
を
有
し
て
い
る
市
町
村
に
対
し

技
術
的
な
指
導
・
助
言
行
う
と
と
も
に
、
航
空
機
に
よ
る
商
業
宣
伝
放
送
の
規
制
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
を

指
導

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

7
8
6

1
,
0
8
3

△
 
2
9
7

2
5
5
エ
コ
バ
リ
ア
（
環
境
に
配
慮
し
た
低
層
遮
音
壁
）

開
発
普
及
事
業

騒
音
対
策
、
排
ガ
ス
対
策
、
ヒ
ー
ト
ラ
ン
ド
対
策
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
、
多
面
的
な
環
境
配
慮
技

術
を
加
え
た
低
層
遮
音
壁
（
エ
コ
バ
リ
ア
）
の
開
発
を
図
る
た
め
、
エ
コ
バ
リ
ア
に
適
し
た
材
質
、
付
加
機

能
等
に
つ
い
て
検
討

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

1
,
6
0
6

-
1
,
6
0
6

2
5
6
箕
面
森
町
（
水
と
緑
の
健
康
都
市
）
事
業
に
係
る

環
境
保
全
対
策

施
策
分
野
Ⅱ
－
３
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
箕
面
整
備
事
務
所

（
別
掲
）

（
別
掲
）

資料編－12



Ⅱ
－
７
　
有
害
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク
の
低
減
・
管
理

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

2
5
7
試
験
研
究
機
関
提
案
型
調
査
研
究
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

商
工
労
働
部

商
工
振
興
室
も
の
づ
く
り

支
援
課

2
5
8

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
（
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出

量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る

法
律
）
推
進
事
業

法
に
基
づ
く
排
出
量
、
移
動
量
の
届
出
を
受
け
付
け
、
デ
ー
タ
の
集
計
・
公
表
や
事
業
者
に
対
す
る
技
術
的

助
言
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

4
9
0

5
3
4

△
 
4
4

2
5
9
化
学
物
質
対
策
推
進
事
業

化
学
物
質
に
関
す
る
情
報
を
提
供
。
有
害
化
学
物
質
の
管
理
を
促
進
す
る
た
め
の
体
系
的
な
施
策
戦
略
を
取

り
ま
と
め

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

2
6
0
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
事
業
（
発
生
源
対
策
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
特
定
施
設
の
届
出
内
容
の
審
査
、
規
制
基
準
の
遵
守
及
び

自
主
測
定
の
実
施
等
の
指
導
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

1
,
5
2
2

1
,
2
3
8

2
8
4

2
6
1
有
害
化
学
物
質
排
出
抑
制
事
業

化
学
物
質
適
正
管
理
指
針
に
基
づ
き
、
工
場
等
に
使
用
量
の
報
告
を
求
め
、
工
場
等
が
自
主
的
に
化
学
物
質

の
適
正
管
理
を
促
進

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

-
-

-

2
6
2
有
害
大
気
汚
染
物
質
発
生
源
対
策
調
査
事
業

工
場
・
事
業
場
に
お
け
る
排
出
実
態
等
調
査
に
つ
い
て
、
国
の
事
業
を
受
託
し
て
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室

事
業
所
指
導
課

1
,
3
0
0

1
,
2
3
5

6
5

2
6
3
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
常
時
監
視

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
大
気
、
水
質
（
底
質
を
含
む
）
、
地
下
水
、
土
壌
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
常
時
監
視
を
行
い
、
府
域
の
汚
染
状
況
を
把
握
、
追
跡
調
査
や
精
度
管
理
、
排
出
規
制
に
係

る
測
定
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

9
2
,
6
4
1

8
6
,
3
0
7

6
,
3
3
4

2
6
4
化
学
物
質
環
境
実
態
調
査
等
国
庫
委
託
事
業

環
境
省
の
委
託
を
受
け
、
水
中
、
大
気
中
、
底
質
及
び
生
物
内
の
微
量
化
学
物
質
の
分
析
法
の
開
発
、
環
境

調
査
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
特
に
毒
性
の
強
い
も
の
に
つ
い
て
の
特
別
調
査
等
を
行
い
、
有
害
化
学
物
質
対
策

の
基
礎
資
料
を
収
集

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

5
,
2
1
8

5
,
2
1
8

0

2
6
5
有
害
化
学
物
質
管
理
推
進
事
業

環
境
ホ
ル
モ
ン
や
P
R
T
R
法
の
対
象
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
一
般
環
境
中
の
濃
度
状
況
な
ど
の
情
報
を
収
集

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

-
-

-

2
6
6
府
有
施
設
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
事
業
を
実
施

・
府
有
施
設
に
使
用
さ
れ
て
い
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
対
策
工
事
を
計
画
的
に
実
施
、

・
対
策
工
事
を
実
施
す
る
ま
で
の
間
は
、
空
気
環
境
測
定
を
定
期
的
に
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

ほ
か

公
共
建
築
室
計
画
課
ほ
か

1
,
1
9
9
,
5
2
5

-
1
,
1
9
9
,
5
2
5

2
6
7
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業

学
校
施
設
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
た
吹
き
付
け
材
の
飛
散
防
止
対
策
工
事
を
実
施

教
育
委
員
会

施
設
課

5
0
1
,
0
7
1

4
1
7
,
2
1
8

8
3
,
8
5
3

Ⅱ
－
８
　
環
境
保
健
対
策
及
び
公
害
紛
争
処
理

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

2
6
8
環
境
保
健
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
調
査
受
託
事
業

全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
大
気
汚
染
濃
度
と
呼
吸
器
症
状
等
の
関
係
を
示
す
調
査
の
一
環
と
し
て
大
阪
府

の
現
状
を
把
握

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

1
,
9
8
7

2
,
0
8
1

△
 
9
4

2
6
9
微
小
粒
子
状
物
質
曝
露
影
響
調
査
受
託
事
業

デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
由
来
の
微
小
粒
子
状
物
質
と
健
康
影
響
と
の
関
連
を
調
査

健
康
福
祉
部

環
境
衛
生
課

3
,
3
5
2

4
,
2
8
6

△
 
9
3
4

2
7
0
食
品
、
容
器
包
装
等
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
調
査

魚
介
類
、
肉
卵
類
、
乳
・
乳
製
品
及
び
容
器
包
装
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
の
実
態
調
査
を
実
施
。

健
康
福
祉
部

食
の
安
全
推
進
課

6
3
9

6
5
7

△
 
1
8

2
7
1
苦
情
の
処
理

公
害
紛
争
処
理
法
に
基
づ
き
、
府
及
び
府
内
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ
た
公
害
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
状
況
を
調

査
し
、
取
り
ま
と
め

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

2
7
2
公
害
に
係
る
健
康
被
害
救
済
制
度
等
の
円
滑
な
実

施
大
阪
府
及
び
旧
指
定
７
市
が
行
う
健
康
被
害
予
防
事
業
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
調
整

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
1
7
5

△
 
1
7
5

2
7
3
公
害
健
康
被
害
対
策
事
業

公
害
病
の
認
定
患
者
が
死
亡
し
た
際
、
そ
の
遺
族
の
申
請
に
基
づ
き
見
舞
金
を
給
付

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
2
,
5
5
0

1
6
,
4
0
0

△
 
3
,
8
5
0

2
7
4
公
害
審
査
会
の
運
営

公
害
に
係
る
民
事
上
の
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
に
、
あ
っ
せ
ん
、
調
停
、
仲
裁
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
適
正
に

解
決

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

2
9
3

3
3
7

△
 
4
4

2
7
5
大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
委
任

事
務
交
付
金

大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
公
害
防
止
に
係
る
事
務
の
適
正
な
執
行
を
図
る
た

め
、
同
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
事
務
の
処
理
を
行
っ
た
市
町
村
長
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

7
4
,
4
6
0

7
8
,
2
4
7

△
 
3
,
7
8
7

2
7
6
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
に
係
る
手
続
き
の
円
滑
な

実
施

電
波
障
害
対
策
の
一
環
と
し
て
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
に
基
づ
く
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
設

置
及
び
変
更
手
続
き
を
円
滑
に
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

2
7
7
法
・
条
例
に
よ
る
日
影
の
規
制

建
築
基
準
法
及
び
大
阪
府
建
築
基
準
施
行
条
例
に
基
づ
く
日
影
規
制

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指
導
課

-
-

-

（
別
掲
）
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豊
か
な
自
然
と
の
共
生
や
文
化
が
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
の
実
現
（
共
生
・
魅
力
）

Ⅲ
－
１
　
生
物
多
様
性
の
確
保

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

2
7
8
ビ
オ
ト
ー
プ
（
野
生
生
物
の
生
息
空
間
）
の
普
及

啓
発

野
生
生
物
と
共
生
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
生
き
も
の
の
生
息
空
間
を
確
保
す
る
ビ
オ

ト
ー
プ
の
考
え
方
の
普
及
を
促
進

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

-
-

-

2
7
9
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
増
殖
事
業

国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
種
の
保
存
法
に
よ
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
の
保
護
増
殖
を
図
る
た
め
、
生
息
環
境
調
査
や
密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
研
究
会
の
運
営
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

0

2
8
0
外
来
魚
の
実
態
調
査
及
び
密
放
流
防
止
に
向
け
た

啓
発

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
の
外
来
魚
の
生
息
・
影
響
状
況
等
調
査
及
び
密
放
流
防
止
の
た
め
啓
発
活
動
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
,
5
5
8

2
,
8
4
2

△
 
2
8
4

2
8
1
大
阪
府
民
牧
場
の
管
理
運
営

牧
場
が
持
つ
み
ど
り
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い
等
を
通
じ
て
、
府
民
に
潤
い
を
提
供
す
る

府
民
牧
場
を
運
営

環
境
農
林
水
産
部

動
物
愛
護
畜
産
課

8
7
,
9
2
7

8
9
,
9
4
8

△
 
2
,
0
2
1

2
8
2
鳥
獣
保
護
事
業
（
狩
猟
の
適
正
化
事
業
）

狩
猟
の
適
正
化
を
通
じ
て
、
生
物
の
多
様
性
を
確
保
（
鳥
獣
保
護
区
や
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
、
狩
猟
鳥
の

放
鳥
な
ど
）

環
境
農
林
水
産
部

動
物
愛
護
畜
産
課

7
,
8
5
7

3
,
9
6
1

3
,
8
9
6

2
8
3
動
物
愛
護
推
進
事
業

人
と
動
物
の
共
生
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
習
性
を
考
慮
し
て
、
動
物
の
適
正
な
飼
養
等
が
図
れ
る
よ
う
、
動

物
取
扱
業
の
規
制
や
動
物
愛
護
の
普
及
啓
発
を
展
開

環
境
農
林
水
産
部

動
物
愛
護
畜
産
課

6
0
,
9
8
9

5
3
,
7
1
1

7
,
2
7
8

2
8
4
外
来
生
物
対
策
事
業

生
態
系
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
外
来
生
物
対
策
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

動
物
愛
護
畜
産
課

3
,
4
2
6

-
3
,
4
2
6

2
8
5
人
と
動
物
の
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
啓
発
事
業

鳥
獣
の
保
護
等
へ
の
取
り
組
み
の
啓
発
を
図
り
、
生
態
系
の
保
護
や
人
と
動
物
の
共
生
社
会
づ
く
り
を
提
案
環
境
農
林
水
産
部

動
物
愛
護
畜
産
課

1
,
3
4
0

-
1
,
3
4
0

2
8
6
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

鳥
獣
の
保
護
管
理
を
通
じ
て
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
等
を
実
施

第
１
０
次
大
阪
府
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
、
特
定
鳥
獣
（
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
）
保
護
管
理
計
画
を
策
定

環
境
農
林
水
産
部

動
物
愛
護
畜
産
課

2
3
,
1
0
8

3
0
,
4
6
5

△
 
7
,
3
5
7

2
8
7
い
き
い
き
水
路
モ
デ
ル
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

2
8
8
オ
ア
シ
ス
構
想
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

2
8
9
ま
ち
づ
く
り
水
路
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

2
9
0
地
域
総
合
オ
ア
シ
ス
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

Ⅲ
－
２
　
自
然
環
境
の
保
全
・
回
復
・
創
出

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

2
9
1
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

 
 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

生
活
文
化
部

次
世
代
育
成
支
援
室

2
9
2
府
立
総
合
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の

 
管
理
運
営
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

生
活
文
化
部

次
世
代
育
成
支
援
室

2
9
3
ベ
ン
チ
ャ
ー
新
技
術
率
先
発
注
モ
デ
ル
事
業

 
 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
５
参
照

商
工
労
働
部

商
工
振
興
室
経
営
支
援
課

2
9
4
ブ
ナ
林
保
全
整
備
管
理
事
業

府
が
買
収
し
た
周
辺
森
林
約
４
７
ｈ
ａ
で
、
ブ
ナ
の
森
づ
く
り
を
目
指
し
た
保
全
整
備
事
業
を
行
う
（
財
）

大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
対
し
て
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

3
,
6
2
1

4
,
1
0
9

△
 
4
8
8

2
9
5
三
草
山
緑
地
環
境
保
全
事
業

府
自
然
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
指
定
し
た
三
草
山
の
保
全
管
理
事
業
を
行
う

（
財
）
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
対
し
て
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

2
,
6
8
6

2
,
6
8
6

0

2
9
6
自
然
環
境
保
全
地
域
等
保
全
事
業

「
大
阪
府
自
然
環
境
保
全
審
議
会
」
（
現
環
境
審
議
会
）
の
審
議
を
経
て
、
指
定
さ
れ
た
自
然
環
境
保
全
地

域
等
で
(
財
)
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
が
行
う
保
全
管
理
事
業
に
対
し
て
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

2
,
9
6
1

2
,
9
6
1

0

2
9
7
自
然
保
護
指
導
事
業

自
然
環
境
保
全
指
導
員
を
任
命
し
、
国
定
公
園
区
域
や
自
然
環
境
保
全
地
域
等
の
巡
視
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
0
,
8
9
6

1
1
,
3
6
0

△
 
4
6
4

2
9
8
府
立
自
然
公
園
構
想
推
進
事
業

 
 
（
泉
州
西
部
地
区
）

泉
州
西
部
地
区
の
景
観
の
保
全
と
活
用
を
図
る
た
め
、
府
立
自
然
公
園
制
度
の
適
用
可
能
性
の
検
討
や
地
元

の
土
地
利
用
に
対
す
る
意
向
調
査
や
、
自
然
景
観
、
動
植
物
、
歴
史
・
文
化
等
の
基
礎
資
料
の
収
集
を
実
施
環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

2
,
1
7
4

-
2
,
1
7
4

2
9
9
里
山
ト
ラ
ス
ト
事
業

(
財
)
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
等
が
実
施
す
る
森
林
保
全
活
動
（
里
山
ト
ラ
ス
ト
）
を
支
援

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

-
1
5
0

△
 
1
5
0

3
0
0
共
生
の
森
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

堺
第
７
－
３
区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡
地
に
お
い
て
自
然
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
共
生
の
森
を
整
備

し
、
府
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
等
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
を
支
援

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

0

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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3
0
1
自
然
環
境
教
育
推
進
事
業

自
然
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
校
区
内
の
身
近
な
生
き
も
の
調
査
を
展
開
環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

9
8
4

1
,
1
8
0

△
 
1
9
6

3
0
2
治
山
事
業

森
林
の
維
持
造
成
を
通
じ
て
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
府
民
の
生
命
財
産
を
保
全

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
8
7
,
3
5
5

9
7
4
,
6
4
8

1
2
,
7
0
7

3
0
3
自
然
環
境
の
保
全
と
回
復
に
関
す
る
協
定
の
締
結

に
係
る
事
務

開
発
と
自
然
環
境
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
自
然
回
復
を
行
わ
せ
る
た
め
、
開
発
者
と
協
定
を

締
結

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

-
-

-

3
0
4

自
然
公
園
特
別
地
域
（
特
別
保
護
地
区
）
内
許

可
、
同
普
通
地
域
内
届
出
及
び
近
郊
緑
地
保
全
区

域
内
届
出
に
係
る
事
務

自
然
公
園
区
域
内
及
び
近
郊
緑
地
保
全
区
域
内
の
各
種
行
為
に
つ
い
て
、
適
正
に
審
査
・
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
違
法
行
為
等
を
未
然
に
防
止

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

3
8

4
8

△
 
1
0

3
0
5
種
苗
養
成
事
業

優
良
な
山
林
を
造
成
す
る
た
め
、
府
の
気
候
や
土
壌
等
の
条
件
に
あ
っ
た
生
育
の
良
好
な
母
樹
を
指
定
し
、

優
良
種
子
の
採
取
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

5
6
5

7
0
8

△
 
1
4
3

3
0
6
森
林
造
成
事
業

山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
の
か
ん
養
を
図
る
た
め
、
荒
廃
森
林
を
整
備
す
る
森
林
所
有
者
や
森
林
組
合
に
対

し
て
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

9
1
,
6
4
7

9
6
,
4
2
4

△
 
4
,
7
7
7

3
0
7
森
林
保
全
管
理
事
業
（
森
林
保
全
員
）

保
安
林
・
府
営
林
の
適
正
管
理
を
図
り
、
健
全
な
森
林
と
し
て
維
持
す
る
た
め
、
森
林
保
全
員
を
任
命
し
森

林
巡
視
活
動
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

1
1
,
4
2
1

1
1
,
3
5
3

6
8

3
0
8
府
営
林
整
備
事
業

民
有
地
に
地
上
権
を
設
定
し
た
「
府
営
林
」
に
お
い
て
、
森
林
の
保
育
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
多
様
な
公

益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
す
る
森
林
を
育
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

7
6
,
6
9
8

8
9
,
5
0
1

△
 
1
2
,
8
0
3

3
0
9
保
安
林
整
備
緊
急
対
策
事
業

規
模
が
零
細
な
荒
廃
保
安
林
の
整
備
を
行
い
、
保
安
林
の
持
つ
国
土
の
保
全
等
公
益
的
機
能
の
回
復
及
び
維

持
・
増
進
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

4
9
,
1
1
4

3
6
,
5
9
2

1
2
,
5
2
2

3
1
0
保
安
林
整
備
推
進
事
業

森
林
法
に
基
づ
き
保
安
林
の
指
定
及
び
保
安
林
を
適
正
に
管
理

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

8
,
3
7
0

9
,
0
2
3

△
 
6
5
3

3
1
1
林
地
開
発
許
可
及
び
保
安
林
（
保
安
施
設
地
区
）

内
作
業
許
可
に
係
る
事
務

地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林
に
お
け
る
開
発
行
為
及
び
保
安
林
等
に
お
け
る
各
種
行
為
を
適
正
に
審
査
・
指

導
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
に
お
け
る
違
法
行
為
等
を
未
然
に
防
止

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

4
8
9

5
1
8

△
 
2
9

3
1
2
林
道
開
設
改
良
事
業

森
林
管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
林
道
開
設
や
林
道
改
良
を
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
て
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

6
,
0
0
0

-
6
,
0
0
0

3
1
3
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

健
全
な
森
林
の
育
成
と
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
間
伐
実
施
事
業
等
に
対
し
て
助
成
環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

4
,
9
9
7

2
,
8
0
0

2
,
1
9
7

3
1
4
企
業
参
加
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
（
基
金
事
業
）

企
業
が
森
づ
く
り
に
協
力
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
企
業
と
と
も
に
府
民
に
森
づ
く
り
活
動
へ
の
参

加
を
促
す
た
め
の
取
組
み
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

森
林
課

2
,
2
4
5

-
2
,
2
4
5

3
1
5
自
然
海
浜
保
全
地
区
管
理
事
業

府
域
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
海
浜
（
岬
町
）
を
保
全
す
る
た
め
、
岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然
海
浜
保
全

地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

2
,
0
1
3

2
,
0
3
3

△
 
2
0

3
1
6
い
き
い
き
水
路
モ
デ
ル
事
業

農
業
用
水
路
の
改
修
に
よ
り
農
業
用
水
の
確
保
、
雨
水
の
排
水
と
い
っ
た
基
本
的
な
機
能
の
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
水
と
緑
豊
か
な
水
辺
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
多
面
的
に
整
備

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

2
6
2
,
5
0
0

1
4
3
,
8
5
0

1
1
8
,
6
5
0

3
1
7
オ
ア
シ
ス
構
想
推
進
事
業

た
め
池
を
農
業
用
施
設
と
し
て
活
か
し
つ
つ
、
都
市
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
地
域
の
貴
重
な
環

境
資
源
と
し
て
総
合
的
に
整
備

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

1
2
7
,
0
2
9

1
1
6
,
1
9
2

1
0
,
8
3
7

3
1
8
た
め
池
愛
護
月
間
の
実
施

５
月
を
「
た
め
池
愛
護
月
間
」
と
定
め
、
た
め
池
が
生
活
環
境
の
創
造
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
貴
重
な
自

然
資
源
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
府
民
に
対
し
広
報
活
動
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

-
-

-

3
1
9
ま
ち
づ
く
り
水
路
整
備
事
業

網
の
目
状
に
展
開
す
る
農
業
用
水
路
が
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
親
水
施
設
や
防
災
施
設
を
整
備

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

2
8
8
,
4
6
2

3
4
8
,
7
6
4

△
 
6
0
,
3
0
2

3
2
0
水
質
保
全
対
策
事
業

都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
家
庭
雑
排
水
が
農
業
用
水
路
等
に
流
入
し
農
業
用
水
が
著
し
く
汚
濁
し
て
い
る
地

区
に
お
い
て
、
用
排
水
路
の
分
離
や
水
質
の
改
善
を
行
い
、
水
質
汚
濁
に
よ
る
被
害
を
除
去

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
2
,
6
9
6

7
7
,
0
7
6

△
 
3
4
,
3
8
0

3
2
1
地
域
総
合
オ
ア
シ
ス
整
備
事
業

た
め
池
が
広
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
た
め
池
を
群
と
し
て
と
ら
え
老
朽
た
め
池
の
改
修
、

関
連
水
路
の
整
備
の
ほ
か
、
オ
ア
シ
ス
整
備
等
の
多
面
的
機
能
を
活
か
し
た
総
合
整
備
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

1
4
1
,
5
3
8

1
1
2
,
3
5
0

2
9
,
1
8
8

3
2
2
土
地
改
良
財
産
の
管
理

府
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
改
良
財
産
（
農
業
用
水
路
、
た
め
池
、
農
道
等
）
を
適
正
に
管

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
良
好
な
農
空
間
を
保
全

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

3
,
6
4
0

3
,
8
3
1

△
 
1
9
1

3
2
3
土
地
改
良
事
業
指
導
（
維
持
管
理
助
成
）

農
業
団
体
が
農
業
用
施
設
（
農
業
用
水
路
、
た
め
池
、
農
道
等
）
の
維
持
補
修
を
行
う
際
に
必
要
な
事
業
費

の
３
割
に
つ
い
て
大
阪
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
を
通
じ
て
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
良
好
な
農
空
間
を

保
全

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

8
,
5
0
5

8
,
5
0
5

0

3
2
4
農
空
間
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
事
業

地
域
ご
と
の
特
色
や
課
題
を
踏
ま
え
た
、
良
好
な
農
空
間
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
、
保
全
・
創
造
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
策
定
を
支
援

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

3
,
6
8
5

1
0
,
5
2
5

△
 
6
,
8
4
0
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3
2
5
大
阪
府
農
空
間
保
全
・
活
用
指
針
に
基
づ
く
施
策

の
進
行
管
理

大
阪
の
良
好
な
農
空
間
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
、
「
大
阪
府
農
空
間
保
全
・
活
用
指
針
」
に
基
づ
く
地
域

指
定
を
管
理

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

-
-

-

3
2
6
増
殖
場
（
藻
場
）
造
成
事
業
の
実
施

魚
介
類
の
産
卵
場
、
稚
仔
魚
の
育
成
場
で
あ
る
増
殖
場
（
藻
場
）
を
造
成

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

1
2
,
0
0
0

1
5
1
,
0
0
0

△
 
1
3
9
,
0
0
0

3
2
7
魚
庭
（
な
に
わ
）
の
森
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

大
阪
湾
を
豊
か
な
漁
場
と
し
て
育
む
た
め
、
森
、
川
、
海
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
漁
業
者
等
に
よ
る
府
内

河
川
上
流
域
の
森
林
へ
の
植
樹
・
育
林
活
動
を
支
援

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

2
,
7
2
0

2
,
7
0
0

2
0

3
2
8
関
西
国
際
空
港
周
辺
の
海
域
監
視
等
の
実
施

海
藻
が
繁
茂
し
、
魚
介
類
の
成
育
場
と
な
っ
て
い
る
関
西
国
際
空
港
周
辺
海
域
の
保
護
を
図
る
た
め
、
海
域

監
視
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

5
,
3
1
5

6
,
5
8
5

△
 
1
,
2
7
0

3
2
9
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
活
用

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
オ
ニ
オ
コ
ゼ
・
ヒ
ラ
メ
等
４
魚
種
の
種
苗
生
産
・
放
流
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

4
,
2
1
2

4
,
2
8
0

△
 
6
8

3
3
0
海
岸
高
潮
対
策
事
業
（
港
湾
防
災
、
海
岸
高
潮
対

策
、
海
岸
調
査
）

堤
防
の
改
修
に
あ
っ
た
て
は
、
既
存
の
自
然
海
浜
及
び
動
植
物
を
保
全
・
保
護
す
る
た
め
過
年
度
に
住
民
参

加
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
自
然
に
配
慮
し
た
設
計
及
び
材

料
を
使
用
（
福
島
海
岸
）

都
市
整
備
部

港
湾
局

4
4
9
,
5
4
8

4
0
1
,
7
8
3

4
7
,
7
6
5

3
3
1
港
湾
建
設
事
業
（
環
境
）

海
浜
や
緑
地
な
ど
港
湾
の
環
境
に
資
す
る
施
設
整
備
を
実
施
。
「
野
鳥
や
海
生
生
物
の
生
息
環
境
の
形
成

場
」
及
び
「
生
物
に
よ
る
水
質
浄
化
を
行
う
場
」
と
し
て
の
積
極
的
活
用
を
目
的
と
し
て
、
人
工
干
潟
を
整

備
都
市
整
備
部

港
湾
局

3
5
8
,
7
7
3

3
4
4
,
0
1
2

1
4
,
7
6
1

3
3
2
生
駒
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
の
推
進

生
駒
山
系
に
お
い
て
緑
を
活
か
し
た
砂
防
設
備
等
を
整
備

都
市
整
備
部

河
川
室
ダ
ム
砂
防
課

7
7
3
,
2
4
2

5
0
8
,
4
3
4

2
6
4
,
8
0
8

3
3
3
府
営
住
宅
維
持
修
繕

周
辺
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
、
府
営
住
宅
の
良
好
な
環
境
の
維
持
・
保
全
の
た
め
に
一
般
修
繕
や
計
画
修

繕
、
緑
化
等
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営
室
住
宅
管
理
課

〔
1
3
,
7
6
5
,
5
8
1
〕
〔
1
2
,
0
0
5
,
6
7
6
〕
〔
1
,
7
5
9
,
9
0
5
〕

3
3
4
箕
面
森
町
（
水
と
緑
の
健
康
都
市
）
事
業
に
係
る

環
境
保
全
対
策

施
策
分
野
Ⅱ
－
３
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
箕
面
整
備
事
務
所

Ⅲ
－
３
　
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
活
用

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

3
3
5
狭
山
池
・
水
の
文
化
園
構
想
の
推
進

水
の
文
化
園
構
想
に
係
る
大
阪
狭
山
市
及
び
庁
内
関
係
課
と
の
連
絡
調
整
を
実
施

政
策
企
画
部

企
画
室

-
-

-

3
3
6
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
整
備
推
進
事
業

自
然
環
境
の
保
全
と
持
続
可
能
な
開
発
を
基
本
に
、
社
会
経
済
基
盤
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
人
と
海
と
が

豊
か
に
触
れ
合
う
こ
と
を
目
指
す
「
な
ぎ
さ
海
道
」
推
進
事
業
を
実
施
。

具
体
的
取
組
と
し
て
は
、
「
な
ぎ
さ
海
道
」
資
源
登
録
、
「
な
ぎ
さ
海
道
」
ウ
ォ
ー
ク
や
「
な
ぎ
さ
海
道
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
　
等

政
策
企
画
部

企
画
室

-
-

-

3
3
7
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

生
活
文
化
部

次
世
代
育
成
支
援
室

〔
1
8
5
,
3
7
1
〕

〔
2
4
7
,
4
5
1
〕

〔
△
6
2
,
0
8
0
〕

3
3
8
府
立
総
合
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
青
少
年
が
野
外
活
動
体
験
を
通
じ
自
然
環
境
に
触
れ
合
う
な
ど
、
環
境
を
理
解
す
る
場
を
提
供

生
活
文
化
部

次
世
代
育
成
支
援
室

〔
1
6
3
,
5
3
5
〕

〔
1
9
8
,
0
2
3
〕

〔
△
3
4
,
4
8
8
〕

3
3
9
自
然
公
園
管
理
事
業

長
距
離
自
然
歩
道
や
自
然
公
園
施
設
の
維
持
・
管
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
環
境
保
全
や
森
林
美
化
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

8
6
,
6
8
5

8
3
,
3
7
4

3
,
3
1
1

3
4
0
自
然
公
園
整
備
事
業

明
治
の
森
箕
面
国
定
公
園
及
び
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公
園
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
府
民
に
憩
い
の
場
を
提

供
す
る
た
め
、
施
設
の
整
備
、
改
良
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
6
6
,
6
6
5

1
3
8
,
1
2
5

2
8
,
5
4
0

3
4
1
周
辺
山
系
保
全
利
用
事
業

府
立
自
然
公
園
な
ど
周
辺
山
系
の
森
林
利
用
活
動
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
、
環
状
自
然
歩
道

を
整
備

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

-
1
6
,
0
0
0

△
 
1
6
,
0
0
0

3
4
2
府
民
の
森
管
理
事
業

自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
大
阪
府
民
の
森
の
維
持
、
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境

教
育
の
機
会
を
提
供

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

2
7
0
,
9
7
7

3
0
6
,
6
3
0

△
 
3
5
,
6
5
3

3
4
3
府
民
の
森
保
全
整
備
事
業

大
阪
府
民
の
森
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
各
園
地
の
特
性
を
活
か
し
た
施
設
整
備
や
安
全
性
の
確
保
を
図

り
、
府
民
に
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
0
4
,
9
7
8

1
2
8
,
9
7
0

△
 
2
3
,
9
9
2

3
4
4
府
立
花
の
文
化
園
の
管
理
運
営

「
花
に
憩
い
、
花
に
学
び
、
花
で
交
流
す
る
」
を
基
本
方
針
に
花
と
み
ど
り
の
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
拠

点
植
物
園
と
し
て
整
備
し
た
「
花
の
文
化
園
」
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
で
あ
る
（
財
）
大
阪
府
み
ど
り

公
社
に
委
託

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
推
進
課

1
7
3
,
1
5
8

1
8
8
,
1
7
6

△
 
1
5
,
0
1
8

3
4
5
棚
田
・
ふ
る
さ
と
保
全
事
業

府
民
に
よ
る
棚
田
保
全
活
動
を
通
じ
て
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
棚
田
地
域
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
府
民
が
棚

田
と
ふ
れ
あ
い
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
棚
田
基
金
を
設
置
し
、
基
金
を
用
い
て
府
民
に
よ
る
保
全

活
動
を
支
援

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

1
,
5
9
4

1
,
5
9
4

0

3
4
6
ふ
れ
あ
い
漁
港
整
備
事
業

府
民
が
気
軽
に
海
と
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
ふ
れ
あ
い
と
ゆ
と
り
の
場
や
、
漁
業
者
と
府
民
の
交
流
の
場
を

備
え
た
多
目
的
な
機
能
を
有
す
る
漁
港
を
整
備

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

4
4
2
,
0
0
0

4
7
5
,
0
0
0

△
 
3
3
,
0
0
0

3
4
7
い
き
い
き
水
路
モ
デ
ル
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

3
4
8
オ
ア
シ
ス
構
想
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

（
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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3
4
9
ま
ち
づ
く
り
水
路
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

3
5
0
地
域
総
合
オ
ア
シ
ス
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

3
5
1
農
空
間
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

3
5
2
海
と
自
然
の
環
境
学
習
(
夏
休
み
海
の
教
室
・
な
ぎ

さ
の
楽
校
)
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

水
産
試
験
場
(
*
)

3
5
3
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
の
推
進

治
水
上
の
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
河
川
本
来
の
自
然
環
境
の
保
全
・
創
出
や
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
河
川
改
修
を
行
い
、
良
好
な
水
辺
空
間
を
形
成

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
整
備
課

7
9
7
,
7
7
4

1
,
0
2
0
,
0
0
0

△
 
2
2
2
,
2
2
6

3
5
4
河
川
愛
護
月
間
啓
発
事
業
の
推
進

7
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
し
、
ち
ら
し
等
に
よ
る
広
報
、
河
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
行
事
を
実
施
都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

3
,
3
5
6

3
,
3
2
0

3
6

3
5
5
公
園
維
持
管
理
事
業

府
民
が
府
営
公
園
を
常
に
安
心
･
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
公
園
施
設
の
補
修
及
び
清
掃
・
除
草

な
ど
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施

都
市
整
備
部

公
園
課

3
,
8
8
2
,
0
2
7

4
,
3
4
1
,
9
3
3

△
 
4
5
9
,
9
0
6

3
5
6
公
園
緑
地
整
備
事
業

快
適
な
環
境
の
創
造
や
都
市
景
観
の
向
上
、
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
地
の
機
能
確
保
の
た
め
、
府
営
公

園
を
整
備

都
市
整
備
部

公
園
課

4
,
8
8
0
,
4
2
9

6
,
8
4
1
,
5
0
9

△
 
1
,
9
6
1
,
0
8
0

3
5
7
ふ
る
さ
と
砂
防
事
業
の
推
進

地
域
活
性
化
の
た
め
、
周
辺
の
整
備
計
画
と
一
体
と
な
っ
た
渓
流
保
全
工
の
整
備
を
行
い
、
良
好
な
水
辺
空

間
を
形
成

都
市
整
備
部

河
川
室
ダ
ム
砂
防
課

3
3
,
7
0
0

△
 
3
3
,
7
0
0

3
5
8
水
と
緑
豊
か
な
渓
流
砂
防
事
業
の
推
進

親
水
性
を
も
っ
た
渓
流
保
全
工
を
整
備

都
市
整
備
部

河
川
室
ダ
ム
砂
防
課

2
9
5
,
1
6
9

3
9
0
,
1
0
2

△
 
9
4
,
9
3
3

3
5
9
河
川
環
境
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

3
6
0
大
阪
府
広
域
緑
地
計
画
の
改
訂
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

総
合
計
画
課

3
6
1
府
立
少
年
自
然
の
家
に
お
け
る
自
然
体
験
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
２
参
照

教
育
委
員
会

市
町
村
教
育
室

地
域
教
育
振
興
課

Ⅲ
－
４
　
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
・
活
用

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

3
6
2
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
整
備
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

政
策
企
画
部

企
画
室

3
6
3
工
場
等
に
お
け
る
緑
化
推
進

一
定
規
模
以
上
の
工
場
が
新
増
設
等
を
行
う
際
に
、
工
場
立
地
法
に
基
づ
き
緑
地
設
置
等
に
関
し
て
届
出
指

導
を
実
施

商
工
労
働
部

産
業
労
働
企
画
室

企
業
誘
致
推
進
課

-
-

-

3
6
4
公
共
緑
化
促
進
事
業

緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
府
が
管
理
す
る
公
共
施
設
に
対
し
て
緑
化
苗
木
を
配
布
環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

3
,
3
5
6

2
,
5
3
6

8
2
0

3
6
5
大
阪
府
植
樹
祭
開
催
事
業

み
ど
り
に
対
す
る
府
民
の
関
心
を
高
め
、
府
民
参
加
に
よ
る
緑
化
推
進
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
彩
都
で
大
阪

府
植
樹
祭
を
開
催

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

0

3
6
6
地
域
緑
化
推
進
事
業

市
街
地
の
緑
被
率
向
上
を
図
る
た
め
,
大
阪
府
み
ど
り
の
基
金
事
業
と
し
て
、
緑
化
苗
木
を
配
布

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
7
,
5
9
0

1
5
,
5
9
0

2
,
0
0
0

3
6
7
み
ど
り
づ
く
り
推
進
事
業

市
街
地
の
緑
被
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
民
間
施
設
の
緑
化
や
、
地
域
住
民
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
様
々
な
主
体
が
協
働
し
て
行
う
地
域
の
緑
化
活
動
に
対
し
て
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
6
,
6
6
6

2
3
,
3
0
0

△
 
6
,
6
3
4

3
6
8
花
と
み
ど
り
の
街
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

質
の
高
い
み
ど
り
空
間
を
創
出
し
、
街
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
特
色
あ
る
新
し
い
空
間
づ
く
り
の
プ
ラ

ン
を
公
募
し
、
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

9
3
,
4
8
7

9
2
,
1
6
6

1
,
3
2
1

3
6
9
府
有
施
設
モ
デ
ル
緑
化
事
業

構
造
物
上
や
壁
面
な
ど
、
他
の
公
共
施
設
や
民
間
施
設
が
緑
化
を
行
う
際
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
整
備
を

平
成
1
7
年
度
に
５
ヶ
所
の
府
有
施
設
で
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

3
0
,
0
0
0

△
 
3
0
,
0
0
0

3
7
0
た
め
池
防
災
事
業

老
朽
化
し
た
た
め
池
や
水
路
の
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
用
水
の
確
保
と
決
壊
及
び
溢
水
に
よ
る
災

害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
空
間
を
保
全

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

8
8
0
,
0
8
8

9
1
9
,
8
4
8

△
 
3
9
,
7
6
0

3
7
1
湛
水
防
除
事
業

都
市
化
の
進
展
に
伴
う
流
域
の
開
発
等
に
よ
り
、
豪
雨
時
に
水
路
や
農
地
が
湛
水
し
農
業
生
産
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
排
水
機
の
設
置
及
び
排
水
路
の
整
備
等
を
行
い
、
農
業
生
産
の
維
持
及
び
農

業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
併
せ
て
農
空
間
を
保
全

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

1
7
9
,
3
7
9

1
0
1
,
6
7
9

7
7
,
7
0
0

3
7
2
土
地
改
良
施
設
耐
震
対
策
事
業

東
南
海
・
南
海
地
震
を
は
じ
め
、
大
規
模
地
震
に
よ
り
、
甚
大
な
２
次
被
害
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る

土
地
改
良
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
農
空
間
を
保
全

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

6
3
,
0
0
0

4
2
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

3
7
3
地
域
ぐ
る
み
た
め
池
防
災
機
能
増
進
事
業

農
業
経
営
並
び
に
防
災
の
観
点
か
ら
、
た
め
池
の
維
持
管
理
を
適
正
に
行
う
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
複
数
の

た
め
池
の
管
理
者
が
連
携
し
て
、
た
め
池
防
災
協
議
会
を
設
立
し
、
た
め
池
の
監
視
や
水
位
操
作
等
の
維
持

管
理
活
動
を
協
働
で
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
全
体
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
た
め
池
を
中
心
と
し
た
水
辺
空
間
を
保
全

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

8
,
4
8
4

9
,
0
0
0

△
 
5
1
6

3
7
4
た
め
池
愛
護
月
間
の
実
施
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

（
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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3
7
5
河
川
環
境
整
備
事
業

地
域
住
民
の
や
す
ら
ぎ
、
憩
い
の
場
と
し
て
、
河
川
高
水
敷
の
遊
歩
道
整
備
、
自
然
環
境
再
生
と
し
て
干
潟

の
再
生
、
水
質
悪
化
や
ダ
イ
オ
シ
ン
類
に
よ
る
底
質
の
汚
染
対
策
の
た
め
、
浄
化
浚
渫
や
浄
化
施
設
を
設
置
都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

1
,
2
4
7
,
3
0
1

1
,
0
7
0
,
1
0
6

1
7
7
,
1
9
5

3
7
6
治
水
緑
地
の
整
備

治
水
機
能
の
ほ
か
、
平
常
時
は
公
園
等
に
使
用
す
る
施
設
を
整
備

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
整
備
課

1
,
1
0
1
,
0
3
2

1
,
2
5
9
,
6
9
0

△
 
1
5
8
,
6
5
8

3
7
7
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

の
推
進

緑
を
活
か
し
た
斜
面
対
策
の
実
施

都
市
整
備
部

河
川
室
ダ
ム
砂
防
課

9
8
1
,
9
0
1

9
1
3
,
4
0
7

6
8
,
4
9
4

3
7
8
ス
ー
パ
ー
堤
防
の
整
備

河
川
と
街
が
一
体
と
な
っ
た
親
水
性
の
高
い
空
間
の
創
出

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
整
備
課

6
,
0
0
0

2
4
,
2
5
5

△
 
1
8
,
2
5
5

3
7
9
都
市
緑
化
振
興
事
業

府
民
に
対
し
て
都
市
緑
化
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
条
例
に
よ
る
風
致
地

区
に
お
け
る
建
築
物
な
ど
へ
の
規
制
に
よ
る
良
好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
っ
て
,
都
市
に
お
け
る
良
好
な
環

境
を
創
出

都
市
整
備
部

公
園
課

5
5
,
5
3
4

3
7
,
2
9
5

1
8
,
2
3
9

3
8
0
府
道
緑
化
事
業

都
市
の
景
観
形
成
や
環
境
改
善
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
街
路
樹
を
、
良
好
な
状
態
に
維
持
管
理
す
る
と
と

も
に
、
防
災
や
福
祉
の
視
点
に
立
っ
た
街
路
樹
を
再
整
備
。
ま
た
「
み
ん
な
で
育
て
る
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
学
校
、
地
域
が
協
働
し
て
、
道
路
を
は
じ
め
公
共
空
間
の
緑
化
を
推
進
し
緑
豊
か
な

う
る
お
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
創
出

都
市
整
備
部

公
園
課

9
5
3
,
2
1
2

1
,
1
1
7
,
7
1
2

△
 
1
6
4
,
5
0
0

3
8
1
地
域
の
魅
力
・
顔
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
常
生
活
の
中
で
誰
も
が
利
用
す
る
「
駅
」
周
辺
を
、
行
政
・
地
域
住
民
を
含
め
た
多
く
の
関
係
者
（
鉄

道
・
バ
ス
、
商
店
等
）
が
協
働
し
て
、
美
し
く
個
性
が
き
ら
め
き
魅
力
あ
る
空
間
に
再
生
し
、
ま
ち
の
活
性

化
を
図
る
。
さ
ら
に
府
内
全
域
に
広
げ
る
こ
と
で
、
駅
周
辺
か
ら
大
阪
全
体
の
再
生
を
目
指
す

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

1
4
,
6
7
0

2
1
,
0
0
0

△
 
6
,
3
3
0

3
8
2
「
水
の
都
大
阪
」
再
生
に
向
け
た
河
川
環
境
整
備

「
水
の
都
大
阪
再
生
構
想
」
に
基
づ
き
、
都
心
部
で
魅
力
あ
る
水
辺
の
整
備
促
進

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

〔
3
1
4
,
0
0
0
〕

-
〔
3
1
4
,
0
0
0
〕

3
8
3
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
等
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
、
都
市
の

再
生
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
経
済
・
社
会
を
活
性
化
都
市
整
備
部

総
合
計
画
課

1
,
8
1
9

1
,
9
8
7

△
 
1
6
8

3
8
4
大
阪
府
広
域
緑
地
計
画
の
改
訂

平
成
1
1
年
3
月
策
定
し
た
「
大
阪
府
広
域
緑
地
計
画
」
に
つ
い
て
、
都
市
の
「
み
ど
り
」
に
対
す
る
府
民

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
、
景
観
緑
三
法
、
大
阪
府
自
然
環
境
保
全
条
例
の
改
正
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
広
域
的

な
都
市
計
画
の
観
点
か
ら
、
大
阪
の
み
ど
り
の
将
来
像
を
実
現
さ
せ
る
手
法
を
検
討
す
る
た
め
改
定

都
市
整
備
部

総
合
計
画
課

5
,
3
3
8

-
5
,
3
3
8

3
8
5
都
市
再
生
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
５
参
照

都
市
整
備
部

総
合
計
画
課

3
8
6
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
（
別
掲
)

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

3
8
7
流
域
下
水
道
維
持
操
作
事
務
補
助
金
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

下
水
道
課

3
8
8
流
域
下
水
道
事
業
(
別
掲
)

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

下
水
道
課

3
8
9
流
域
下
水
汚
泥
処
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

下
水
道
課

3
9
0
公
園
維
持
管
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

都
市
整
備
部

公
園
課

3
9
1
公
園
緑
地
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

都
市
整
備
部

公
園
課

3
9
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

3
9
3
総
合
設
計
制
度
の
活
用
に
よ
る
公
開
空
地
等
の
確

保
総
合
設
計
制
度
に
よ
り
、
建
物
敷
地
内
に
お
け
る
公
開
空
地
の
確
保
や
、
屋
上
緑
化
の
普
及
を
展
開

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

-
-

-

3
9
4
市
街
地
再
開
発
補
助

土
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な
高
度
利
用
を
図
り
、
中
高
層
耐
火
建
築
物
や
公
共
施
設
の
総
合
的
な
整
備
を
行

う
市
街
地
再
開
発
事
業
に
対
す
る
指
導
・
助
成

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

〔
1
,
1
0
0
,
2
7
8
〕

〔
2
,
6
6
3
,
4
2
2
〕
〔
△
1
,
5
6
3
,
1
4
4
〕

3
9
5
土
地
区
画
整
理
補
助

都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
を
行
う
市
町
村
や
土
地
区
画
整
理
組
合
に
対
し
、
補
助
・
指
導
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
健
全
な
市
街
地
の
造
成
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

〔
1
,
7
2
6
,
7
0
4
〕

〔
1
,
5
1
8
,
7
7
6
〕

〔
2
0
7
,
9
2
8
〕

3
9
6
農
住
組
合
推
進
事
業

農
と
住
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
農
住
組
合
が
行
う
基
盤
整
備
な
ど
の
事
業
計
画
に
対

す
る
事
業
認
可
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

-
-

-

3
9
7
府
営
住
宅
の
建
設

居
住
水
準
の
向
上
と
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
性
が
高
く
周
辺
環
境

と
の
調
和
を
図
り
、
都
市
景
観
に
配
慮
し
た
良
好
な
住
環
境
を
整
備

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営
室
住
宅
整
備
課

2
2
,
2
3
8
,
1
3
4

1
8
,
7
8
6
,
9
4
4

3
,
4
5
1
,
1
9
0

3
9
8
緑
住
タ
ウ
ン
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
事
業

農
と
住
が
調
和
し
た
潤
い
あ
る
良
好
な
都
市
空
間
の
形
成
を
目
的
に
市
町
村
が
行
う
未
接
道
農
地
の
解
消
や

狭
小
な
道
路
の
拡
幅
工
事
に
補
助

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

〔
5
,
5
0
0
〕

〔
8
,
0
0
0
〕

〔
△
2
,
5
0
0
〕

3
9
9
緑
住
タ
ウ
ン
ま
ち
な
み
デ
ザ
イ
ン
推
進
事
業

農
と
住
が
調
和
し
た
潤
い
あ
る
良
好
な
都
市
空
間
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

対
し
て
意
向
調
査
、
現
況
調
査
及
び
整
備
手
法
の
検
討
に
補
助

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

ｰ
ｰ

-

4
0
0
民
活
に
よ
る
府
営
住
宅
の
建
替
え

府
営
住
宅
の
建
替
え
と
活
用
用
地
の
活
用
に
つ
い
て
事
業
コ
ン
ペ
に
よ
り
民
間
事
業
者
が
周
辺
環
境
と
の
調

和
を
図
り
、
都
市
景
観
の
形
成
に
配
慮
し
た
良
好
な
住
環
境
の
形
成
に
向
け
て
提
案
・
事
業
化
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営
室
住
宅
整
備
課

8
9
8
,
0
5
5

9
3
,
5
4
7

8
0
4
,
5
0
8

4
0
1
阪
南
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
開
発
事
業

関
西
国
際
空
港
及
び
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
埋
立
用
土
砂
採
取
跡
地
を
有
効
に
利
用
し
､
緑
豊
か
な
ゆ
と
り
と

潤
い
あ
る
住
宅
地
の
形
成
と
産
業
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
誘
致
に
よ
る
複
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
展
開

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
タ
ウ
ン
推
進
室
阪
南
ス
カ

イ
タ
ウ
ン
推
進
課

7
7
9
,
3
6
6

9
2
6
,
0
3
1

△
 
1
4
6
,
6
6
5

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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4
0
2
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
整
備
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
５
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
タ
ウ
ン
推
進
室
り
ん
く
う

タ
ウ
ン
誘
致
課
、
り
ん
く

う
タ
ウ
ン
建
設
課

Ⅲ
－
５
　
美
し
い
景
観
の
形
成

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

4
0
3
歴
史
街
道
推
進
協
議
会
分
担
金
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
６
参
照

政
策
企
画
部

企
画
室

4
0
4
桜
の
会
・
平
成
の
通
り
抜
け
事
業
（
堺
第
７
－
３

区
）

市
民
の
寄
付
に
よ
り
府
域
全
体
の
公
共
施
設
等
に
桜
を
植
樹
す
る
事
業
（
桜
の
会
・
平
成
の
通
り
抜
け
事

業
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
堺
第
７
－
３
区
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡
地
（
１
次
処
分
地
）
に
お
い
て
桜
を
植
樹
環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

4
,
5
6
4

-
4
,
5
6
4

4
0
5
環
境
創
造
型
生
産
調
整
特
別
推
進
事
業

米
の
生
産
調
整
（
転
作
）
に
つ
い
て
、
景
観
形
成
や
環
境
教
育
田
な
ど
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
手
法
及

び
エ
コ
農
産
物
生
産
の
取
組
を
行
う
市
町
村
に
対
し
て
補
助

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
推
進
課

1
1
,
5
0
6

1
1
,
3
1
2

1
9
4

4
0
6
土
地
改
良
財
産
の
管
理
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
0
7
土
地
改
良
事
業
指
導
（
維
持
管
理
助
成
）

 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
0
8
農
空
間
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
0
9
大
阪
府
農
空
間
保
全
・
活
用
指
針
に
基
づ
く
施
策

の
進
行
管
理
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
1
0
棚
田
・
ふ
る
さ
と
保
全
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
1
1
ア
ド
プ
ト
・
リ
バ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
団
体
に
対
す
る
活
動
支
援

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

7
1
8

5
4
3

1
7
5

4
1
2
河
川
の
清
掃
活
動
の
支
援

河
川
の
清
掃
活
動
の
支
援

都
市
整
備
部

河
川
室
河
川
環
境
課

1
,
1
8
0

1
,
3
2
3

△
 
1
4
3

4
1
3
電
線
共
同
溝
整
備
事
業

現
在
、
道
路
上
に
あ
る
電
柱
や
電
線
類
を
、
道
路
の
歩
行
空
間
を
利
用
し
て
地
中
化

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
環
境
課

8
5
5
,
7
0
8

1
,
0
5
9
,
0
0
0

△
 
2
0
3
,
2
9
2

4
1
4
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
（
別
掲
)

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
交
通
対
策
課

4
1
5
都
市
緑
化
振
興
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

公
園
課

4
1
6
府
道
緑
化
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

公
園
課

4
1
7
大
阪
府
広
域
緑
地
計
画
の
改
訂
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

総
合
計
画
課

4
1
8
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

4
1
9
大
阪
府
イ
ン
ナ
ー
エ
リ
ア
再
生
指
針
に
基
づ
く
事

業
の
推
進

｢
大
阪
府
イ
ン
ナ
ー
エ
リ
ア
再
生
指
針
｣
に
基
づ
き
、
公
民
連
携
の
も
と
、
多
様
な
事
業
手
法
等
を
総
合
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
拡
充
や
特
段
の
財
源
措
置
に
つ
い
て
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

-
-

-

4
2
0
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

府
民
に
理
解
と
協
力
を
得
て
、
そ
の
積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
創
意
と
工
夫
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
「
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
知
事
表
彰
」
等
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

2
3
3

3
2
7

△
 
9
4

4
2
1
建
築
協
定
制
度
推
進
事
業

協
定
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
等
を
実
施
す
る
大
阪
府
建
築
協
定
地
区
連
絡
協
議
会
に
対
し
て
、
市
町
村
と

と
も
に
助
成

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

4
2
0

4
2
0

0

4
2
2
広
告
物
指
導
監
督

屋
外
広
告
物
法
及
び
大
阪
府
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告
物
の
掲
出
の
許
可
、
違
法
屋
外
広
告

物
の
撤
去
、
屋
外
広
告
業
者
の
登
録
審
査
事
務
等
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

1
3
,
7
5
4

1
1
,
2
4
6

2
,
5
0
8

4
2
3
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
（
拠
点
開
発
型
）

既
成
市
街
地
に
お
け
る
低
未
利
用
地
等
を
活
用
し
た
拠
点
開
発
に
よ
る
良
質
な
住
宅
供
給
と
あ
わ
せ
て
、
周

辺
の
公
共
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る
事
業
に
対
し
、
指
導
・
調
整
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
都
市
の
再
生
を

図
る
。

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

-
-

-

4
2
4
地
区
計
画
を
活
用
し
た
計
画
的
な
整
備
等
の
推
進

公
共
施
設
の
配
置
と
建
築
物
の
形
態
等
を
一
体
的
・
総
合
的
に
誘
導
し
良
好
な
ま
ち
な
み
を
保
全
・
整
備

都
市
整
備
部

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

居
住
企
画
課
、
総
合
計
画

課
、
建
築
指
導
室
建
築
企

画
課

0
0

0

4
2
5
都
市
に
お
け
る
美
観
創
出
事
業
（
「
大
阪
都
市
景

観
建
築
賞
」
の
表
彰
）

景
観
上
優
れ
た
建
物
や
ま
ち
な
み
に
つ
い
て
、
府
民
か
ら
推
薦
を
公
募
し
、
優
秀
な
建
物
等
を
顕
彰

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

9
4
5

9
4
5

0

4
2
6
美
し
い
景
観
づ
く
り
推
進
事
業

 
（
景
観
条
例
の
施
行
）

景
観
形
成
地
域
の
指
定
や
誘
導
等
を
行
い
、
併
せ
て
、
民
間
団
体
や
公
的
機
関
で
構
成
す
る
「
大
阪
美
し
い

景
観
づ
く
り
推
進
会
議
」
を
運
営

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

4
9
3

7
4
0

△
 
2
4
7

4
2
7
美
し
い
景
観
づ
く
り
推
進
事
業
（
大
阪
府
景
観
形

成
誘
導
推
進
協
議
会
の
運
営
）

市
町
村
と
と
も
に
大
阪
府
景
観
形
成
誘
導
推
進
協
議
会
を
運
営
し
、
研
修
会
や
情
報
交
換
等
を
実
施

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

9
0

9
0

0

4
2
8
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
（
密
集
住
宅
市
街
地

整
備
型
）

木
造
密
集
市
街
地
に
お
い
て
、
老
朽
住
宅
の
除
却
・
建
替
え
、
公
共
施
設
の
整
備
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

防
災
性
を
向
上
さ
せ
良
好
な
住
環
境
を
形
成

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

〔
1
4
5
,
1
5
3
〕

〔
2
0
7
,
1
3
5
〕

〔
△
6
1
,
9
8
2
〕

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）
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4
2
9
総
合
設
計
制
度
の
活
用
に
よ
る
公
開
空
地
等
の
確

保
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

4
3
0
府
営
住
宅
の
建
設
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営
室
住
宅
整
備
課

4
3
1
民
活
に
よ
る
府
営
住
宅
の
建
替
え
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営
室
住
宅
整
備
課

4
3
2
阪
南
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
開
発
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
タ
ウ
ン
推
進
室
阪
南
ス
カ

イ
タ
ウ
ン
推
進
課

Ⅲ
－
６
　
歴
史
的
文
化
的
環
境
の
形
成

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

4
3
3
歴
史
街
道
推
進
協
議
会
分
担
金

悠
久
の
歴
史
の
舞
台
を
訪
ね
な
が
ら
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
楽
し
く
体
験
で
き
る
「
歴
史
街
道
」
を
整
備
・

ア
ピ
ー
ル

政
策
企
画
部

企
画
室

5
0
0

5
0
0

0

4
3
4
ダ
ム
施
設
の
維
持
管
理

 
（
府
立
狭
山
池
博
物
館
の
運
営
）

狭
山
池
博
物
館
の
運
営

都
市
整
備
部

河
川
室
ダ
ム
砂
防
課

2
2
5
,
2
5
6

2
1
1
,
0
1
6

1
4
,
2
4
0

4
3
5
近
つ
飛
鳥
風
土
記
の
丘
の
運
営

指
定
管
理
者
に
委
託
し
、
府
民
が
古
墳
に
ふ
れ
、
学
び
、
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
史
跡
公
園
で
あ
る
「
近
つ

飛
鳥
風
土
記
の
丘
」
を
管
理

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

9
,
5
6
4

9
,
5
6
4

0

4
3
6
指
定
有
形
文
化
財
等
保
存
事
業
（
法
人
所
有
）

国
指
定
文
化
財
所
有
者
の
う
ち
法
人
を
対
象
と
し
て
保
存
修
理
等
に
府
が
補
助
金
支
援

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

-
-

-

4
3
7
指
定
有
形
文
化
財
等
保
存
事
業
（
市
町
村
所
有
）

国
指
定
文
化
財
の
う
ち
市
町
村
が
事
業
主
体
と
な
る
も
の
を
対
象
と
し
て
、
史
跡
整
備
事
業
に
府
が
補
助
金

支
援

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

5
8
,
0
9
3

7
5
,
7
6
9

△
 
1
7
,
6
7
6

4
3
8
指
定
文
化
財
等
管
理
事
業
（
文
化
財
愛
護
推
進
委

員
）
(
文
化
財
保
護
の
啓
発
）

大
阪
府
文
化
財
愛
護
推
進
委
員
及
び
市
町
村
文
化
財
関
係
事
務
職
員
の
啓
発
・
研
修
事
業
、
文
化
財
保
護
啓

発
を
図
る
た
め
の
文
化
財
愛
護
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

5
0
2

5
1
1

△
 
9

4
3
9
日
本
民
家
集
落
博
物
館
運
営
費
補
助
事
業

(
財
)
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
府
営
服
部
緑
地
公
園
内
の
｢
日
本
民
家
集
落
博
物
館
」
に
対
し

て
、
管
理
運
営
費
の
支
援

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

1
5
,
7
1
4

1
6
,
2
0
0

△
 
4
8
6

4
4
0
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
の
運
営

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
古
代
国
家
の
成
立
と
当
時
の
国
際
交
流
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
近
つ
飛
鳥
博
物
館
」

を
運
営

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

2
0
6
,
9
2
0

2
0
0
,
7
4
9

6
,
1
7
1

4
4
1
府
立
泉
北
考
古
資
料
館
の
運
営

我
が
国
で
唯
一
の
須
恵
器
に
関
す
る
専
門
博
物
館
と
し
て
、
府
民
の
利
用
に
供
す
る
展
示
・
公
開
施
設
で
あ

る
府
立
泉
北
考
古
資
料
館
を
運
営

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

4
,
0
9
2

4
,
2
1
0

△
 
1
1
8

4
4
2
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
の
運
営

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
わ
が
国
で
唯
一
の
弥
生
文
化
に
関
す
る
総
合
的
博
物
館
で
あ
る
「
弥
生
文
化
博
物

館
」
を
管
理
運
営

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

1
7
4
,
4
4
3

1
8
4
,
5
9
8

△
 
1
0
,
1
5
5

4
4
3
文
化
財
資
料
等
整
備
事
業
(
文
化
財
台
帳
整
備
事

業
)

文
化
財
の
周
知
を
正
確
迅
速
に
行
い
、
開
発
事
業
と
の
調
整
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
文
化
財
台
帳
を
整
備

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

1
1
1

1
1
2

△
 
1

4
4
4
文
化
財
資
料
等
整
備
事
業
(
文
化
財
調
査
事
務
所
年

報
刊
行
事
業
)
（
文
化
財
調
査
報
告
書
の
刊
行
）

文
化
財
の
周
知
を
図
る
た
め
、
調
査
事
務
所
で
実
施
し
て
い
る
事
業
を
広
く
公
開

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

3
6
4

3
8
9

△
 
2
5

4
4
5
文
化
財
資
料
等
整
備
事
業

 
(
文
化
財
分
布
図
作
成
事
業
)

広
く
文
化
財
の
周
知
を
図
り
、
開
発
事
業
と
文
化
財
保
護
と
の
調
整
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
文
化
財
分
布
図

を
刊
行
。
遺
跡
範
囲
情
報
等
の
速
や
か
な
更
改
の
た
め
、
G
I
S
化

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

-
-

-

4
4
6
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
事
業
（
国
庫
補
助
事
業
）

（
埋
蔵
文
化
財
の
保
全
及
び
調
査
）

農
地
基
盤
整
備
事
業
に
伴
い
必
要
と
な
る
発
掘
調
査
事
業
を
実
施

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

4
,
0
8
5

1
3
,
1
2
9

△
 
9
,
0
4
4

4
4
7
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
事
業
（
受
託
事
業
）

（
埋
蔵
文
化
財
の
保
全
及
び
調
査
）

公
団
等
か
ら
の
発
掘
調
査
を
受
託
し
実
施

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

4
,
4
2
6

-
4
,
4
2
6

4
4
8
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
事
業
（
府
単
独
事
業
）

（
埋
蔵
文
化
財
の
保
全
及
び
調
査
）

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
の
開
発
行
為
に
つ
い

て
の
入
力
委
託
事
務

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

5
,
8
4
1

5
,
7
1
8

1
2
3

4
4
9
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
事
業

近
代
産
業
遺
産
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
、
所
在
や
文
化
財
的
価
値
等
を
明
確
に
し
、
保
存
活
用
の
た
め
の

基
礎
資
料
を
作
成

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

4
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）
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す
べ
て
の
主
体
が
積
極
的
に
参
加
し
行
動
す
る
社
会
の
実
現
（
参
加
）

Ⅳ
－
１
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
促
進

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

4
5
0
水
質
保
全
対
策
事
業
（
企
画
室
）
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

政
策
企
画
部

企
画
室

4
5
1
府
民
の
自
主
的
活
動
の
支
援

消
費
者
団
体
が
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
等
各
種
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
や
活
動
成
果
の
発
表
を
行
い
、
相

互
に
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
定
し
、
府
民
の
自
主
的
活
動
を
支
援

生
活
文
化
部

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

4
,
4
8
0

1
,
8
7
0

2
,
6
1
0

4
5
2
豊
か
な
環
境
づ
く
り
大
阪
行
動
計
画
－
ﾛ
ｰ
ｶ
ﾙ
ｱ
ｼ
ﾞ
ｪ
ﾝ

ﾀ
ﾞ
2
1
－
の
策
定
・
普
及

大
阪
府
域
の
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ
ェ
ン
ダ
2
1
で
あ
る
「
豊
か
な
環
境
づ
く
り
大
阪
行
動
計
画
」
（
平
成
1
8
年
度

版
）
を
策
定

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
0
2

1
0
2

0

4
5
3
豊
か
な
環
境
づ
く
り
大
阪
府
民
会
議
の
運
営

府
民
・
事
業
者
・
民
間
団
体
等
及
び
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
豊
か
な
環
境
の
保
全
・
創
造
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
豊
か
な
環
境
づ
く
り
大
阪
府
民
会
議
を
運
営

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

5
4
5

5
7
4

△
 
2
9

4
5
4
環
境
保
全
活
動
補
助
事
業

民
間
団
体
が
自
主
的
に
行
う
先
進
的
で
他
の
模
範
と
な
る
環
境
保
全
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

6
,
1
8
3

3
,
0
3
0

3
,
1
5
3

4
5
5
環
境
保
全
基
金
の
運
営

環
境
保
全
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
環
境
保
全
基
金
を
積
み
立
て
、
運
営

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
,
9
9
4

1
,
9
3
1

6
3

4
5
6
環
境
保
全
活
動
啓
発
事
業

「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
１
」
の
開
催

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

0

4
5
7
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
環
境
配
慮
啓
発
事
業

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
等
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
主
催
者

へ
の
働
き
か
け
と
環
境
配
慮
行
動
の
府
民
へ
の
呼
び
か
け
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

6
,
6
0
1

-
6
,
6
0
1

4
5
8
お
お
さ
か
環
境
賞

お
お
さ
か
環
境
賞
の
表
彰
式
及
び
講
演
会
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
,
0
4
2

1
,
2
5
3

△
 
2
1
1

4
5
9
地
域
活
動
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
食
育
や
環
境
学
習
教
材
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

2
8
1

3
1
7

△
 
3
6

4
6
0
（
財
）
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
管
理
運
営

事
業

緑
化
の
推
進
や
府
域
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
取
り
組
む
（
財
）
大
阪

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
の
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
を
助
成

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

5
9
,
1
1
7

6
0
,
3
8
5

△
 
1
,
2
6
8

4
6
1
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

緑
化
の
推
進
や
府
域
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
み
ど
り
す
と
）
を
育
成
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
や
研
修
等
を
実
施
す
る
（
財
）
大
阪
み
ど
り

の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
対
し
て
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

1
,
5
4
7

1
,
5
4
7

0

4
6
2
み
ど
り
世
紀
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

国
民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
「
み
ど
り
世
紀
の
森
」
を
整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市

町
村
、
地
域
住
民
が
連
携
し
て
森
林
整
備
活
動
事
業
を
行
う
市
町
村
に
対
し
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

3
5
0

5
0
0

△
 
1
5
0

4
9
9
総
合
的
環
境
資
源
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

府
域
に
数
多
く
あ
る
自
然
・
都
市
・
文
化
環
境
、
環
境
保
全
関
連
施
設
等
の
環
境
資
源
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
構
築
に
必
要
な
情
報
を
調
査

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

2
,
2
0
8

-
2
,
2
0
8

4
6
4
魚
庭
（
な
に
わ
）
の
海
づ
く
り
大
会

森
川
海
の
環
境
活
動
紹
介
や
漁
船
見
学
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
美
し
く
豊
か
な
大
阪
湾
を
府

民
一
人
一
人
の
手
で
取
り
戻
す
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

-
-

-

4
6
5
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
事
業

「
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
」
の
管
理
運
営
、
府
内
で
活
躍
す
る
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
対
象
に
し
た
情
報
交
流
会
を
開

催
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
「
か
け
は
し
」
を
通
じ
た
日
常
的
な
情
報
交
換
を
図
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
の
拠

点
機
能
の
強
化

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

6
,
8
9
6

7
,
7
1
2

△
 
8
1
6

4
6
6
堺
第
７
－
３
区
フ
ィ
ー
ル
ド
展
開
事
業
(
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

4
6
7
自
然
保
護
指
導
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
6
8
自
然
公
園
管
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
6
9
府
民
の
森
管
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
7
0
大
阪
府
植
樹
祭
開
催
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
7
1
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
(
な
に
わ
環
境

塾
)
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
２
参
照

環
境
農
林
水
産
部

環
境
総
合
研
究
所

4
7
2
総
合
的
環
境
資
源
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

(
別
掲
）

（
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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4
7
3
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業

道
路
、
河
川
、
公
園
等
公
共
空
間
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
か
ら
要
望
の
高
い
、
花
苗
育
成
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
府
民
協
働
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
等
の
養
成
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
支
援

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

〔
1
0
,
0
0
0
〕

-
〔
1
0
,
0
0
0
〕

4
7
4
地
域
の
魅
力
・
顔
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
別

掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

Ⅳ
－
２
　
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

4
7
5
環
境
教
育
用
施
設
や
実
践
事
例
等
の
情
報
交
換
の

収
集
・
提
供

環
境
教
育
用
施
設
や
実
践
事
例
等
の
情
報
交
換
を
収
集
・
提
供

生
活
文
化
部

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
4
4
,
7
2
4
〕

〔
4
4
,
0
8
3
〕

〔
6
4
1
〕

4
7
6
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

生
活
文
化
部

次
世
代
育
成
支
援
室

4
7
7
府
立
総
合
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

生
活
文
化
部

次
世
代
育
成
支
援
室

4
7
8
環
境
教
育
推
進
事
業

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
庁
内
各
部
局
が
連
携
し
、
人
材
育
成
・
活
用
、
場
の
提
供
・

学
習
機
会
の
提
供
、
教
材
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
周
知
・
活
用
等
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

8
,
2
5
6

1
1
,
0
4
9

△
 
2
,
7
9
3

4
7
9
木
に
な
る
夢
銀
行
推
進
事
業

子
ど
も
た
ち
が
集
め
た
ド
ン
グ
リ
か
ら
苗
を
育
て
植
樹
等
を
行
う
事
業

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
,
5
5
6

4
,
5
6
3

△
 
7

4
8
0
地
域
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

都
市
の
貴
重
な
環
境
資
源
で
あ
る
た
め
池
や
農
業
用
水
利
施
設
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
し
て
い
く
た
め
、

地
域
住
民
や
農
家
で
組
織
す
る
「
地
域
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
」
や
住
民
参
加
に
よ
る
保
全
活
動
に
対

し
て
支
援

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

4
,
2
0
0

4
,
6
0
0

△
 
4
0
0

4
8
1
あ
ぜ
道
と
せ
せ
ら
ぎ
づ
く
り
推
進
事
業

た
め
池
や
農
業
用
水
路
を
子
ど
も
達
の
自
然
体
験
や
総
合
学
習
等
の
場
と
し
て
提
供
・
活
用
す
る
た
め
関
係

機
関
・
団
体
と
の
総
合
的
な
調
整
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
整
備
課

-
-

-

4
8
2
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
事
業

府
民
参
加
に
よ
る
体
験
型
の
環
境
学
習
と
し
て
、
平
成
1
8
年
度
は
、
「
コ
ン
ブ
育
成
実
験
」
、
「
ウ
ミ
ホ
タ

ル
観
察
会
」
及
び
「
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
お
友
達
観
察
会
」
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

水
産
課

-
-

-

4
8
3
環
境
教
育
事
業
（
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
）

府
内
の
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
を
対
象
に
、
他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
や
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
に
対
す
る
支
援

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

5
0
0

5
0
0

0

4
8
4
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 
(
な
に
わ
環
境
塾
)

地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し

て
環
境
活
動
の
経
験
を
有
す
る
府
民
を
対
象
に
専
門
的
か
つ
実
践
的
な
講
座
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
,
0
9
0

1
,
0
9
0

0

4
8
5
海
と
自
然
の
環
境
学
習
(
夏
休
み
海
の
教
室
・
な
ぎ

さ
の
楽
校
)

小
中
学
生
を
対
象
に
海
洋
観
測
、
地
び
き
網
に
よ
る
採
集
や
栽
培
漁
業
、
磯
場
の
生
き
物
観
察
な
ど
を
通
じ

て
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
る
海
と
自
然
の
環
境
学
習
の
実
施
及
び
海
の
生
き
物
観
察
が
で
き
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
育
成

環
境
農
林
水
産
部

水
産
試
験
場
(
*
)

-
-

-

4
8
6
自
然
公
園
管
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
8
7
府
民
の
森
管
理
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

自
然
み
ど
り
課

4
8
8
環
境
創
造
型
生
産
調
整
特
別
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
５
参
照

環
境
農
林
水
産
部

農
政
室
推
進
課

4
8
9
総
合
的
環
境
資
源
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
３
参
照

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

4
9
0
地
域
へ
の
愛
着
学
習
プ
ラ
ン

小
学
生
を
中
心
と
し
た
府
民
に
対
す
る
出
前
講
座
・
体
験
学
習
・
見
学
会
・
発
表
会
を
通
じ
、
ま
ち
に
対
す

る
愛
着
・
愛
情
の
醸
成
や
生
き
る
力
を
育
成

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

5
,
0
0
0

6
,
0
0
0

△
 
1
,
0
0
0

4
9
1
都
市
緑
化
振
興
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

公
園
課

4
9
2
地
域
の
魅
力
・
顔
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅲ
－
４
参
照

都
市
整
備
部

事
業
管
理
室

4
9
3
彩
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画
課

4
9
4
学
校
環
境
改
善
事
業

快
適
な
学
習
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
光
熱
水
費
な
ど
の
維
持
管
理
や
教
材
費
の
充
実
等
を
行
う
と
と
も

に
、
机
･
椅
子
の
セ
パ
レ
ー
ト
化
を
推
進

教
育
委
員
会

財
務
課

3
9
3
,
1
7
1

3
4
8
,
0
8
6

4
5
,
0
8
5

4
9
5

府
立
高
等
学
校
に
お
け
る
環
境
に
関
す
る
系
列
を

有
す
る
総
合
学
科
や
環
境
に
関
す
る
コ
ー
ス
の
設

置
・
運
営

様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
自
然
に
対
す
る
豊
か
な
感
性
や
環
境
に
対
す
る
関
心
等
を
養
い
、
自
然
や
環
境

の
人
間
と
の
関
わ
り
、
と
り
わ
け
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
環
境
の

保
全
や
よ
り
よ
い
環
境
の
創
造
の
た
め
主
体
的
に
実
践
す
る
態
度
を
育
成

教
育
委
員
会

教
育
振
興
室
高
等
学
校
課

-
-

-

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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4
9
6
府
立
少
年
自
然
の
家
に
お
け
る
自
然
体
験
事
業

体
験
型
学
習
施
設
と
し
て
学
校
、
家
庭
、
職
場
で
の
自
然
体
験
・
野
外
活
動
な
ど
を
提
供

教
育
委
員
会

市
町
村
教
育
室

地
域
教
育
振
興
課

〔
8
2
,
6
0
6
〕

〔
1
0
7
,
3
7
8
〕

〔
△
2
4
,
7
7
2
〕

4
9
7
環
境
教
育
推
進
モ
デ
ル
地
域
事
業

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
環
境
教
育
の
実
践
に
取
り
組
む
市
町
村
(
１
０
地
域
)
を
モ
デ
ル
地
域

と
し
て
指
定
。
各
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
、
環
境
教
育
推
進
実
践
校
(
Ｅ
ス
ク
ー
ル
)
(
小
中
学
校
各
１
校
)
を

指
定
し
、
教
材
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
人
材
活
用
の
方
法
等
を
開
発

教
育
委
員
会

市
町
村
教
育
室
小
中
学
校

課
3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

0

4
9
8
教
員
等
の
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
の
養
成
、

研
修
の
実
施

環
境
教
育
を
担
当
す
る
教
員
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
大
阪
の
自
然
環
境
・
生
活
環
境
の
現

状
を
知
り
、
環
境
教
育
の
実
践
に
役
立
つ
実
験
・
実
習
を
中
心
に
し
た
研
修
を
実
施

教
育
委
員
会

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー

-
-

-

Ⅳ
－
３
　
総
合
的
な
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
環
境
情
報
の
提
供

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

4
9
9
総
合
的
環
境
資
源
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

府
域
に
数
多
く
あ
る
自
然
・
都
市
・
文
化
環
境
、
環
境
保
全
関
連
施
設
等
の
環
境
資
源
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
構
築
に
必
要
な
情
報
を
調
査

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

2
,
2
0
8

-
2
,
2
0
8

5
0
0
環
境
白
書
等
の
作
成

「
大
阪
府
環
境
白
書
」
、
「
お
お
さ
か
の
環
境
」
の
作
成

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
,
8
1
4

1
,
8
1
4

0

5
0
1
環
境
情
報
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備

環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
環
境
の
解
析
予
測
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
運
営

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

5
9
,
9
8
0

6
6
,
0
9
5

△
 
6
,
1
1
5

5
0
2
環
境
情
報
の
発
信
と
交
流

「
お
お
さ
か
の
環
境
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
通
じ
、
行
政
情
報
、
環
境
学
習
支
援
情
報
等

を
発
信

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

7
,
4
7
7

4
,
7
0
7

2
,
7
7
0

5
0
3
水
道
事
業
の
環
境
会
計
の
公
表

環
境
保
全
の
た
め
の
コ
ス
ト
と
､
そ
の
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
効
果
を
、
貨
幣
単
位
や
物
量
単
位
で
定
量
的

に
把
握
・
分
析
し
､
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
公
表

水
道
部

経
営
企
画
課

-
-

-

5
0
4
環
境
保
全
計
画
の
策
定

水
道
部
の
環
境
保
全
の
取
組
を
計
画
的
、
積
極
的
に
推
進
し
活
動
し
て
い
く
た
め
の
環
境
保
全
計
画
を
策
定
水
道
部

経
営
企
画
課

事
業
管
理
室

4
,
4
2
7

-
4
,
4
2
7

Ⅳ
－
４
　
環
境
監
視
及
び
調
査
研
究

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

5
0
5
水
質
保
全
対
策
事
業
（
企
画
室
）
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
４
参
照

政
策
企
画
部

企
画
室

5
0
6
大
阪
湾
に
お
け
る
漁
業
振
興
と
環
境
保
全
に
関
す

る
調
査
研
究

漁
場
環
境
の
調
査
、
漁
業
資
源
の
適
切
な
利
用
を
行
う
た
め
の
研
究
指
導

環
境
農
林
水
産
部

水
産
試
験
場
(
*
)

7
0
,
0
5
0

9
2
,
2
2
4

△
 
2
2
,
1
7
4

5
0
7
農
林
・
生
物
系
技
術
試
験
研
究
の
推
進

食
と
環
境
に
か
か
る
府
域
の
特
性
に
応
じ
た
調
査
研
究
・
技
術
開
発
と
確
実
な
成
果
の
普
及
・
移
転
・
活
用

を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

食
と
み
ど
り
の
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー
(
*
)

1
9
6
,
6
0
0

1
8
2
,
7
2
2

1
3
,
8
7
8

5
0
8
大
気
水
質
調
査
研
究
事
業

酸
性
雨
、
酸
性
沈
着
物
実
態
調
査
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
自
動
車
排
ガ
ス
の
浄
化
等
、
地
域
及
び
地
球
レ
ベ

ル
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
物
質
に
関
す
る
調
査

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

5
,
7
3
2

5
,
7
4
3

△
 
1
1

5
0
9
地
盤
沈
下
規
制
指
導
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
５
参
照

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

Ⅳ
－
５
　
事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

5
1
0
関
西
広
域
連
携
協
議
会
負
担
金
(
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
４
参
照

政
策
企
画
部

企
画
室

5
1
1
市
町
村
の
公
害
防
止
等
の
取
組
み
に
対
す
る

財
政
支
援

大
阪
府
市
町
村
施
設
整
備
資
金
貸
付
金
の
貸
付

総
務
部

市
町
村
課

2
8
2
,
0
0
0

3
1
8
,
0
0
0

△
 
3
6
,
0
0
0

5
1
2
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用

事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
、
情
報
共
有
化
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
を
目
的
と
し
て
、
行
政
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
（
取
得
・
作
成
・
流
通
・
保
管
・
保
存
・
廃
棄
）
全
般
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用

総
務
部

法
務
課

2
1
4
,
6
6
4

2
1
6
,
4
2
6

△
 
1
,
7
6
2

5
1
3
関
西
国
際
空
港
環
境
監
視
機
構
運
営
事
業

府
と
泉
州
９
市
４
町
で
設
立
し
た
「
関
西
国
際
空
港
環
境
監
視
機
構
」
に
よ
り
、
関
西
国
際
空
港
の
建
設
工

事
及
び
運
用
と
関
連
事
業
の
実
施
に
よ
る
環
境
等
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
監
視

に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室

4
,
7
7
5

4
,
8
6
1

△
 
8
6

5
1
4
資
源
循
環
促
進
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅳ
－
６
参
照

商
工
労
働
部

産
業
労
働
企
画
室

新
分
野
育
成
課

5
1
5
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
推
進

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
取
り
組
み
の
推
進
及
び
出
先
機
関
へ
の
認
証
範
囲
の
拡
大
並
び
に

事
業
者
、
市
町
村
に
対
す
る
自
主
的
な
環
境
管
理
活
動
の
普
及

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

2
,
6
9
2

2
,
7
8
6

△
 
9
4

5
1
6
環
境
配
慮
の
率
先
行
動
の
推
進

「
大
阪
府
庁
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
取
組
み
の
更
な
る
推
進

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
-

-

（
別
掲
）

（
別
掲
）

(
別
掲
）

(
別
掲
）
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5
1
7
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
普

及
・
啓
発
事
業

環
境
マ
メ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
E
M
S
）
に
関
す
る
基
礎
的
情
報
、
導
入
手
法
、
関
係
法
令
、
関
係
機
関
等

を
取
り
ま
と
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
に
よ
る
、
府
民
及
び
府
域
の
事
業
者
へ
の
環
境
保
全
意
識
の
高

揚
及
び
環
境
保
全
活
動
の
更
な
る
浸
透

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
3
,
7
5
0

△
 
3
,
7
5
0

5
1
8
環
境
影
響
評
価
制
度
運
営
事
業

「
環
境
影
響
評
価
法
」
及
び
「
大
阪
府
環
境
影
響
評
価
条
例
」
に
基
づ
き
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
事
務
を
実
施
環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
,
5
7
9

1
,
7
5
5

△
 
1
7
6

5
1
9
公
害
防
止
組
織
の
整
備

公
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
要
請

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

5
2
0
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
検
討
事
業

事
業
に
先
立
つ
計
画
や
施
策
の
策
定
段
階
に
お
け
る
環
境
配
慮
を
行
う
手
法
で
あ
る
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
制
度
化
に
向
け
て
、
庁
内
関
係
課
で
構
成
す
る
検
討
会
に
お
い
て
、
調
査
・
検
討

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

-
-

-

5
2
1
大
阪
府
域
環
境
保
全
協
議
会
運
営
事
業

府
、
大
阪
市
、
堺
市
、
泉
大
津
市
で
設
立
し
た
「
大
阪
府
域
環
境
保
全
協
議
会
」
に
よ
り
大
阪
湾
圏
域
広
域

処
理
場
整
備
事
業
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
事
業
）
に
対
す
る
環
境
監
視
を
実
施

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
7
3

1
9
2

△
 
1
9

5
2
2
Ｔ
Ｄ
Ｍ
社
会
実
験
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

都
市
整
備
部

交
通
道
路
室
道
路
整
備

課
、
交
通
対
策
課

5
2
3
土
地
利
用
規
制
等
既
存
法
令
に
よ
る
規
制

都
市
計
画
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
用
途

規
制
制
度
に
従
い
、
建
築
基
準
法
を
適
正
に
運
用

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指
導
課

-
-

-

5
2
4
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
整
備
事
業

関
西
国
際
空
港
の
対
岸
部
に
お
い
て
埋
立
を
行
い
､
空
港
機
能
の
支
援
・
補
完
と
大
阪
湾
及
び
地
域
の
環
境

改
善
を
図
り
､
あ
わ
せ
て
地
域
の
振
興
に
資
す
る
。

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
タ
ウ
ン
推
進
室
り
ん
く
う

タ
ウ
ン
誘
致
課
、
り
ん
く

う
タ
ウ
ン
建
設
課

2
,
4
9
4
,
5
9
1

2
,
9
1
3
,
4
8
8

△
 
4
1
8
,
8
9
7

5
2
5

環
境
へ
の
配
慮
も
評
価
対
象
と
す
る
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
実
施
の
た
め
の
総
合
評
価
委
員
会
の

設
置
運
営
（
建
設
工
事
）

平
成
1
8
年
度
よ
り
、
建
設
工
事
の
入
札
参
加
業
者
の
格
付
け
を
行
う
際
の
主
観
点
項
目
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
の
取
得
状
況
を
追
加
し
、
建
設
企
業
の
環
境
保
全
へ
の
取
組
み
を
促
進

契
約
局

契
約
第
一
課

-
-

-

5
2
6

環
境
へ
の
配
慮
も
評
価
対
象
と
す
る
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
実
施
の
た
め
の
総
合
評
価
委
員
会
の

設
置
運
営
（
委
託
）

総
合
建
物
管
理
業
務
委
託
に
係
る
発
注
案
件
の
入
札
に
お
い
て
、
「
環
境
へ
の
配
慮
」
も
評
価
項
目
の
一
つ

と
す
る
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
す
る
た
め
の
総
合
評
価
委
員
会
の
設
置
運
営

契
約
局

契
約
第
二
課

8
9
3

5
8
4

3
0
9

5
2
7
村
野
浄
水
場
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得

村
野
浄
水
場
に
お
い
て
平
成
1
1
年
8
月
に
認
証
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
取
組
を
継
続
し
て
推
進

水
道
部

事
業
管
理
室

6
0
8

6
2
3

△
 
1
5

5
2
8
情
報
処
理
基
盤
の
整
備

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
充
実
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
推
進

警
察
本
部

総
務
部
情
報
管
理
課

〔
2
7
8
,
6
8
3
〕

〔
1
7
7
,
3
5
0
〕

〔
1
0
1
,
3
3
3
〕

5
2
9
行
政
手
続
等
の
電
子
化

電
子
申
請
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
は
紙
で
保
存
し
て
い
た
申
請
書
類
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て

保
存
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
を
減
量
化

警
察
本
部

警
務
部
警
務
課

2
9
,
6
6
1

9
,
3
4
5

2
0
,
3
1
6

Ⅳ
－
６
　
経
済
的
手
法
等
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

5
3
0
低
公
害
車
等
普
及
促
進
の
優
遇
税
制
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅱ
－
１
参
照

総
務
部

税
務
室

5
3
1
資
源
循
環
促
進
事
業

資
源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
、
資
源
の
有
効
利
用
等
に
関
し
、
技
術
的
に
先
進
的
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
企
業
の
事
例
情
報
や
技
術
情
報
、
府
で
認
証
し
た
環
境
関
連
商
品
や
技
術
情
報
を
収
集
・
提

供
す
る
と
と
も
に
、
製
造
企
業
と
利
用
企
業
等
に
交
流
の
機
会
を
提
供
し
、
市
場
の
活
性
化
と
製
品
開
発
の

促
進
を
図
り
、
環
境
関
連
産
業
を
育
成

商
工
労
働
部

産
業
労
働
企
画
室

新
分
野
育
成
課

5
0
0

5
0
0

0

5
3
2
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
運
動
推
進
事
業

消
費
行
動
を
通
じ
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
・
行
動
の
実
践
を
促
す
た
め
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

1
,
1
7
0

1
,
1
9
1

△
 
2
1

5
3
3
環
境
金
融
に
関
す
る
取
組

金
融
の
分
野
に
お
け
る
環
境
配
慮
を
推
進
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
及
び
金
融
機
関
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
や

環
境
配
慮
型
金
融
商
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
-

-

5
3
4
中
小
企
業
公
害
防
止
資
金
特
別
融
資
促
進
事
業

府
内
中
小
企
業
者
に
よ
る
公
害
防
止
対
策
を
支
援
す
る
融
資
斡
旋
及
び
利
子
補
給

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
3
9
,
0
8
6

1
8
9
,
7
7
0

△
 
5
0
,
6
8
4

5
3
5
環
境
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

大
阪
産
業
や
自
治
体
の
抱
え
る
環
境
課
題
の
克
服
の
た
め
、
大
阪
府
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
環
境
関
連
産

業
に
対
す
る
研
究
開
発
の
奨
励
、
技
術
評
価
、
情
報
提
供
な
ど
環
境
保
全
の
た
め
の
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

6
,
6
0
5

8
,
3
1
7

△
 
1
,
7
1
2

5
3
6
府
有
建
築
物
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
推
進

（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

ほ
か

公
共
建
築
室
設
備
課
ほ
か

5
3
7
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

導
入
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

警
察
本
部

総
務
部
庁
舎
建
設
課

5
3
8
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
３
参
照

警
察
本
部

総
務
部
施
設
課

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）

（
別
掲
）
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Ⅳ
－
７
　
国
際
協
力
の
推
進

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

5
3
9
東
ジ
ャ
ワ
州
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
友
好
交
流
事
業

友
好
交
流
先
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
ジ
ャ
ワ
州
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
友
好
交
流
代
表
団
の

受
入
れ
等
を
実
施

に
ぎ
わ
い
創
造
部

国
際
室

-
-

-

5
4
0
大
阪
・
ア
ジ
ア
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進

事
業

ア
ジ
ア
諸
都
市
の
課
題
解
決
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
N
G
O
、
N
P
O
や
大
学
、
経
済
団
体
、
国
際
協
力
関
係
の
団

体
等
と
連
携
し
て
、
連
絡
調
整
の
場
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
を
設
け
、
そ
こ
で
具
体
的
な
貢
献
事
業
を
検
討
に
ぎ
わ
い
創
造
部

国
際
室

-
-

-

5
4
1
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
・
環
境
技
術
交
流
促
進
事
業

中
国
・
上
海
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
保
護
分
野
に
お
け
る
府
内
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大

の
た
め
、
上
海
市
関
係
者
の
大
阪
招
聘
及
び
大
阪
環
境
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
の
上
海
派
遣
等
に
よ
る
経
済
交
流
促

進
事
業
を
実
施

に
ぎ
わ
い
創
造
部

観
光
交
流
局

国
際
経
済
交
流
課

4
,
1
9
0

-
4
,
1
9
0

5
4
2
国
際
機
関
等
へ
の
支
援

開
発
途
上
国
に
対
す
る
技
術
移
転
や
環
境
に
関
す
る
革
新
的
技
術
開
発
等
を
行
う
（
財
）
地
球
環
境
セ
ン

タ
ー
（
G
E
C
)
、
（
財
）
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
（
R
I
T
E
）
に
対
し
、
補
助

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

2
9
,
7
9
7

3
4
,
5
2
0

△
 
4
,
7
2
3

5
4
3
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
専
門
家
と
し
て
職
員
を
途
上
国
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
途
上
国
か
ら
の

研
修
生
を
受
け
入
れ

環
境
農
林
水
産
部

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
(
*
)

-
-

-

5
4
4
ア
ジ
ア
３
Ｒ
技
術
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
別
掲
）

施
策
分
野
Ⅰ
－
１
参
照

環
境
農
林
水
産
部

循
環
型
社
会
推
進
室

資
源
循
環
課

5
4
5
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
ア
ジ
ア
へ
の
展
開

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
ア
ジ
ア
へ
普
及
拡
大
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
阪
の
存
在
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
在
阪

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
、
以
下
の
業
務
を
実
施

・
「
大
阪
府
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
ア
ジ
ア
啓
発
事
業
予
備
調
査
」

　
中
国
を
中
心
に
ア
ジ
ア
主
要
国
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
導
入
・
展
開
の
可
能
性
等
を
評
価

・
「
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

　
大
阪
府
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
（
英
語
版
、
中
国
語

版
）
を
作
成
し
、
中
国
へ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
公
共
建
築
室
設
備
課

1
2
,
7
0
6

-
1
2
,
7
0
6

計
画
的
な
環
境
施
策
の
推
進

（
単
位
：
千
円
）

N
o

施
策
・
事
業
名

施
策
・
事
業
の
内
容

部
局
名

担
当
室
課
名
称

１
８
年
度
決
算

（
見
込
み
）
額

１
７
年
度

決
算
額

増
　
減

環
境
総
合
計
画
の
推
進

環
境
総
合
計
画
の
適
切
な
進
行
管
理

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

9
7
6

9
7
6

0

環
境
審
議
会
の
運
営

環
境
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
等
の
審
議

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
-

-

府
の
機
関
相
互
の
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進

「
大
阪
府
環
境
行
政
推
進
会
議
」
の
円
滑
な
運
営
に
よ
る
関
係
機
関
相
互
連
携

環
境
農
林
水
産
部

み
ど
り
・
都
市
環
境
室

地
球
環
境
課

-
-

-

公
害
防
止
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
円
滑
な
推

進
「
第
７
次
大
阪
地
域
公
害
防
止
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
の
公
害
対
策
事
業
及
び
公
害
関
連
事
業
を
推
進

環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
環
境
保
全
課

1
,
0
6
0

3
0

1
,
0
3
0

（
*
）
　
現
・
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所

注
）

１
．
１
つ
の
事
業
で
複
数
の
施
策
分
野
に
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
な
施
策
分
野
以
外
は
事
業
名
に
（
別
掲
）
と
記
し
、
決
算
額
の
欄
も
（
別
掲
）
と
し
て
い
る
。

２
．
複
数
の
事
業
を
ま
と
め
て
予
算
措
置
し
て
い
る
場
合
は
、
主
た
る
事
業
に
合
計
の
決
算
額
を
示
し
、
そ
れ
以
外
の
事
業
の
決
算
額
の
欄
に
は
【
　
】
を
付
し
て
示
し
て
い
る
。

３
．
「
豊
か
な
環
境
の
保
全
と
創
造
」
以
外
の
施
策
分
野
が
期
待
で
き
、
環
境
に
係
る
決
算
額
の
み
を
分
離
で
き
な
い
場
合
は
、
当
該
決
算
額
の
欄
に
〔
　
〕
を
付
し
て
示
し
て
い
る
。

４
．
決
算
欄
の
斜
線
は
終
了
し
た
施
策
・
事
業

（
別
掲
）
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２．環 境 保 全 目 標 

 

  環境保全目標は、府民の健康を保護し、生活環境を保全するための望ましい水準として、環境基準が定められ

ている項目については、原則として環境基準を用いています。 

  なお、専門家による検討結果など新たな知見が得られたときは、それを踏まえ、環境保全目標について必要な

改訂を行います。 

 

 １ 大気汚染 
 

項   目 目      標      値 対象地域 

二 酸 化 窒 素 
１時間値の１日平均値が0.04ppm から0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下である
こと 

光化学オキシダント 
１時間値が 0.06ppm 以下であること､また、非メタン炭化水素濃度の午前６時から
９時までの３時間平均値が 0.20ppmＣから 0.31ppmＣの範囲内又はそれ以下である
こと 

浮 遊 粒 子 状 物 質 
１時間値の１日平均値が0.10 ㎎／m3以下であり、かつ、１時間値が0.20 ㎎／m3以
下であること 

二 酸 化 硫 黄 
１時間値の１日平均値が0.04ppm 以下であり、かつ､１時間値が0.1ppm 以下である
こと 

一 酸 化 炭 素 
１時間値の１日平均値が10ppm以下であり、かつ､１時間値の８時間平均値が20ppm
以下であること 

ベ ン ゼ ン 年平均値が0.003㎎／m3以下であること 

トリクロロエチレン 年平均値が0.2㎎／m3以下であること 

テトラクロロエチレン 年平均値が0.2㎎／m3以下であること 

ジ ク ロ ロ メ タ ン 年平均値が0.15㎎／m3以下であること 

ダ イ オ キ シ ン 類 年間平均値が0.6pg-TEQ/ m3以下であること 

府内全域      
  
ただし、工業専 
用地域、車道そ 
の他一般公衆が 
通常生活してい 
ない地域または 
場所について        
は、適用しない 

悪 臭 大部分の地域住民が日常生活において感知しない程度 府内全域      

（注）１ 二酸化窒素は、年間における二酸化窒素の１日平均値のうち、低い方から 98％に相当するもの（１日平均値の年間
98％値）で評価を行う。 

   ２ 浮遊粒子状物質、二酸化硫黄、一酸化炭素に係る評価は以下の方法による。 
    ・短期的評価は、連続して、又は随時に行った測定結果により、測定を行った日又は時間について評価を行う。 
    ・長期的評価は、年間における１日平均値のうち、高い方から２％の範囲内にあるものを除外して評価を行う。 

ただし、１日平均値について環境基準を超える日が２日以上連続した場合には、このような取扱はしない。 
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 ２ 水質汚濁 

  ① 健康項目（河川、海域、湖沼等） 
 

項      目 目   標   値 対  象  水  域 

カドミウム 0.01㎎／Ｌ以下 

全シアン 検出されないこと 

鉛 0.01㎎／Ｌ以下 

六価クロム 0.05㎎／Ｌ以下 

砒素 0.01㎎／Ｌ以下 

総水銀 0.0005㎎／Ｌ以下 

アルキル水銀 検出されないこと 

ＰＣＢ 検出されないこと 

ジクロロメタン 0.02㎎／Ｌ以下 

四塩化炭素 0.002㎎／Ｌ以下 

１，２－ジクロロエタン 0.004㎎／Ｌ以下 

１，１－ジクロロエチレン 0.02㎎／Ｌ以下 

シス－１，２－ジクロロエチレン 0.04㎎／Ｌ以下 

１，１，１－トリクロロエタン 1㎎／Ｌ以下 

１，１，２－トリクロロエタン 0.006㎎／Ｌ以下 

トリクロロエチレン 0.03㎎／Ｌ以下 

テトラクロロエチレン 0.01㎎／Ｌ以下 

１，３－ジクロロプロペン 0.002㎎／Ｌ以下 

チウラム 0.006㎎／Ｌ以下 

シマジン 0.003㎎／Ｌ以下 

チオベンカルブ 0.02㎎／Ｌ以下 

ベンゼン 0.01㎎／Ｌ以下 

セレン 0.01㎎／Ｌ以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10㎎／Ｌ以下 

ふっ素 0.8㎎／Ｌ以下 

ほう素 1㎎／Ｌ以下 

ダイオキシン類 1pg-TEQ／Ｌ以下 

全 
 
公 
 
共 
 
用 
 
水 
 
域 

（注）１ 目標値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る目標値については、最高値とする。また、アルキル水銀及びＰＣ

Ｂについては、「検出されないこと」をもって基準値とされているので、同一測定点における年間のすべての検体の測

定値が不検出であることをもって目標達成と判断する。さらに総水銀に係る評価方法は（注）４のとおり。 
   ２ 「検出されないこと」とは、定量限界未満をいう。 
   ３ 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

４ 総水銀についての目標の適否の判定は、年間の測定値が 0.0005 ㎎／Ｌを超える検体数が調査対象検体の 37％以上であ
る場合を不適とする（昭和49年12月23日付け環水管第182号）。 
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②生活環境項目  
ア 河 川 
 

ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ        類 型 

利用目的  
の適応性  

  
        項   目 

水道１級 
自然環境保全及
びＡ以下の欄に
掲げるもの 

水道２級 
水産１級 

水浴及びＢ以下
の欄に掲げるも
の 

水道３級 
水産２級 

及びＣ以下の
欄に掲げるも
の 

水産３級 
工業用水１級及
びＤ以下の欄に
掲げるもの 

工業用水２級 
農業用水及びＥ
の欄に掲げるも
の 

工業用水３級 
環境保全 

水素イオン濃度 
（ｐＨ） 

6.5以上 
8.5以下 

6.5以上 
8.5以下 

6.5以上 
8.5以下 

6.5以上 
8.5以下 

6.0以上 
8.5以下 

6.0以上 
8.5以下 

生物化学的酸素要求量 
（ＢＯＤ） 

１mg/L以下 ２mg/L以下 ３mg/L以下 ５mg/L以下 ８mg/L以下 10mg/L以下 

浮遊物質量 （ＳＳ） 25 mg/L以下 25 mg/L以下 25 mg/L以下 50 mg/L以下 100 mg/L以下 
ごみ等の浮遊が認
められないこと 

溶存酸素量（ＤＯ） 7.5 mg/L以上 7.5 mg/L以上 ５ mg/L以上 ５ mg/L以上 ２ mg/L以上 ２ mg/L以上 

目 
 

標 
 

値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大腸菌群数 
50MPN 

/100mL以下 
1,000MPN 
/100mL以下 

5,000MPN 
/100mL以下 

－ － － 

対象水域等 対象水域及びその水域が該当する水域類型は別表のとおりとする 

(注) １ 目標値は、日間平均値とする。 
２ 農業用利水点については、水素イオン濃度6.0以上7.5以下、溶存酸素量５mg／Ｌ以上とする。 

 
 

目 標 値 項 目 
類 型 

水生生物の生息状況の適応性 
全 亜 鉛 

該当水域 

生 物 Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及び
これらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/L 以下 

生物特Ａ 
生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の
産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全
が必要な水域 

0.03mg/L 以下 

生 物 Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれら
の餌生物が生息する水域 

0.03mg/L 以下 

生物特Ｂ 
生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物の
産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全
が必要な水域 

0.03mg/L 以下 

対象水域及び
その水域が該
当する水域類
型は別表のと
おりとする 

(注) 目標値は、年間平均値とする。 

 

 イ 海 域 
 

Ａ Ｂ Ｃ           類型 
        利用目的 
        の適応性 
 
    項   目 

水 産 １ 級 
水 浴 
自然環境保全及びＢ以 
下の欄に掲げるもの 

水 産 ２ 級 
工業用水及びＣの欄に 
掲 げ る も の 

環 境 保 全 

水素イオン濃度 
（ｐＨ） 

7.8以上 
8.3以下 

7.8以上 
8.3以下 

7.0以上 
8.3以下 

化学的酸素要求量 
（ＣＯＤ） 

２ mg／Ｌ以下 ３ mg／Ｌ以下 ８ mg／Ｌ以下 

溶存酸素量 
（ＤＯ） 7.5 mg／Ｌ以上 ５ mg／Ｌ以上 ２ mg／Ｌ以上 

大腸菌群数 1,000MPN／100mL以下 － － 

目 
 

標 
 

値 

ノルマルヘキサン 
抽出物質(油分等） 

検出されないこと 検出されないこと － 

対象水域等 対象水域及びその水域が該当する水域類型は別表のとおりとする 
（注）１ 目標値は、日間平均値とする。 

２ 水産１級のうち、生食用原料カキの養殖の利水点については、大腸菌群数70MPN／100  mL以下とする。 
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 全窒素、全りん 
 

目    標    値 対象水域 項目
類型 利用目的の適応性 

全 窒 素 全 り ん 

Ⅰ 
自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 
（水産２種及び３種を除く） 

0.2 mg／Ｌ以下 0.02 mg／Ｌ以下 

Ⅱ 
水産１種 
水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの 
（水産２種及び３種を除く） 

0.3 mg／Ｌ以下 0.03 mg／Ｌ以下 

Ⅲ 
水産２種及びⅣの欄に掲げるもの   
（水産３種を除く） 

0.6 mg／Ｌ以下 0.05 mg／Ｌ以下 

Ⅳ 
水産３種 
工業用水、生物生息環境保全 

１ mg／Ｌ以下 0.09 mg／Ｌ以下 

対象水域及びその水
域が該当する水域類
型は別表のとおりと
する 

（注）目標値は、年間平均値とする。 
    
 

目 標 値 項 目 
類 型 

水生生物の生息状況の適応性 
全 亜 鉛 

該当水域 

生 物 Ａ 水生生物の生息する水域 0.02mg/L 以下 

生物特Ａ 
生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）又
は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域 

0.01mg/L 以下 

対象水域及び
その水域が該
当する水域類
型はまだ指定
されていない 

 
（注） 目標値は、日間平均値とする。 
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区 区
分 BOD等 水生生物保全 分 BOD等 水生生物保全

淀 川 下 流 (1) （京都府界から長柄堰まで） B － 石 川 （全　　域） B －
淀 川 下 流 (2) （長柄堰より下流） C － 千 早 川 （全　　域） A －
船 橋 川 （全　　域） B － 天 見 川 （全　　域） B －
穂 谷 川 （全　　域） B － 石 見 川 （全　　域） A －
檜 尾 川 （全　　域） B － 飛 鳥 川 （全　　域） C －
天 野 川 （奈良県界より下流） B － 梅 川 （全　　域） B －
芥 川 (1) （京都府界から塚脇橋まで） A － 佐 備 川 （全　　域） C －
芥 川 (2) （塚脇橋より下流） A － 大 和 川 中 流 （桜井市初瀬取入口から浅香山まで） C 生物Ｂ
水 無 瀬 川 （全　　域） A － 大 和 川 下 流 （浅香山より下流） D 生物Ｂ
神 崎 川 （安威川、猪名川を除く神崎川） B － 東 除 川 （全　　域） C －
安 威 川 上 流 （茨木市取水口より上流） A － 西 除 川 (1) （狭山池流出端より上流） B －
安 威 川 下 流 (1) （茨木市取水口から戸伏まで） B － 西 除 川 (2) （狭山池流出端より下流） D －
安 威 川 下 流 (2) （戸伏から大正川合流点まで） B － 石 津 川 （全　　域） E －
安 威 川 下 流 (3) （大正川合流点より下流） C － 和 田 川 （全　　域） C －
佐保川及び茨木川 （全　　域） B － 大 津 川 上 流 （泉大津市高津取水口より上流） B －
大 正 川 （全　　域） B － 大 津 川 下 流 （泉大津市高津取水口より下流） D －
勝 尾 寺 川 （全　　域） B － 牛 滝 川 （全　　域） B －
猪 名 川 上 流 （箕面川合流点より上流） B － 松 尾 川 （全　　域） B －
猪 名 川 下 流 (2) （藻川分岐点から藻川合流点まで） D － 槇 尾 川 （全　　域） B －
箕 面 川 (1) （箕面川取水口より上流） A － 父 鬼 川 （全　　域） A －
箕 面 川 (2) （箕面川取水口から兵庫県界まで） A － 春 木 川 （全　　域） E －
余 野 川 （全　　域） A － 津 田 川 （全　　域） E －
千 里 川 （全　　域） A － 近 木 川 上 流 （秬谷川合流点より上流） B －
田 尻 川 （兵庫県界より上流） A － 近 木 川 下 流 （秬谷川合流点より下流） E －
一 庫 ・ 大 路 次 川 （京都府界から兵庫県界まで） A － 見 出 川 （全　　域） E －
山 辺 川 （全　　域） A － 佐 野 川 （全　　域） E －
寝 屋 川 （全　　域） D － 樫 井 川 上 流 （兎田橋より上流） B －
恩 智 川 （全　　域） D － 樫 井 川 下 流 （兎田橋より下流） E －
古 川 （全　　域） D － 男 里 川 （全　　域） A －
第 二 寝 屋 川 （全　　域） D － 金 熊 寺 川 （全　　域） A －
平 野 川 分 水 路 （全　　域） D － 菟 砥 川 （全　　域） A －
平 野 川 （全　　域） D － 山 中 川 （全　　域） A －
大 川 （大川全域及び城北川全域） B － 番 川 （全　　域） A －
堂 島 川 （全　　域） B － 大 川 （全　　域） A －
土 佐 堀 川 （全　　域） C － 東 川 （全　　域） A －
道 頓 堀 川 （全　　域） B － 西 川 （全　　域） A －
正 蓮 寺 川 （全　　域） C －
六 軒 家 川 （全　　域） B － （注） 「－」は類型指定がされていないことを表す
安 治 川 （全　　域） B －
尻 無 川 （全　　域） C －
木 津 川 （全　　域） C －
木 津 川 運 河 （全　　域） C －
住 吉 川 （全　　域） C －
東 横 堀 川 （全　　域） C －

河　川　名 範　　　囲
該当類型

河　川　名 範　　　囲
該当類型

淀
　
川
　
水
　
域

大
　
和
　
川
　
水
　
域

神
　
崎
　
川
　
水
　
域

泉
　
　
州
　
　
諸
　
　
河
　
　
川

寝
屋
川
水
域

大
阪
市
内
河
川
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（別表つづき） 
 
○海 域 
 ・ＣＯＤ                             ・全窒素、全りん 
  
 
 
 
 
 
 

                 
・全亜鉛 
   類型指定は行われていません。 

 
 
（注）尾崎港、淡輪港及び深日港の区域は、 

いずれも防波堤の先端を結ぶ線で囲 
まれた海域をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水　域 該当類型
大阪湾(イ) Ⅳ
大阪湾(ロ) Ⅲ
大阪湾(ハ) Ⅱ

水域類型指定

水　域 該当類型
大阪湾(1) Ｃ
大阪湾(2) Ｂ
大阪湾(3) Ａ
大阪湾(4) Ａ
大阪湾(5) Ａ
尾崎港 Ｃ
淡輪港 Ｃ
深日港 Ｃ

水域類型指定

神崎川

淀川

大和川

大　阪　湾

（イ）

（ロ）

（ハ）
(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

大阪湾水域類型

（注）　　　　は全窒素、全燐に係る水質環境基準の水域を表す。

○

○

○

尾崎港

淡輪港

深日港
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  ③ 特殊項目 
   ア 河 川 

対 象 水 域 
項  目 

上 水 道 水 源 水 域 
そ の 他 の 水 域 

（水域類型Ｃ以上の河川） 

フ ェ ノ ー ル 類 0.005㎎／Ｌ以下 0.01 ㎎／Ｌ以下 

銅 0.05   〃 0.05   〃 

亜 鉛 0.1   〃 0.1   〃 

溶 解 性 鉄 0.3   〃 1.0   〃 

溶 解 性 マ ン ガ ン 0.05   〃 1.0   〃 

全 ク ロ ム 0.05   〃 1.0   〃 

ア ン モ ニ ア 性 窒 素 0.1   〃 1.0   〃 

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.5   〃 0.5   〃 

ノルマルヘキサン抽出物質 0.01   〃 0.01   〃 

※ 亜鉛については、２の②のアの類型指定が行われている河川を除く。 
 
   イ 海 域 

対 象 水 域 
項  目 

大  阪  湾 
(3) (4) (5) 

大 阪 湾 (2) 
大 阪 湾 (1) 

尾崎港、淡輪港、深日港 

フ ェ ノ ー ル 類 0.01㎎／Ｌ以下 0.01㎎／Ｌ以下 0.01㎎／Ｌ以下 

銅 0.02  〃 0.02  〃 0.02  〃 

亜 鉛 0.1   〃 0.1   〃 0.1   〃 

鉄 0.1   〃 0.2   〃 0.5   〃 

全 ク ロ ム 1.0   〃 1.0   〃 1.0   〃 

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.1   〃 0.1   〃 0.1   〃 

 
 
  ④ 底 質 
   ア 河 川 

項      目 環 境 保 全 目 標 対  象  水  域 

Ｐ  Ｃ  Ｂ 10㎎／㎏ 全公共用水域 

水     銀 25㎎／㎏ 〃 

ダイオキシン類 150 pg-TEQ／g  〃 
 
 
   イ 海 域 

項    目 環  境  保  全  目  標 対象水域 

Ｐ  Ｃ  Ｂ 10㎎／㎏ 全公共用水域 

水    銀 
「底質の暫定除去基準について」(昭和 50 年 10 月 28 日環水管第 119 号
水質保全局長通知）に定める基準に該当しないこと 

〃 

ダイオキシン類 150pg-TEQ／g  〃 

 
 
 ３ 地盤環境 
  ① 地盤沈下 

項      目 環 境 保 全 目 標 対  象  地  域 
地   盤   高 地盤沈下を進行させない 府  内  全  域 

 
  ② 地下水質 
    水質汚濁に係る環境保全目標・健康項目に同じ 
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  ③ 土壌汚染 
 

項        目 目      標      値 対象地域 

カ ド ミ ウ ム 
検液１Ｌにつき 0.01 ㎎以下であり、かつ、農用地において米
１㎏につき１㎎未満であること 

全 シ ア ン 検液中に検出されないこと 

有 機 り ん 検液中に検出されないこと 

鉛 検液１Ｌにつき0.01㎎以下であること 

六 価 ク ロ ム 検液１Ｌにつき0.05㎎以下であること 

砒 素 
検液１Ｌにつき 0.01 ㎎以下であり、かつ、農用地（田に限
る）においては、土壌１㎏につき15㎎未満であること 

総 水 銀 検液１Ｌにつき0.0005㎎以下であること 

ア ル キ ル 水 銀 検液中に検出されないこと 

Ｐ Ｃ Ｂ 検液中に検出されないこと 

銅 農用地(田に限る)において、土壌１㎏につき125㎎未満であること 

ジ ク ロ ロ メ タ ン 検液１Ｌにつき0.02㎎以下であること 

四 塩 化 炭 素 検液１Ｌにつき0.002㎎以下であること 

１ ， ２ － ジ ク ロ ロ エ タ ン 検液１Ｌにつき0.004㎎以下であること 

１，１－ジクロロエチレン 検液１Ｌにつき0.02㎎以下であること 

シス－１，２－ジクロロエチレン 検液１Ｌにつき0.04㎎以下であること 

１，１，１－トリクロロエタン 検液１Ｌにつき１㎎以下であること 

１，１，２－トリクロロエタン 検液１Ｌにつき0.006㎎以下であること 

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 検液１Ｌにつき0.03㎎以下であること 

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 検液１Ｌにつき0.01㎎以下であること 

１，３－ジクロロプロペン 検液１Ｌにつき0.002㎎以下であること 

チ ウ ラ ム 検液１Ｌにつき0.006㎎以下であること 

シ マ ジ ン 検液１Ｌにつき0.003㎎以下であること 

チ オ ベ ン カ ル ブ 検液１Ｌにつき0.02㎎以下であること 

ベ ン ゼ ン 検液１Ｌにつき0.01㎎以下であること 

セ レ ン 検液１Ｌにつき0.01㎎以下であること 

ふ っ 素 検液１Ｌにつき0.8㎎以下であること 

ほ う 素 検液１Ｌにつき１㎎以下であること 

ダ イ オ キ シ ン 類 土壌１ｇにつき1,000pg-TEQ以下であること 

府内全域 

（注）１ 検液とは土壌（重量）の10倍の水（容量）で測定物質を溶出させ、ろ過したものをいう。 

   ２ 汚染がもっぱら自然的原因によることが明らかであると認められる場所及び廃棄物の埋立地その他の場所であって外部

から適切に区分されている施設に係る土壌については適用しない。 
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４ 騒音・振動 

 ① 環境騒音 

 ア 一般地域 
目     標     値 地

域
の
類
型 

昼  間 
午前６時から午後10時まで 

夜  間 
午後10時から翌日の午前６時まで 

対   象   地   域 

AA 50デシベル以下 40デシベル以下 

貝塚市橋本 
大阪市立貝塚養護学校の敷地 
富田林市大字甘南備 
大阪府立金剛コロニーの敷地 

Ａ 55デシベル以下 45デシベル以下 

都市計画法（昭和43年法律第100号）第２章の規定によ
り定められた第一種低層住居専用地域、第二種低層住居
専用地域、第一種中高層住居専用地域及び第二種中高層
住居専用地域 

Ｂ 55デシベル以下 45デシベル以下 

都市計画法第２章の規定により定められた第一種住居地
域、第二種住居地域及び準住居地域並びに同法第８条第
１項第１号に規定する用途地域の指定のない地域（AA に
該当する地域、関西国際空港及び八尾空港の敷地並びに
工業用の埋立地を除く。） 

Ｃ 60デシベル以下 50デシベル以下 

都市計画法第２章の規定により定められた近隣商業地
域、商業地域、準工業地域（関西国際空港及び大阪国際
空港の敷地を除く。）及び工業地域（関西国際空港の敷
地を除く。） 

 
イ 道路に面する地域 

目     標     値 
地  域  の  区  分 昼  間 

午前６時から午後10時まで 
夜  間 

午後10時から翌日の午前６時まで 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60デシベル以下 55デシベル以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域
及びＣ地域のうち車線を有する道路に面する地域 

65デシベル以下 60デシベル以下 

 
 この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間については、上表にかかわらず、特例として次表の目標
値の欄に掲げるとおりとする。 

目     標     値 

昼  間 
 午前６時から午後10時まで  

夜  間 
午後10時から翌日の午前６時まで  

70デシベル以下 65デシベル以下 

備考 個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認められるときは、屋内へ透
過する騒音に係る基準（昼間にあっては45デシベル以下、夜間にあっては40デシベル以下）によることができる。 

注 (1)「幹線交通を担う道路」とは、次に掲げる道路をいうものとする。 
     ①道路法（昭和27年法律第180号）第３条に規定する高速自動車国道、一般国道、府道及び市町村道（市町村道にあって

は、４車線以上の区間に限る。） 
     ②①に掲げる道路を除くほか、道路運送法（昭和26年法律第183号）第２条第９項に規定する一般自動車道であって都市

計画法施行規則（昭和44年建設省令第49号）第７条第１号に掲げる自動車専用道路 
   (2)「幹線交通を担う道路に近接する空間」とは、次の車線数の区分に応じ道路端からの距離によりその範囲を特定するもの

とする。 
      ①２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路 15メートル 
      ②２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 20メートル 
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② 航空機騒音 
 

地域の類型 目 標 値 対       象       地       域 

Ⅰ 70ＷＥＣＰＮＬ以下 

都市計画法第２章の規定により定められた第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専
用地域、第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第
二種住居地域及び準住居地域並びに同法第８条第１項第１号に規定する用途地域の指定
のない地域。ただし、次に掲げる地域を除く。 
 １ 関西国際空港及び八尾空港の敷地 
 ２ 国土利用計画法第９条の規定により定められた森林地域であって、かつ、都市計
画法第７条第１項の規定による市街化区域以外の地域である地域 

Ⅱ 75ＷＥＣＰＮＬ以下 都市計画法第２章の規定により定められた近隣商業地域、商業地域、準工業地域及び工
業地域。ただし、関西国際空港、大阪国際空港及び八尾空港の敷地を除く。 

 
③ 新幹線鉄道騒音 
 

地域の類型 目 標 値 対       象       地       域 

Ⅰ 70デシベル以下 

地域類型の当てはめをする地域のうち、都市計画法第２章の規定により定められた第一
種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第二種中
高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域及び準住居地域並びに同法第８条
第１項第１号に規定する用途地域の指定のない地域 

Ⅱ 75デシベル以下 地域類型の当てはめをする地域のうち、都市計画法第２章の規定により定められた近隣
商業地域、商業地域、準工業地域及び工業地域 

（注）「地域類型の当てはめをする地域」とは、大阪市及び吹田市の区域のうち新幹線鉄道の軌道中心線より左右両側それぞれ 

300メートル以内の地域並びに摂津市、高槻市、茨木市及び島本町の区域のうち新幹線鉄道の軌道中心線より左右両側それ 

ぞれ400メートル以内の地域(河川敷を除き、橋りょうに係る部分については別途図面で表示する地域を含む。）をいう。 

 

④ 鉄軌道騒音、建設作業騒音、小規模飛行場騒音、振動、低周波音 
 

項   目 目     標     値 対    象    地    域 
鉄 軌 道 騒 音 
（新幹線鉄道を除く） 

建 設 作 業 騒 音 
小規模飛行場騒音* 
振 動 
低 周 波 音 

大部分の地域住民が日常生活において支障
がない程度 

工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活
していない地域又は場所以外の地域  

＊…１日当たりの離着陸回数が10回以下の飛行場を対象とする。 
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